
近
世在
郷
町
に
お
け
る
祭
礼
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
辺
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佐
原
村
の
概
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②
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礼
の
成
立

③
祇園
祭
礼
の
展
開

④そ
の
後
の
祇
園
祭
礼

むす
び

［論文
要
旨
］

　
近
世
下
総国
香
取
郡
佐
原
村
は
利
根
川
舟
運
の
一
拠
点
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
栄
え
た
。
元
　
　
　
　
へ
の
逗
留
と
神
輿
の
巡
行
（
行
幸
と
還
幸
）
が
加
わ
り
、
一
続
き
の
祭
礼
が
成
立
し
た
。
こ
れ
が
祇

禄八
（
］
六
九
五
）
年
に
は
す
で
に
町
場
が
広
く
形
成
さ
れ
て
在
郷
町
と
な
っ
て
お
り
、
元
文
五
二
　
　
　
　
園
祭
礼
で
あ
る
。

七
四
〇
）
年
に
は
三
八
一
九
人
も
の
人
ロ
を
抱
え
る
関
東
で
も
有
数
の
大
村
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
　
　
　
　
祇
園
祭
礼
は
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
還
幸
の
範
囲
が

村は
本
宿
と
新
宿
と
い
う
二
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
た
。
本
宿
は
さ
ら
に
三
つ
の
（
実
質
的
に
は
　
　
　
本
宿
全
町
に
拡
大
す
る
と
、
翌
年
か
ら
町
々
で
は
山
車
な
ど
の
練
り
物
を
本
格
的
に
出
す
よ
う
に
な

二

つ
の
）
「
組
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
的
・
地
域
的
集
団
に
分
か
れ
、
経
済
的
発
展
を
背
景
に
組
内
に
　
　
　
　
り
、
祭
礼
の
規
模
は
拡
大
し
た
。
し
か
し
神
輿
行
列
に
付
け
る
練
り
物
の
順
番
を
め
ぐ
っ
て
町
間
で

は
「
町
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
激
し
い
対
立
が
生
じ
た
。
最
終
的
に
は
練
り
物
行
列
が
神
輿
行
列
を
先
導
す
る
形
で
一
つ
の
大
き
な

　こ
の
本
宿
で
な
さ
れ
る
祇
園
祭
礼
を
例
に
、
近
世
在
郷
町
に
お
け
る
祭
礼
の
成
立
と
展
開
の
一
例
　
　
　
　
祭
礼
行
列
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
対
立
の
過
程
で
町
々
は
組
の
統
制
を
脱
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
つ

を
示
し
た
。
本
宿
に
は
も
と
も
と
祭
礼
と
い
え
る
ほ
ど
規
模
の
大
き
い
祭
り
は
な
く
、
本
宿
総
鎮
守
　
　
　
　
の
神
事
の
運
営
は
引
き
続
き
有
力
者
が
、
二
つ
の
行
列
の
運
営
は
町
々
が
お
こ
な
う
と
い
う
形
式
が

の

天
王
社
に
よ
っ
て
六
月
に
浜
下
り
神
事
と
祇
園
神
事
と
い
う
二
つ
の
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
　
　
　
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
ま
で
に
は
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
組
を
単
位
と
し
て
村
内
の
有
力

こ
れ
を
実
際
に
主
導
し
た
の
が
本
宿
の
有
力
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
組
を
代
表
し
て
い
た
二
つ
の
　
　
　
者
が
主
導
し
て
い
た
神
事
に
神
幸
が
加
わ
り
祭
礼
化
し
た
結
果
、
村
内
に
成
立
し
て
い
た
町
々
が
祭

家
の
当
主
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
禄
一
六
二
七
〇
三
）
年
か
ら
、
両
神
事
が
統
合
さ
れ
て
御
旅
所
　
　
　
　
礼
行
列
の
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

5
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は

じ
め
に

　
近
世
都
市
祭
礼
に
か
ん
す
る
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
、
渡
辺
康
代
は
二
つ
の

流
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
三
都
や
そ
れ
に
次
ぐ
規
模
を
備
え
る
地
方
都
市

の
祭
礼
か

ら
、
幕
府
や
藩
が
都
市
に
及
ぼ
し
た
政
治
性
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
研
究

の
流
れ
が
あ
る
一
方
で
、
よ
り
小
規
模
な
町
に
お
け
る
祭
礼
や
芸
能
の
担
い
手
、
運

営
方
法
お
よ
び
形
態
か
ら
、
近
世
の
町
や
そ
れ
を
と
り
ま
く
地
域
社
会
の
特
性
を
み

い
だ

そ
う
と
す
る
視
点
が
あ
る
」
［
渡
辺
二
〇
〇
二
　
二
五
］
。

　
実
際
に
は
史
料
の
残
存
状
況
の
問
題
な
ど
か
ら
、
三
都
や
城
下
町
な
ど
政
治
中
枢

都
市
の
祭
礼
に
か
ん
す
る
研
究
に
比
べ
、
在
郷
町
や
宿
場
町
な
ど
小
規
模
都
市
の
祭

礼

に
か
ん
す
る
研
究
は
ま
だ
そ
の
蓄
積
が
少
な
い
。
本
稿
は
、
後
者
の
流
れ
に
分
類

さ
れ
る
研
究
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
の
は
、
現
在
の
千
葉
県
佐
原
市
の
本
宿
地
区
で

お

こ
な
わ
れ
て
い
る
祇
園
祭
礼
で
あ
る
。

　
千
葉
県
佐
原
市
の
中
心
街
は
明
治
時
代
に
「
佐
原
イ
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
で
、
利
根
川
に
流
入
す
る
小
野
川
の
下
流
を
挟
ん
で
東
西
約
二
・
五
キ
ロ
に

わ
た
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
区
域
が
近
世
の
下
総
国
香
取
郡
佐
原
村
に
ほ
ぼ
相

当
す
る
。
近
世
初
頭
以
来
、
小
野
川
の
東
岸
部
を
本
宿
、
西
岸
部
を
新
宿
と
称
し
て

い
る
。

　
近

世
の
佐
原
村
に
は
村
全
体
の
総
鎮
守
は
な
く
、
本
宿
と
新
宿
に
そ
れ
ぞ
れ
の
総

鎮
守
が
あ
っ
た
。
本
宿
の
総
鎮
守
は
牛
頭
天
王
社
（
明
治
初
期
に
入
坂
神
社
と
改
称

さ
れ
た
が
、
以
下
、
天
王
社
と
い
う
）
で
、
新
宿
の
総
鎮
守
は
諏
訪
明
神
社
（
以
下
、

諏
訪
神
社
と
い
う
）
で
あ
る
。
天
王
社
で
は
六
月
一
二
日
に
祇
園
祭
礼
が
、
諏
訪
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
さ
や
ま
　
（
1
）

社
で

は
八
月
二
七
日
に
御
射
山
祭
り
に
由
来
す
る
祭
礼
（
以
下
、
諏
訪
祭
礼
と
い
う
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　
今

日
で
は
祇
園
祭
礼
は
新
暦
の
七
月
に
、
諏
訪
祭
礼
は
新
暦
の
一
〇
月
に
、
と
も

に
三
日
間
の
日
程
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
両
祭
礼
と
も
町
ご
と
に
「
屋
台
」
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ば
れ

る
四
輪
で
二
層
構
造
の
山
車
が
一
台
出
さ
れ
、
祇
園
祭
礼
で
は
一
〇
台
、
諏
訪

祭
礼
で
は
一
四
台
を
数
え
る
。
屋
台
は
上
層
部
（
露
台
）
に
人
形
な
ど
の
巨
大
な
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
ざ

り
物
を
載
せ
、
下
層
部
（
難
子
台
）
に
「
下
座
」
（
ま
た
は
芸
座
）
と
呼
ば
れ
る
一

〇

人
前
後
の
噺
子
方
を
乗
せ
、
引
き
手
に
よ
っ
て
綱
で
引
か
れ
て
運
行
さ
れ
る
。
と

き
お
り
屋
台
を
止
め
、
そ
の
ま
え
で
多
数
の
引
き
手
が
下
座
の
離
子
に
合
わ
せ
て
踊

る
。
両
祭
礼
と
も
、
屋
台
の
豪
華
さ
と
そ
の
数
の
多
さ
、
難
子
の
美
し
さ
に
よ
っ
て

関
東
屈
指
の
祭
礼
と
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
原
村
は
農
業
地
帯
の
な
か
で
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
物
資
の
集
散
と
人
口
の

集
中
に
よ
っ
て
都
市
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
在
郷
町
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
在
郷

町
の
祭
礼
の
あ
り
方
の
一
例
と
し
て
江
戸
中
後
期
の
本
宿
祇
園
祭
礼
を
取
り
上
げ
、

そ
の
様
相
と
変
化
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
い
く
。
江
戸
中
期
の
本
宿
に
居
住
し

て

い

た
二
人
の
祭
礼
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
克
明
に
日
記
を
つ
け
て
い
た
の
を
は
じ
め
、

祇
園
祭
礼
の
近
世
史
料
は
豊
富
な
た
め
、
こ
の
祭
礼
は
成
立
過
程
と
そ
の
後
の
展
開

過
程
が
か

な
り
の
程
度
正
確
に
知
ら
れ
る
、
き
わ
め
て
貴
重
な
例
で
あ
る
。

　
祇

園
祭
礼
の
形
態
や
運
営
方
法
と
そ
れ
ら
の
変
化
は
、
佐
原
村
内
部
の
特
徴
と
変

容
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
祭
礼
と
在
郷
町
社
会
の
関
係
を
考
え
る
う
え

で
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

　
行
論

に
さ
い
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
近
世
初
頭
か
ら
佐
原
村
に
存
在
し
て
い
た

「組
」
（
こ
れ
つ
い
て
は
0
を
参
照
）
を
基
盤
と
し
て
村
内
豪
家
が
神
事
を
主
導
し
て

い

た
様
態
と
、
そ
れ
に
た
い
し
て
村
内
（
組
内
で
も
あ
る
）
に
遅
れ
て
成
立
し
た
個

別
の
町
々
が
漸
進
的
に
付
祭
り
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
で
あ
る
。
付
祭
り
と
は
、

神
事
に
付
属
さ
せ
る
形
で
、
氏
子
が
神
を
歓
待
す
る
た
め
に
お
こ
な
う
芸
能
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
賑
や
か
し
の
こ
と
で
あ
る
。

　

天
王
社
の
神
輿
が
氏
子
圏
を
巡
行
（
神
幸
）
す
る
形
式
は
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）

年
六
月
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
従
来
か
ら
六
月
に
な
さ
れ
て
い
た
二
つ
の

神
事
を
統
合
さ
せ
る
形
で
祇
園
祭
礼
が
成
立
し
た
と
み
な
し
う
る
。

　

そ
れ
か
ら
徐
々
に
、
御
旅
所
、
神
幸
の
順
路
、
神
輿
行
列
の
構
成
と
い
っ
た
も
の

60
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が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
神
幸
（
厳
密
に
は
そ

の
う
ち
の
還
幸
）
の
範
囲
が
本
宿
全
町
に
拡
大
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
翌
年
か
ら
氏
子

各
町
は
付
祭
り
と
し
て
本
格
的
に
練
り
物
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
練
り
物
と
は
、

仮
装
や
噺
子
な
ど
の
芸
能
、
ま
た
は
笠
鉾
や
山
車
と
い
っ
た
作
り
物
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
を
機
に
、
還
幸
の
さ
い
の
神
輿
行
列
の
先
頭
を
め
ぐ
っ
て
町
間
で
激

し
い
対
立
が
生
じ
て
豪
家
や
村
役
人
（
組
役
人
）
の
統
制
も
利
か
な
い
事
態
と
な
っ

た
。
問
題
は
、
各
町
の
練
り
物
を
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
神
輿
行
列
に
組
み
入
れ
る

か

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
激
し
い
対
立
を
経
て
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
に
従

来
の
神
輿
行
列
と
は
べ
つ
に
練
り
物
行
列
が
成
立
し
た
。
練
り
物
行
列
は
年
ご
と
に

一
つ
ず
つ
各
町
の
並
び
順
を
繰
り
上
げ
る
方
式
で
成
立
し
た
。
こ
れ
を
神
輿
行
列
に

先
行
さ
せ
、
全
体
と
し
て
は
二
つ
の
連
続
す
る
行
列
が
一
つ
の
大
き
な
祭
礼
行
列
を

形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
の
ち
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
ま
で
に
現
在
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
年
番
制
度
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
つ
い
て
神
輿
行
列
と
練
り
物
行
列
の
そ

れ
ぞ
れ
が
各
町
の
持
ち
回
り
で
監
督
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
両
祭
礼
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
参
照
す
る
に
足
る
文
献
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
が
、
近
年
『
佐
原
山
車
祭
調
査
報
告
書
』
が
刊
行
さ
れ
［
佐
原
市
教
育
委

員
会
編
二
〇
〇
一
］
、
よ
う
や
く
研
究
の
下
地
が
整
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
主
要
な

近
世
史
料
（
一
部
は
明
治
初
期
の
史
料
）
、
現
状
調
査
を
中
心
と
し
た
五
編
の
報
告
、

そ
れ
に
多
く
の
難
子
の
楽
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
編
は
今
後
の
両
祭
礼
の
歴

史
的
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
す
で
に
こ
れ
に
も
と
つ
く
簡
便
な
通
史
を
含
む

書
物
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
［
清
宮
二
〇
〇
三
］
。

　
も
ち
ろ
ん
本
稿
で
も
こ
の
史
料
編
を
大
い
に
利
用
す
る
。
こ
こ
で
、
本
稿
で
言
及

す
る
史
料
の
う
ち
、
主
要
な
七
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。

①
「
部
冊
帳
前
巻
」
。
本
宿
組
の
有
力
者
で
あ
っ
た
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
の
六

代
目
当
主
景
利
（
一
六
六
八
～
一
七
二
六
）
の
著
。
景
利
は
元
禄
七
（
一
六
九
四
）

年
か
ら
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
ま
で
本
宿
組
の
名
主
を
勤
め
、
退
役
後
も
元
名

主
と
し
て
本
宿
組
に
重
き
を
な
し
た
人
物
。

こ
の
著
は
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
成
立
し
た
も
の
で
、
天
正
年
中
（
一
五
七

三

～
一
五
九
一
）
か
ら
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
ま
で
の
佐
原
村
と
そ
の
周
辺
村

落
に
か
ん
す
る
村
政
記
録
で
あ
り
、
全
一
二
巻
と
別
の
一
巻
か
ら
成
る
。
自
家
お

よ
び
他
家
に
伝
わ
る
古
文
書
・
古
記
録
を
博
捜
し
筆
写
す
る
な
ど
し
て
編
集
し
た

も
の
。
い
っ
た
い
に
古
い
時
代
の
記
事
ほ
ど
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
が
、
近

世
の
佐
原
村
の
歴
史
を
調
べ
る
う
え
で
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
集
で
あ

る
。
次
の
刊
本
を
利
用
す
る
。

　
佐
原
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
六
　
『
佐
原
市
史
　
資
料
編
　
別
編
一

　
部
冊
帳
　
前
巻
』
佐
原
市
。

な
お
本
稿
で
は
、
以
後
も
原
題
ど
お
り
に
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
と
表
記
す
る
。

②
「
部
冊
帳
後
巻
」
。
前
記
の
景
利
が
「
部
冊
帳
前
巻
」
の
あ
と
を
受
け
、

正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
か
ら
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
ま
で
の
出
来
事
に
つ

い
て

同
時
進
行
の
形
で
毎
年
記
録
し
た
も
の
で
、
信
頼
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
原

本

は
一
巻
本
で
あ
る
が
、
二
冊
に
分
け
ら
れ
て
い
る
次
の
刊
本
を
利
用
す
る
。

　
佐

原
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
『
佐
原
市
史
　
資
料
編
　
別
編
二

　

部
冊
帳
　
後
巻
こ
佐
原
市
。

　
佐
原
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　
『
佐
原
市
史
　
資
料
編
　
別
編
三

　
部
冊
帳
　
後
巻
二
』
佐
原
市
。

な
お
刊
本
に
合
わ
せ
て
、
以
後
、
本
稿
で
は
「
部
冊
帳
　
後
巻
一
」
お
よ
び
「
部

冊
帳
　
後
巻
二
」
と
表
記
す
る
。

③

「景
利
日
記
」
。
前
記
の
景
利
の
私
用
日
記
で
元
禄
＝
（
一
六
九
八
）
年
か

ら
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
ま
で
の
二
〇
巻
か
ら
成
る
。

た
だ
し
こ
の
期
間
の
う
ち
、
以
下
の
日
記
は
現
存
し
な
い
。
元
禄
一
二
（
一
六
九

九
）
年
か
ら
同
一
四
（
一
七
〇
一
）
年
ま
で
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
、
正
徳

二

（
一
七
一
二
）
年
か
ら
同
四
（
一
七
一
四
）
年
ま
で
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
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年
。
ま
た
元
禄
二
　
（
一
六
九
八
）
年
の
日
記
は
三
月
ま
で
し
か
、
宝
永
入
（
‖

正
徳

元
、
一
七
二
）
年
の
日
記
は
六
月
ま
で
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
史
料
は
従
来
の
祇
園
祭
礼
の
研
究
で
は
実
質
的
に
ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
だ
が
、
貴
重
な
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
刊
本
も
な

い

の

で
、
日
記
中
の
祭
礼
関
係
の
記
事
を
で
き
る
だ
け
多
く
引
用
す
る
。

本

稿
で
は
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
の
複
製
本
（
資
料
番
号
R
i
ニ
ー
一
か
ら
R
⊥
ニ

ー
三
）
を
利
用
す
る
。

原
題
は
巻
ご
と
に
異
な
る
が
、
以
後
、
本
稿
で
は
「
景
利
日
記
」
と
一
括
し
て
表

記
す
る
。

④
「
豊
秋
日
記
」
。
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
の
分
家
に
当
た
る
伊
能
七
郎
右
衛
門
家

の
豊
秋

（
？
～
一
七
七
二
）
の
私
用
日
記
。
宝
暦
六
三
七
五
六
）
年
か
ら
明
和

七

（
一
七
七

〇
）
年
ま
で
を
収
め
る
。
た
だ
し
宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
と
明

和
三

（
一
七
六

六
）
年
の
分
は
欠
け
て
い
る
。

豊
秋

は
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
五
月
か
ら
同
一
四
（
一
七
六
四
）
年
一
月
ま
で

本
宿
組
の
名
主
を
勤
め
、
退
役
後
も
元
名
主
と
し
て
本
宿
組
に
重
き
を
な
し
た
。

ま
た
彼
は
、
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
に
三
郎
右
衛
門
家
に
入
夫
し
て
一
〇
代

目
当
主
と
な
っ
た
忠
敬
（
一
七
四
五
～
一
八
一
八
）
の
後
見
を
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。

こ
の
日
記
の
う
ち
、
両
祭
礼
に
か
ん
す
る
記
述
は
ほ
ぼ
す
べ
て
『
佐
原
山
車
祭
調

査
報
告
書
』
の
一
四
三
～
一
五
七
頁
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
。

原
題
は
巻
ご
と
に
異
な
る
が
、
以
後
、
本
稿
で
は
「
豊
秋
日
記
」
と
一
括
し
て
表

記
す
る
。

⑤
製
作
年
・
正
式
名
称
と
も
に
不
詳
で
「
（
御
せ
ん
く
う
き
う
れ
い
の
覚
）
」
と
仮

題

さ
れ
た
記
録
。
著
者
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
忠
敬
の
息
子
で
三
郎
右
衛
門

家

の
一
一
代
目
で
あ
る
景
敬
（
一
七
六
六
～
一
八
一
三
）
の
行
動
が
直
接
形
で
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
が
著
者
と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
中
の
最
新
の
記
事
が
文
化

七

（
一
八
一
〇
）
年
八
月
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
こ
ろ
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

天
王
社
の

歴
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

全
文
が
『
佐
原
山
車
祭
調
査
報
告
書
』
の
一
六
〇
～
一
六
八
頁
に
収
録
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
。
以
後
、
本
稿
で
は
「
御
遷
宮
」
と
表
記
す
る
。

⑥

「
鎮
守
諏
訪
大
明
神
由
来
二
付
所
々
旧
記
之
写
並
代
々
申
伝
祭
事
取
極
其
外
有

形
書
証
」
。
新
宿
の
有
力
者
で
あ
っ
た
伊
能
権
之
丞
家
の
八
代
目
当
主
で
あ
る
景

俊
（
一
八
〇
六
～
？
）
が
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
六
月
に
作
成
し
た
記
録
。

諏
訪
神
社
と
諏
訪
祭
礼
に
か
ん
す
る
歴
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
天
王
社
と
祇

園
祭
礼
に
か
ん
す
る
記
述
も
散
見
さ
れ
る
。

全
文
が

『佐
原
山
車
祭
調
査
報
告
書
』
の
一
一
二
～
＝
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
。
以
後
、
本
稿
で
は
「
天
保
」
と
表
記
す
る
。

⑦
「
鎮
守
諏
訪
大
明
神
由
来
所
々
旧
記
祭
事
取
極
議
定
代
々
仕
来
申
伝
有
形
並
対

村
方
謂
共
証
相
之
」
。
前
記
の
景
俊
が
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
一
〇
月
に
作
成

し
た
記
録
。
内
容
は
「
天
保
」
と
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
補
足
す
る

よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

全
文
が

『佐
原
山
車
祭
調
査
報
告
書
』
の
＝
九
～
一
三
〇
頁
に
収
録
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
。
以
後
、
本
稿
で
は
「
嘉
永
」
と
表
記
す
る
。

　
以
上
七

点
の
引
用
に
さ
い
し
て
は
、
①
②
は
名
称
と
頁
数
を
示
し
、
③
④
は
名
称

と
年
月
日
を
示
し
、
⑤
⑥
⑦
は
頁
が
少
な
い
の
で
名
称
の
み
を
示
す
。
ま
た
、
①
④

⑤
の
引
用
に
さ
い
し
て
は
、
刊
本
の
読
点
と
並
列
点
を
適
宜
改
変
す
る
。

0
佐
原
村
の
概
要

　
中
世
に
は
本
宿
あ
た
り
だ
け
が
佐
原
村
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
中
世
を
通
じ
て
香
取

神
宮
の
社
領
の
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
、
新
宿
あ
た
り
は
関
戸
村
と
呼
ば

れ
て

お
り
、
大
戸
荘
の
一
部
で
あ
っ
た
。
大
戸
荘
に
は
千
葉
氏
一
族
の
国
分
氏
が
漸

進
的
に
勢
力
を
伸
張
さ
せ
た
［
山
本
一
九
八
九
］
。
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天

正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
伴
い
、
佐
原
村
・
関
戸

村
を
含
ん
だ
四
万
石
の
地
域
は
家
康
の
家
臣
鳥
居
元
忠
の
所
領
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

矢
作
領
と
い
う
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
、
利
根
川
を
挟
ん
で
佐
原
村
の
対
岸
に
広
が
る
低

湿
地
帯
で
は
、
佐
原
村
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
五
村
落
に
よ
る
新
田
開
発
が
な
さ

れ

た
。
こ
れ
を
新
嶋
領
と
い
い
、
こ
の
の
ち
幕
府
領
と
し
て
明
治
初
期
ま
で
続
い
た
。

　
慶
長

四
（
一
五
九
九
）
年
六
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
矢
作
領
の
検
地
の
さ
い
、
佐
原

村
で

は
「
新
宿
」
の
「
六
郎
右
衛
門
」
と
「
四
郎
左
衛
門
」
、
お
よ
び
「
本
宿
」
の

「内
匠
」
と
「
弥
左
衛
門
」
が
「
案
内
」
を
勤
め
た
こ
と
が
、
伊
能
三
郎
右
衛
門
家

に
伝
わ
っ
た
「
御
検
地
水
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
た
［
「
部
冊
帳
前
巻
」
九
］
。
本
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
新
宿
と
い
う
名
称
が
こ
の
こ
ろ
に
生
じ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
の

検
地
の

石
高
一
覧
で
あ
る
「
矢
作
領
村
附
之
事
」
に
は
⊃
高
千
八
百
拾
七
石
五
斗

　
枝
村

関
戸
有
　
佐
原
村
」
と
あ
る
［
同
書
五
］
。
関
戸
村
は
佐
原
村
の
枝
村
と
も

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
世
の
佐
原
村
を
「
本
」
宿
と
し
、
そ
れ
に
関
戸
村

を
「
新
」
宿
と
し
て
合
わ
せ
る
形
で
、
近
世
の
佐
原
村
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
慶
長
七
（
＝
ハ
〇
二
）
年
の
鳥
居
氏
の
転
封
に
伴
い
佐
原
村
は
幕
府
領

と
な
り
、
さ
ら
に
、
慶
長
二
二
（
＝
ハ
○
入
）
年
に
旗
本
四
氏
の
相
給
地
と
し
て
分

割
さ
れ
た
。

　
近
世
初
頭
以
来
、
佐
原
村
に
は
豪
家
を
中
心
と
し
た
「
組
」
と
呼
ば
れ
る
複
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
シ
　
じ
ゆ
く

社
会

的
・
地
域
的
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
。
本
宿
に
は
本
宿
組
と
浜
宿
組
と
新
井
宿

組

（仁
井
宿
組
）
が
、
新
宿
に
は
上
宿
組
と
下
宿
組
が
あ
っ
た
。
新
井
宿
組
を
除
く

四

組

は
慶
長
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
知
行
分
割
の
単
位
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て

い

る
。
こ
の
四
組
は
新
嶋
領
内
の
開
発
に
も
従
事
し
、
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年

に
は
、
新
嶋
領
内
に
あ
っ
た
佐
原
村
新
田
の
分
割
所
有
も
四
組
に
よ
っ
て
そ
の
割
合

が
定
め

ら
れ
た
。
新
井
宿
組
は
四
組
に
少
し
後
れ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

［酒
井

一
九

八
五
。
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
編
一
九
九
二
　
五
～
六
］
。

　
組
を
率
い
た
豪
家
と
し
て
は
、
本
宿
組
で
は
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
、
浜
宿
組
で
は

永
沢

（長
沢
）
治
郎
右
衛
門
（
次
郎
右
衛
門
・
二
郎
右
衛
門
）
家
、
上
宿
組
で
は
林

七
右
衛
門
家
、
下
宿
組
で
は
伊
能
茂
左
衛
門
家
、
新
井
宿
組
で
は
奥
主
久
左
衛
門
家

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
奥
主
久
左
衛
門
家
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

ほ
か
の
各
家
の
当
主
は
享
保
期
（
一
七
一
六
～
］
七
三
五
）
ご
ろ
ま
で
は
原
則
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

各
組
の
名
主
を
世
襲
し
て
お
り
、
以
後
も
た
び
た
び
名
主
を
勤
め
た
。
ま
た
、
下
宿

組
で

は
伊
能
茂
左
衛
門
家
の
分
家
と
い
わ
れ
る
伊
能
権
之
丞
家
も
有
力
で
、
下
宿
組

や
浜
宿
組
の
名
主
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
伊
能
氏
と
永
沢
氏
は
戦
国
末
期
の
在

地
領
主
の
系
譜
を
引
く
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

　
各
組
の
名
主
は
そ
の
補
佐
役
の
数
名
の
組
頭
と
と
も
に
、
村
役
人
と
し
て
村
政
に

当
た
っ
た
。
こ
れ
は
組
役
人
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
宿
全
体
の
問
題
は
本
宿
三
組

の

役
人

が
、
新
宿
全
体
の
問
題
は
新
宿
二
組
の
役
人
が
、
佐
原
村
全
体
の
問
題
は
五

組
の
役
人
が
管
轄
す
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
祇
園
祭
礼
は
本

宿
三
組
の
、
諏
訪
祭
礼
は
新
宿
二
組
の
役
人
が
管
轄
し
た
。

　
要
約
す
る
と
、
組
と
は
、
近
世
初
頭
に
有
力
者
を
中
心
に
佐
原
村
を
拠
点
と
し
て

農
業
経
営
（
周
辺
地
域
の
新
田
開
発
な
ど
）
に
取
り
組
ん
だ
集
団
で
あ
り
、
か
つ
近

世
佐
原
村
の
運
営
（
祭
礼
の
執
行
も
含
む
）
を
分
担
し
た
組
織
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
世
日
本
の
各
地
で
み
ら
れ
た
、
ム
ラ
あ
る
い
は
マ
チ

と
呼
ば
れ
る
地
域
を
い
く
つ
か
に
内
部
区
分
す
る
「
村
組
」
（
各
地
で
呼
称
は
異
な

る
）
の
機
能
［
福
田
一
九
九
三
　
一
〇
六
〇
～
一
〇
六
一
］
と
よ
く
一
致
し
、
そ
の

典
型
例
と
み
な
せ
る
。

　
佐
原
村
の
村
組
の
特
徴
と
し
て
重
要
な
の
は
、
村
の
経
済
的
発
展
と
そ
れ
に
伴
う

人

口
増
加
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
組
の
内
部
が
徐
々
に
細
分
化
さ
れ
て
複
数
の

町
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
領
主
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
［
川
口
二
〇
〇
一
　
六
～
七
］
。

　
ま
ず
、
慶
長
一
三
（
一
六
〇
八
）
年
に
は
本
宿
組
三
五
〇
石
は
天
方
氏
、
浜
宿
組

五
〇

〇

石

は
興
津
氏
、
新
井
宿
組
一
一
七
石
余
は
青
山
氏
、
上
宿
組
三
五
〇
石
は
近

藤
氏
、
下
宿
組
五
〇
〇
石
は
浜
宿
組
と
同
じ
く
興
津
氏
の
知
行
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
新
井
宿
組
は
寛
永
一
〇
（
一
六
三
三
）
年
に
幕
府
領
と
な
り
、
寛
文
元
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（
一
六

六
一
）
年
に
は
佐
倉
藩
領
に
替
わ
り
、
さ
ら
に
元
禄
＝
　
（
一
六
九
入
）
年

に

は
上
宿
組
の
近
藤
氏
の
知
行
に
加
え
ら
れ
た
。
以
後
し
ば
ら
く
、
佐
原
村
は
天

　
　
ら
　

方
氏
・
興
津
氏
・
近
藤
氏
の
三
給
地
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
に
い
ず
れ
も
召
し
上
げ
と
な
り
、
元
文
五
二

七
四

〇
）
年
に
一
村
す
べ
て
幕
府
領
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
の
佐
原
村
で
は
知
行
分

割
は
な
く
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
は
旗
本
津
田
氏
の
知
行
に
、
元
治
元
二

八
六

四
）
年
に
は
佐
倉
藩
領
と
な
り
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
廃
藩
置
県
を
迎

え
た
。

　
佐
原
村
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
利
根
川
舟
運
の
一
拠
点
と
し
て
物
資
の
集
散
が
盛

ん

な
地
で
、
商
業
が
発
展
し
て
般
賑
を
極
め
た
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
、
安
政
二
二

八
五

五
）
年
の
自
序
の
あ
る
『
利
根
川
図
志
』
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
［
赤

松

一
九
三

八
　
三
二
二
］
。

佐
原
は
下
利
根
附
第
一
繁
昌
の
地
な
り
。
村
の
中
程
に
川
有
て
、
新
宿
本
宿
の

　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
さ

間
に
橋
を
架
す
（
大
橋
と
云
ふ
）
。
米
穀
諸
荷
物
の
揚
下
げ
、
旅
人
の
船
、
川

口

よ
り
此
所
ま
で
、
先
を
あ
ら
そ
ひ
両
岸
の
狭
き
を
う
ら
み
、
誠
に
水
陸
往
来

の
群
集
、
昼
夜
止
む
時
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
け
い
ば
し

　
図
1
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
大
橋
と
は
現
在
の
忠
敬
橋
の
こ
と
で
、
こ
こ
を
中

心

と
し
て
銚
子
街
道
が
東
西
に
延
び
て
い
た
。
東
側
が
本
宿
、
西
側
が
新
宿
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
く

本
宿
側
の
銚
子
街
道
は
八
日
市
場
か
ら
荒
久
に
入
る
あ
た
り
で
曲
路
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
あ
ら
く
ま
が
め

か

つ
て

は
「
荒
久
曲
目
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
［
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
編
一
九
九
二

　
八
］
。
忠
敬
橋
か
ら
荒
久
曲
目
あ
た
り
ま
で
を
町
通
り
ま
た
は
本
宿
通
り
と
も
い

う
。
こ
れ
に
た
い
し
、
浜
宿
を
二
分
し
て
南
北
に
長
く
延
び
る
通
り
を
浜
宿
通
り
と

い
う
。
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
狭
い
小
野
川
の
両
岸
に
は
多
数
の
小
さ
な
河
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
が
　
し

（舟
着
場
）
が
あ
り
、
物
資
の
積
み
卸
し
に
使
わ
れ
た
。
本
川
岸
を
中
心
と
し
て
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
し

野

川
沿
い
に
南
北
に
延
び
る
通
り
を
川
岸
通
り
と
い
う
（
対
岸
の
新
宿
側
に
も
同
名

の
通
り
が
あ
る
）
。

　
こ
の
景
観
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
景
観
が
早
く
も
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
は
み
ら

れ

た
。
「
佐
原
村
ハ
町
場
二
而
本
宿
新
宿
与
申
東
西
之
町
並
二
而
中
程
二
長
拾
間
程
横
弐

間
程
之
板
橋
御
座
候
」
と
い
う
こ
と
で
［
佐
原
市
役
所
編
一
九
六
六
　
四
五
五
］
、
「
村
」

と
い
い
な
が
ら
も
事
実
上
は
町
場
で
あ
り
、
在
郷
町
と
い
え
る
様
態
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
す
で
に
近
世
初
期
に
は
新
宿
に
六
斎
市
が
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
が
佐
原

村
の
経
済
的
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
が
、
そ
の
利
を
求
め
て
、
村
で
は
近
世
中
期
ま

で
市
の
運
営
を
め
ぐ
る
争
い
が
頻
発
し
て
い
る
［
同
書
四
四
七
～
四
五
八
。
千
葉
県

立
房
総
の
む
ら
編
一
九
九
二
　
一
六
～
一
九
］
。

　
町
場
に
話
を
戻
す
と
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
の
幕
府
の
巡
見
使
の
通
行
に
さ

い

し
、
佐
原
村
で
は
一
九
の
町
に
人
足
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
本
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
が

に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
町
は
八
日
市
場
・
下
仲
町
・
寺
宿
・
田
宿
・
浜
宿
・
本
河

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

岸
・
荒
久
・
仁
井
宿
・
船
戸
の
九
町
で
あ
る
［
佐
原
市
役
所
編
一
九
六
六
　
一
五
四
］
。

こ
の
当
時
、
す
で
に
町
が
存
在
し
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
「
豊
秋
日
記
」
を
通
読
す
る
と
、
宝
暦
・
明
和
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
七
一
）

の

本
宿
に
は
＝
の
町
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
宿
組
に
は
八
日
市
場
・
上

中
町
（
上
仲
町
）
・
下
中
町
（
下
仲
町
）
・
寺
宿
・
田
宿
・
橋
本
町
の
六
町
が
、
浜
宿

組

に
は
浜
宿
・
川
岸
（
河
岸
）
・
荒
久
の
三
町
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
八
日
市
場
に

は
前
原
と
い
う
枝
町
が
含
ま
れ
て
お
り
、
寺
宿
は
上
下
の
二
つ
に
緩
や
か
に
分
か
れ

て

い

た
。
そ
の
た
め
寺
宿
を
両
寺
宿
と
も
い
う
。
お
お
む
ね
天
王
社
を
境
に
、
そ
の

南
側

に
本
宿
組
が
、
北
側
に
浜
宿
組
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ほ

か
に

新
井
宿
と
舟
戸
（
船
戸
。
ま
た
舟
津
と
も
）
が
あ
っ
た
。
新
井
宿
組
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の

新
井
宿
と
い
う
一
町
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
舟
戸
は
そ
の
位
置
か
ら
み
て
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

宿
組
に
属
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
、
一
一
町
で

あ
る
。

　

な
お
橋
本
町
は
、
江
戸
後
期
に
新
宿
の
下
宿
組
に
同
名
の
町
（
新
橋
本
と
も
い
う
）

が
で
き
た
の
で
、
近
代
に
は
こ
れ
と
区
別
し
て
本
橋
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ま
た
川
岸
は
本
河
岸
に
同
じ
で
、
現
在
で
は
本
川
岸
と
表
記
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
が
　
し

そ
し
て
川
岸
か
ら
は
幕
末
ご
ろ
ま
で
に
そ
の
南
側
部
分
が
上
川
岸
と
し
て
分
か
れ
た
。

こ
の
町
は
新
宿
下
宿
組
の
同
名
の
町
と
区
別
し
て
本
上
川
岸
ま
た
は
本
上
河
岸
と
も

呼
ば
れ
、
現
在
で
は
本
町
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
［
川
口
二
〇
〇
一
　
一
七
］
。

　
佐
原
村
の
家
数
と
人
口
が
は
じ
め
て
わ
か
る
の
は
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
「
佐
原
村
村
鑑
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
家
数
は
九
五
八
軒
、

人
口

は
三
八
一
九
人
（
男
性
二
〇
五
七
人
、
女
性
一
七
六
二
人
）
で
、
さ
ら
に
船
五

六
艘
、
耕
作
船
一
一
〇
艘
と
あ
り
［
千
葉
縣
史
編
纂
審
議
会
編
一
九
五
八
　
一
二
二
］
、

関
東
で
も
有
数
の
大
村
と
な
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
「
豊
秋
日
記
」
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
巻
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
同
年
の

佐
原
村
の
人

別
控
か
ら
こ
の
年
の
佐
原
村
の
家
数
と
人
口
を
計
算
す
る
と
、
家
数
は

二
九
四
軒
、
人
口
は
四
四
三
一
人
（
男
性
二
四
〇
二
人
、
女
性
二
〇
二
九
人
）
と

な
り
、
家
数
も
人
口
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
組
別
に
み
る
と
以

下

の
と
お
り
に
な
る
。

本
宿
組

浜
宿
組

新
井
宿
組

上
宿
組

下
宿
組

家
数
二
〇
二
軒
、

三
九
人
）
。

家
数
三
二
五
軒
、

〇

七
人
）
。

家
数
　
四
六
軒
、

八
入
人
）
。

家
数
二
二
二
軒
、

六
三
人
）
。

家
数
三
九
九
軒
、

三
二
人
）
。

人
口

　
七
四
二
人
（
男
性
四
〇
三
人
、
女
性
三

人
口

二
二
〇
九
人
（
男
性
七
〇
二
人
、
女
性
六

人
口

　
一
八
一
人
（
男
性
　
九
三
人
、
女
性

人
口

　
七

五
五
人

（男
性
三
九
二
人
、
女
性
三

人

口
一
四
四
四
人
（
男
性
八
一
二
人
、
女
性
六

②
祇
園
祭
礼
の
成
立

（
一
）　
江
戸
前
期
の
天
王
社

　
天
王
社

に
つ
い
て
は
、
応
安
五
（
一
三
七
二
）
年
の
文
書
に
「
神
天
王
」
と
あ
る

の

が
初
見
で
あ
る
［
千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
一
九
五
七
　
一
二
六
］
。
ま
た
、
嘉
慶

二

（
二
二
八
八
）
年
の
文
書
に
は
「
さ
原
八
日
市
場
牛
頭
天
王
」
と
あ
る
［
同
書

二
二

三
］
。
近
世
の
天
王
社
は
浜
宿
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
所
は
八
日
市
場
に
接
す

る
位
置
で
あ
っ
た
。
中
世
の
八
日
市
場
は
そ
の
域
内
に
近
世
の
浜
宿
あ
た
り
も
含
ん

で
い
た

の
だ

ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
世
の
天
王
社
の
所
在
地
は
中
世
の
こ
ろ

と
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
ま
ず
、
慶
長
一
三
（
一
六
〇
八
）
年
六
月
一
二
日
付
の
「
覚
」

の

写
し
に
天
王
社
へ
の
言
及
が
あ
る
。
こ
れ
は
浜
宿
組
と
下
宿
組
の
領
主
の
興
津
内

記
が

「
さ
原
」
の
「
七
郎
右
衛
門
殿
」
と
「
二
郎
右
衛
門
殿
」
に
宛
て
た
も
の
で
、

「平
田
」
（
比
定
地
不
明
）
の
「
田
壱
反
歩
」
を
「
天
王
様
へ
」
寄
進
す
る
と
あ
る
。

こ
の
「
覚
」
は
「
御
遷
宮
」
に
写
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
景
敬
は
「
永
澤
次
郎
右

衛

門
方
二
爾
今
所
持
有
之
」
と
註
記
し
た
う
え
で
、
「
寛
政
七
卯
八
月
写
之
」
し
た

と
続
け
て
い
る
。
宛
人
の
一
人
で
あ
る
二
郎
右
衛
門
は
江
戸
初
期
の
永
沢
家
の
治
郎

右
衛
門
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
領
主
の
寄
進
に
よ
っ
て
、
近
世
天
王
社
は

本
宿
の
総
鎮
守
の
地
位
を
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
く
だ
っ
て
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
の
話
で
あ
る
。
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
二
七
頁

の

「乍
恐
指
上
ヶ
申
返
答
書
之
事
」
と
い
う
記
事
に
、
こ
の
年
に
本
宿
が
奉
行
所
宛

て

に
準
備
し
た
文
書
の
写
し
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
寛
永
二
〇
二

六

四
三
）
年
一
二
月
に
端
を
発
し
た
本
宿
の
市
立
て
の
動
き
に
た
い
し
、
す
で
に
六

斎
市
の
あ
っ
た
新
宿
が
こ
れ
を
無
効
と
し
て
起
こ
し
た
争
論
に
か
ん
す
る
返
答
書
で

あ
る
。
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そ
の
な
か
に
「
本
宿
二
先
年
市
立
申
証
拠
ニ
ハ
市
神
天
王
則
本
宿
二
宮
立
、
爾
今
六

月
十
二
日
二
ま
つ
り
仕
候
事
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
今
は
本
宿
に
市
は
存
在
し
な
い

が
か

つ
て

は
存
在
し
、
そ
の
証
拠
に
市
神
と
し
て
牛
頭
天
王
の
宮
が
本
宿
に
あ
り
、

六

月
一
二
日
に
は
祭
祀
も
行
わ
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
本
宿
に
も
再
び
市
を
立
て

さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
八
日
市
場
と
い
う
地
名
の
存
在
か
ら
み
て
、

本
宿
あ
た
り
に
古
く
は
市
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
こ

の

願
い
は
却
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
祭
祀
と
い
う
の
が
あ
と
で

み

る
祇
園
神
事
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
の
祭
祀
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。

　
次

に
天
王
社
の
消
息
が
わ
か
る
の
は
三
九
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
天
王
社
に
は
、

「伊

能
権
之
允
罷
」
が
同
社
の
別
当
で
あ
っ
た
清
亘
院
の
瞬
阿
法
印
に
宛
て
た
天

和
三
（
一
六
八
三
）
年
六
月
付
の
寄
進
状
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
「
伊
能
三

郎
右
衛

門
絃
月
常
瀦
」
を
施
主
と
し
て
天
王
社
を
造
営
す
る
さ
い
、
そ
れ
ま
で
の
境

内
地
が
狭
か
っ
た
た
め
、
伊
能
市
郎
兵
衛
な
る
人
物
の
所
持
す
る
畑
方
一
五
間
を
権

之

丞
が
買
い
取
っ
た
う
え
で
同
社
に
寄
進
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
［
佐
原
市
教
育

委
員
会
編
二
〇
〇
一
　
一
〇
八
に
収
録
］
。

　
法
名
は
後
筆
の
よ
う
だ
が
、
「
御
遷
宮
」
中
の
法
名
に
か
ん
す
る
説
明
に
よ
れ
ば
、

こ
の
権
之
丞
は
二
代
目
久
胤
（
一
六
四
四
～
一
七
〇
〇
）
、
三
郎
右
衛
門
は
五
代
目

景
知
（
一
六
四
六
～
一
六
九
四
）
で
あ
る
。

　
新
宿
の

有
力
者
で
あ
る
権
之
丞
久
胤
が
わ
ざ
わ
ざ
土
地
を
買
収
し
て
ま
で
本
宿
の

総
鎮
守
に
寄
進
を
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
当
時
は
ま
だ
新
宿
の

諏
訪
神
社
の
格
が
高
く
な
か
っ
た
た
め
、
天
王
社
が
村
の
第
一
の
神
社
と
考
え
ら
れ

て

お
り
、
村
の
有
力
者
と
し
て
は
そ
の
造
営
に
か
か
わ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　
「
天
保
」
と
「
嘉
永
」
の
両
方
に
写
さ
れ
て
い
る
別
の
寄
進
状
に
よ
れ
ば
、
久
胤

の

た
び
た
び
の
求
め
に
お
う
じ
て
興
津
氏
が
諏
訪
神
社
に
寄
進
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、

よ
う
や
く
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
天
王
社
へ
の
寄
進
の

例

に
倣
っ
た
も
の
か
、
「
中
田
壱
反
歩
」
を
寄
進
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
諏
訪
神

社
は
領
主
か
ら
、
新
宿
の
総
鎮
守
の
地
位
を
認
め
ら
れ
た
と
み
な
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

も
天
王
社
の
占
め
る
地
位
が
高
か
っ
た
時
代
が
長
く
続
い
た
と
い
え
る
。

（一

一）　
二
つ
の
神
事
の
統
合
に
よ
る
祇
園
祭
礼
の
成
立

新
宿
側
で

　
江
戸
前
期
の
本
宿
で
は
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
の
祇
園
祭
礼
は
存
在
せ
ず
、
次

の

よ
う
な
過
程
を
経
て
、
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
に
こ
れ
は
成
立
し
た
。

　
本
宿
で
は
も
と
も
と
、
六
月
一
〇
日
に
浜
下
り
の
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

浜
下
り
と
は
、
祭
り
の
奉
仕
者
あ
る
い
は
神
輿
・
神
体
が
海
浜
や
川
辺
に
出
て
水
を

浴
び
て

喫
ぎ
を
す
る
こ
と
を
い
い
、
全
国
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
型
が
あ
る
。
水
の
力

で
楊
れ

を
祓
う
も
の
で
あ
る
。
本
宿
で
は
こ
の
神
事
を
経
て
、
一
二
日
に
は
祇
園
の

神
事
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
祇
園
牛
頭
天
王
を
祀
る
、
悪

疫
退
散
の
神
事
で
あ
る
。

　
両
神
事
に
つ
い
て
、
「
景
利
日
記
」
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
六
月
一
〇
日
条

に

次
の

記
述
が
あ
る
。

一
十
日
晴
天
、
牛
頭
天
王
御
浜
下
り
之
祭
礼
、
私
宅
、
組
当
番
二
而
御
神
事
衆
手

前
へ
寄
合
、
別
当
清
浄
院
、
近
年
両
組
へ
被
願
候
ハ
、
今
年
よ
り
御
輿
御
旅
所

へ
出
シ
、
十
日
よ
り
十
二
日
迄
御
旅
所
二
置
候
而
、
諸
人
参
詣
為
致
度
旨
被
申

候
二
付
、
本
宿
中
組
頭
百
姓
氏
子
之
分
、
寄
合
相
談
之
上
、
今
年
よ
り
御
旅
所

へ
三

日
之
内
御
輿
出
シ
置
申
度
由
、
此
方
へ
も
願
出
候
、
百
姓
氏
子
一
同
之
願

二

有
之
上
ハ
別
条
無
之
候
間
、
其
通
り
被
致
候
様
二
と
申
渡
候
、
依
之
、
今
年

よ
り
相
改
り
、
六
月
十
日
二
御
輿
御
浜
下
二
出
、
夫
よ
り
十
二
日
暮
方
迄
大
工

治
兵
衛
前
へ
御
旅
致
、
十
二
日
暮
時
よ
り
彼
所
二
而
御
祭
礼
御
神
楽
有
之
、
相

済
候
而
御
本
社
へ
奉
入
候
、
但
、
先
々
ハ
十
日
暮
前
二
御
輿
出
し
、
橋
本
川
舟

二

而
御
神
酒
献
シ
、
神
楽
有
之
、
御
祭
礼
過
御
本
社
へ
奉
入
、
又
十
二
日
之
暮

前
二
御
本
社
よ
り
御
輿
出
し
、
大
工
治
兵
衛
前
へ
蒲
二
而
御
仮
屋
台
持
、
是
二
而

御
神
事
神
酒
奉
献
神
楽
有
之
、
是
よ
り
御
本
社
へ
奉
入
候
事
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ま
ず
但
書
き
に
あ
る
、
従
来
の
両
神
事
の
仕
法
か
ら
み
て
い
く
。
六
月
一
〇
日
の

暮
れ

ま
え
に
天
王
社
か
ら
神
輿
を
出
し
て
橋
本
（
町
）
ま
で
運
び
、
川
舟
（
小
野
川

に
浮
か
べ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
に
載
せ
て
神
酒
を
奉
献
す
る
。
こ
の
と
き
神
楽
奉

納
が
伴
う
。
こ
れ
が
浜
下
り
の
神
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
済
む
と
神
輿
を
天
王
社
に
運

び
帰
る
。
一
二
日
の
暮
れ
ま
え
に
再
び
天
王
社
か
ら
神
輿
を
出
し
て
大
工
治
兵
衛
宅

前
に
運
ぶ
。
こ
こ
に
は
御
仮
屋
台
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
神
輿
に
た
い
し
て

神
酒
奉
献
と
神
楽
奉
納
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
祇
園
の
神
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
済
む

と
神
輿
を
天
王
社
に
運
び
帰
る
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
清
浄
院
が
両
組
に
こ
の
仕
法
を
変
更
す
る
よ
う
求
め
て

き
た
。
（
四
）
で
引
用
す
る
史
料
に
も
あ
る
が
、
新
井
宿
組
は
両
神
事
の
運
営
に
さ

い

し
て
は
本
宿
組
の
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
の
指
揮
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ

で

の
両
組

と
は
本
宿
組
と
浜
宿
組
を
指
す
。
本
宿
中
の
組
頭
・
百
姓
と
い
っ
た
氏
子

た
ち
は
こ
の
求
め
に
賛
同
し
、
景
利
に
こ
れ
を
願
い
出
、
景
利
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
年
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
仕
法
を
変
え
た
。
一
〇
日
に
橋
本
（
町
）

で
浜
下

り
神
事
を
お
こ
な
っ
た
あ
と
に
、
神
輿
を
天
王
社
に
は
戻
さ
ず
治
兵
衛
宅
前

に
運
び
、
そ
の
ま
ま
一
二
日
ま
で
同
所
を
御
旅
所
と
し
て
神
輿
を
据
え
置
く
。
一
二

日
は
暮
れ
時
に
御
旅
所
で
祇
園
神
事
を
お
こ
な
う
。
そ
れ
か
ら
天
王
社
に
神
輿
を
戻

す
。　

神
事
の
終
わ
る
ご
と
に
す
ぐ
に
神
輿
を
天
王
社
に
戻
す
と
参
詣
で
き
る
時
間
と
人

数

は
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
神
事
の
間
の
二
晩
、
御
旅
所
へ
神
輿
を
据

え
置
い
て
多
く
の
人
が
神
輿
に
参
詣
で
き
る
よ
う
に
と
清
浄
院
は
意
図
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
ろ
す
で
に
町
場
と
な
っ
て
い
た
佐
原
村
は
当
然
そ
れ
な
り
の
人
口
も
抱

え
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
は
適
切
な
変
更
と
い
え
る
。

　
清
浄
院
は
浜
下
り
と
祇
園
と
い
う
二
つ
の
神
事
を
、
そ
の
内
容
は
変
え
ず
に
間
に

御
旅
所
へ
の
神
輿
の
逗
留
を
挟
む
こ
と
で
一
連
の
行
事
に
統
合
し
た
。
御
旅
所
に
神

輿
が
逗
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
一
〇
日
の
神
輿
の
移
動
が
行
幸
、
一
二
日
の

神
輿
の
移
動
が
還
幸
と
い
う
形
に
な
り
、
神
幸
が
成
立
し
た
。

　
以

下
、
本
稿
で
は
こ
の
一
連
の
行
事
過
程
を
一
括
し
て
表
現
す
る
さ
い
、
「
祇
園

祭
礼
」
と
い
う
。
厳
密
に
い
え
ば
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
練
り
物
も
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

祭
礼
と
呼
べ
る
ほ
ど
規
模
は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
議
論
を
進
め
や
す
く
す
る
た
め
、

あ
え
て
祭
礼
と
称
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
と
き
の
神
幸
の
範
囲
は
ご
く
狭
か
っ
た
。
橋
本
（
町
）
ま
で
神
輿

を
運
ん
で
川
舟
に
載
せ
て
浜
下
り
神
事
を
執
行
し
た
と
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
同
町
に

あ
る
大
橋
の
た
も
と
あ
た
り
で
こ
れ
を
執
行
し
た
と
す
る
と
、
そ
こ
は
直
線
距
離
で

は

天
王
社
か

ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
位
置
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
大
工
治
兵
衛
宅

前
に
設
け
ら
れ
た
御
旅
所
に
行
く
。
か
な
り
あ
と
の
記
録
だ
が
、
「
豊
秋
日
記
」
の

明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
六
月
八
日
条
に
御
旅
所
は
上
中
町
に
あ
る
と
書
か
れ
て
い

る
。
上
中
町
は
橋
本
（
町
）
に
隣
接
し
、
天
王
社
に
も
近
い
町
で
あ
る
。
「
景
利
日

記
」
の
記
述
か
ら
み
て
、
元
禄
の
こ
ろ
の
御
旅
所
も
こ
の
あ
た
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
直
線
距
離
で
は
、
大
橋
か
ら
上
中
町
へ
は
わ
ず
か
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
弱
で
行
き

着
き
、
同
町
か
ら
天
王
社
へ
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
弱
で
行
き
着
く
。

　

こ
の
記
事
に
は
ま
た
、
浜
下
り
に
か
ん
し
て
「
私
宅
、
組
当
番
」
で
あ
る
と
い
う

文
が
あ
る
。
「
景
利
日
記
」
の
以
後
の
年
の
記
事
を
み
る
と
、
浜
下
り
神
事
と
祇
園

神
事
に
か
ん
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
交
替
で
入
れ
違
い
に
本
宿
組
と
浜
宿
組
が
当
番
を

勤
め
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
私
宅
、
組
当
番
」
は
仕
法
変
更
と
は
無
関

係

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
組
が
毎
年
交
互
に
両
当
番
を
勤
め
る
の
は
明
ら

か

に
仕
法
変
更
以
前
か
ら
の
慣
例
で
あ
る
。
豪
家
の
当
主
と
し
て
、
神
職
や
別
当
に

協
力
す
る
形
で
あ
る
程
度
の
祭
祀
権
を
分
有
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　
本
宿
組
で
は
両
当
番
と
も
常
に
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
（
橋
本
（
町
）
に
あ
っ
た
。

伊
能
忠
敬
旧
宅
と
し
て
現
存
）
で
神
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。
浜
宿
組
で
は
永
沢
治
郎

右
衛
門
家
（
川
岸
に
あ
っ
た
）
で
神
事
が
な
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
一
時

的
に
、
お
そ
ら
く
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
か
ら
正
徳
三
（
一
七
＝
二
）
年
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

同
家
の
事
情
で
他
家
で
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
実
際
の
神
事
は
一
〇
日
は
船
上
で
、
＝
一
日
は
御
旅
所
で
な
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
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そ
の
た
め
の
御
神
事
衆
の
寄
合
な
ど
は
「
私
宅
」
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
当
番
を
勤
め

る
家
が
い
わ
ば
神
事
執
行
本
部
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
話

を
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
に
戻
す
と
、
「
景
利
日
記
」
六
月
一
二
日
条
に

は
「
今
日
、
ぎ
お
ん
、
手
前
、
客
二
伊
能
茂
左
衛
門
、
小
倉
武
右
衛
門
、
奥
村
小
左

衛
門
、
宮
崎
長
口
呼
、
振
廻
致
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
日
非
番
だ
っ
た
景
利
は
伊
能
茂

左
衛
門
以
下
の
新
宿
の
者
た
ち
を
招
き
、
振
る
舞
い
（
振
廻
）
を
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年
の
話
だ
が
、
六
月
一
一
日
条
に
「
此
日
限
二
而

芝
居
仕
廻
候
也
」
と
あ
る
。
誰
が
ど
こ
で
催
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
両
神
事
の
間

の
一
日
を
使
っ
て
芝
居
が
掛
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
の
祭
礼
成
立
を
ま
え
に
、

す
で
に
、
た
ん
に
神
事
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
芝
居
も
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
神
事
を
取
り
巻
く
環
境
が
賑
や
か
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
清

浄

院
に
よ
る
神
事
の
仕
法
変
更
の
求
め
に
は
、
一
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ

た

の

で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
宝
永
・
正
徳
年
間
の
祇
園
祭
礼

　

引
き
続
き
「
景
利
日
記
」
を
み
て
い
く
。

　
宝
永
元

（
一
七
〇

四
）
年
六
月
九
日
条
に
「
今
日
限
二
せ
つ
き
や
う
芝
居
仕
廻
」

と
あ
る
。
説
経
芝
居
と
は
説
経
節
・
説
経
浄
瑠
璃
の
こ
と
で
、
こ
の
年
は
祭
礼
の
始

ま
る
前
日
に
こ
れ
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
開
催
場
所
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
翌
一
〇

日
条
に
は
「
御
浜
下
当
番
浜
宿
組
二
而
、
御
祭
礼
、
吉
左
衛
門
所
二
而
勤
ル
」
と
あ
る
。

　
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
六
月
一
一
日
条
「
持
宝
院
二
而
難
子
有
之
」
、
一
二
日
条

「
浄
国
寺
奥
行
之
せ
つ
き
や
う
芝
居
、
小
倉
常
法
分
、
寺
宿
角
屋
敷
二
立
」
。
持
宝
院

は
現
在
は
廃
さ
れ
て
い
る
が
新
井
宿
に
あ
っ
た
も
の
で
、
浄
国
寺
は
現
在
も
寺
宿
に

あ
る
［
佐
原
市
役
所
編
一
九
六
六
　
九
九
三
］
。

　
宝
永
三

（
一
七

〇
六
）
年
六
月
一
二
日
条
に
は
「
今
日
よ
り
持
宝
院
二
せ
つ
き
や

う
芝
居
有
之
、
今
日
、
私
宅
、
ぎ
お
ん
ノ
当
番
二
而
客
呼
、
御
祭
礼
勤
」
と
あ
る
。

　
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
は
「
手
前
組
当
番
二
而
候
処
二
服
有

之
二
付
、
組
頭
加
兵
衛
所
二
而
御
祭
礼
客
振
廻
致
ス
」
と
あ
る
。
服
は
忌
服
の
意
で
、

こ
の
た
め
例
外
的
に
組
頭
の
家
が
神
事
執
行
本
部
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
あ

と
景
利
は
、
祭
礼
成
立
の
年
を
誤
っ
て
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年
の
こ
と
と
記
し

た
う
え
で
、
さ
ら
に
続
け
て
御
旅
所
の
整
備
に
か
ん
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

去
ル
酉
年
（
註
。
宝
永
二
年
）
迄
ハ
生
蒲
二
而
床
仕
候
迄
二
而
覆
・
屋
根
等
ハ
無

之
処
二
、
去
戌
年
（
註
。
宝
永
三
年
）
、
本
宿
中
組
之
者
共
寄
合
板
葺
取
置
之
、

御
仮
屋
寄
進
仕
候
、
橋
本
組
二
而
幕
一
張
致
寄
進
、
八
日
市
場
組
よ
り
の
ほ
り

致
寄
進
候
、
是
よ
り
後
段
々
祭
礼
道
具
出
来
仕
候
事

　
文
中
の
「
組
」
は
現
代
な
ら
ば
い
ず
れ
も
「
町
」
と
書
く
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
の
祭
礼
に
さ
い
し
て
、
中
組
（
上
下
の
別
は
ま
だ
な
か
っ

た
も
の
か
）
か
ら
の
寄
進
で
板
葺
き
の
覆
な
い
し
屋
根
を
も
つ
御
仮
屋
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
橋
本
組
か
ら
は
幕
、
八
日
市
場
組
か
ら
は
幟
が
寄
進
さ
れ
、
御
旅
所
は
整
備

さ
れ
て
立
派
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
佐
原
村

に
お
い
て
は
本
来
、
本
宿
組
・
浜
宿
組
・
新
井
宿
組
と
い
っ
た
広
い
地
域

を
意
味
す
る
「
組
」
と
い
う
語
が
、
こ
こ
で
は
本
宿
組
内
の
ご
く
狭
い
地
域
を
示
す

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
よ
う
。
佐
原
村
で
は
ま
だ
「
町
」
と
い
う
語
の

使
用
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
町
」
と
い
う
単
語
に
か
ん
す
る

景
利
自
身
の
定
義
の
問
題
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
宿
組
と
し
て
で
は
な

く
、
本
宿
組
の
な
か
の
狭
い
地
域
の
三
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
を
お
こ
な
い
、
景
利
は

そ
れ
も
ま
た
「
組
」
と
い
う
ま
と
ま
り
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
よ
う
す
る

に
、
狭
い
範
囲
で
の
地
縁
関
係
に
も
と
つ
い
て
共
同
で
寄
進
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と

で

あ
り
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
景
利
は
小
さ
な
「
組
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
狭
い
範
囲
の
小
組
に
よ
る
祭
礼
に
た
い
す
る
共
同
行
為
が
、
こ
の
の
ち
、
町
と

し
て
の
祭
礼
の
参
加
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
中
組
が
御
仮
屋
を
寄
進
し
た
の
は
や
は
り
御
旅
所
が
こ
の
組
の
な
か
に
置
か
れ
て
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い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
橋
本
組
は
浜
下
り
神
事
の
お
こ
な
わ
れ
場
所
で
あ
り
、
八
日

市
場
組
は
天
王
社
の
す
ぐ
ま
え
に
広
が
る
組
で
あ
る
。
祇
園
祭
礼
や
天
王
社
に
関
係

の

深
い
小
組
が
御
旅
所
の
整
備
に
か
か
わ
っ
た
と
い
え
る
。

　
つ
い
で
六
月
一
二
日
条
に
は
「
私
宅
へ
新
宿
宮
崎
長
口
、
和
久
屋
与
右
衛
門
、
遠

城
寺
甚
五
郎
客
二
呼
、
振
廻
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
景
利
は
新
宿
の
人
間
を
客
に
招

き
、
振
る
舞
い
を
供
し
て
い
る
。

　
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
の
「
景
利
日
記
」
は
現
存
し
な
い
。
続
く
宝
永
六
二

七
〇

九
）
年
の
「
景
利
日
記
」
を
み
る
と
、
六
月
九
日
の
夜
、
景
利
は
本
宿
組
の
寄

合

を
開
い
て
い
る
。
彼
は
ま
ず
、
こ
の
前
年
よ
り
浜
下
り
神
事
の
さ
い
に
神
輿
を
載

せ

る
「
祭
舩
」
は
浜
宿
組
が
出
し
、
本
宿
組
は
噺
子
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
し

て

い

る
。
こ
の
記
述
か
ら
も
祭
礼
が
徐
々
に
賑
々
し
く
な
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

し
か
し
こ
の
寄
合
で
彼
は
、
「
万
一
大
勢
出
候
得
ハ
舩
へ
当
り
喧
嘩
二
も
罷
成
候
儀

有
之
候
得
者
、
気
毒
二
候
ゆ
へ
、
今
年
者
は
や
し
候
儀
、
無
用
之
儀
申
渡
」
し
た
。

　

こ
こ
で
の
難
子
は
単
に
演
奏
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
神
輿
を
激
し
く

揺

り
動
か
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
［
小
島
二
〇
〇
〇
　
六
］
。
神
輿
た
い
し
て
難

子
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
景
利
は
浜
下
り
神
事
の
さ

い

に
人
が
祭
舩
に
ぶ
つ
か
っ
て
喧
嘩
に
な
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
こ
の
年
の

神
輿
難
子
を
差
し
止
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
ろ
、
祇
園
神
事
の
さ
い
に
も

神
輿
雌
子
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
明
け
て
一
〇
日
条
に
は
「
御
浜
下
御
祭
礼
、
此
方
組
中
当
番
二
而
、
私
宅
二
而
御
祭

礼
勤
ル
、
番
取
祢
宜
遅
ク
参
候
故
、
暮
時
振
廻
致
ス
、
昨
日
寄
合
二
而
申
渡
候
故
、

此
方
組
よ
り
は
や
し
二
不
出
」
と
あ
る
。
浜
下
り
神
事
は
前
日
の
申
し
渡
し
の
と
お

り
に
な
さ
れ
た
。
神
事
の
あ
と
に
は
、
神
事
を
執
行
し
た
神
官
も
景
利
宅
を
訪
れ
て

振
る
舞
い
に
与
る
慣
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
宝
永
七

（
一
七
一
〇
）
年
六
月
一
二
日
条
、
「
今
日
よ
り
新
井
宿
恵
光
院
二
而
歌
舞

妓
芝
居
有
之
、
今
日
、
祇
園
御
祭
礼
、
私
宅
二
而
勤
」
。
恵
光
院
は
現
在
は
廃
さ
れ
て

い

る
が
、
新
井
宿
で
は
な
く
八
日
市
場
に
あ
っ
た
寺
院
な
の
で
［
佐
原
市
役
所
編
一

九
六
六

　
九
九

三
］
、
景
利
は
所
在
地
名
か
寺
院
名
を
書
き
間
違
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
正
徳
元

（
一
七
一
一
）
年
六
月
一
二
日
条
、
「
浜
宿
組
、
き
お
ん
当
番
也
、
今
日

よ
り
さ
つ
ま
小
太
夫
芝
居
、
横
宿
七
左
衛
門
屋
敷
二
立
」
。
薩
摩
浄
瑠
璃
が
新
宿
下

宿
組
に
属
す
る
横
宿
と
い
う
町
で
催
さ
れ
た
と
い
う
。
祇
園
祭
礼
に
合
わ
せ
た
芝
居

が
新
宿
側
の
個
人
の
屋
敷
で
も
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
正

徳
二
（
一
七
一
二
）
年
か
ら
同
四
（
一
七
一
四
）
年
ま
で
の
「
景
利
日
記
」
は

現
存

し
な
い
が
、
こ
の
間
の
祇
園
祭
礼
に
つ
い
て
は
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
四
八
三
頁

に
「
覚
書
」
と
題
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
前
半
部
で
は
祭
礼
成
立
の
年
を
さ
ら
に
誤
っ
て
元
禄
一
四
（
一
七
〇
一
）
年

と
し
た
う
え
、
御
旅
所
整
備
の
年
に
つ
い
て
も
誤
っ
て
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年

と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
重
要
な
の
は
後
半
部
に
あ
る
次
の
記
述
で
あ
る
。

御
こ
し
之
儀
、
正
徳
三
巳
年
迄
年
々
は
や
し
候
故
、
大
破
及
候
ゆ
へ
、
正
徳
四

年
午
ノ
夏
、
氏
子
寄
合
致
修
覆
、
は
や
し
候
儀
相
止
、
獅
子
・
舟
衣
杯
出
し
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
い
カ
　

祭
礼
相
勤
申
候
、
は
や
し
不
申
候
故
、
ふ
き
あ
へ
無
之
二
付
、
御
こ
し
出
儀
も

前
々
ハ
御
社
よ
り
辻
へ
出
し
橋
本
へ
参
候
処
二
、
当
年
よ
り
別
当
氏
子
相
談
之

上
、
浜
宿
よ
り
荒
久
・
新
井
宿
迄
参
、
新
井
宿
よ
り
ま
が
め
・
八
日
市
場
通
り
、

橋
本
迄
参
候
、
御
帰
之
節
も
八
日
市
場
よ
り
荒
久
・
浜
宿
御
通
、
御
社
へ
御
帰

座
被
成
候

　
正
徳

三
、
四
（
一
七
一
三
、
四
）
年
の
祇
園
祭
礼
に
か
ん
す
る
記
述
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
の
成
立
直
前
の
話
で
あ
り
、
さ
す
が
に
こ
の
部
分
で
は

年
次
の
誤
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
覚
書
」
の
直
後
に
「
正
徳
四
年
午
六
月

御
こ
し
修
覆
入
用
之
覚
」
と
い
う
詳
し
い
支
出
明
細
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て

も
、
こ
の
年
次
は
信
頼
で
き
る
。

　
神
輿
を
難
し
す
ぎ
た
た
め
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
に
神
輿
が
大
破
し
、
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
の
祭
礼
前
に
こ
れ
を
修
覆
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
こ
の
年
は
難
子
を
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ほ
　
　
ろ

出
す
の
を
取
り
止
め
、
替
わ
り
に
獅
子
や
母
衣
（
舟
衣
）
な
ど
が
出
さ
れ
て
神
輿
に

供
奉
し
た
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
集
団
か
ら
（
あ
る
い
は
個
人
か
ら
）
こ
れ
ら
が
出

さ
れ
た
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
年
、
は
じ
め
て
神
幸
の
範
囲
の
拡
大
が
な
さ
れ
た
。
元
禄
一
六
二

七
〇

三
）
年
以
降
、
神
輿
は
天
王
社
と
御
旅
所
を
往
復
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
さ
い
氏
子
圏
を
広
く
廻
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
本
宿
組
内
の
ご
く
一
部
を
通

る
だ
け
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
年
か
ら
は
別
当
清
浄
院
と
氏
子
の
相
談
の
結
果
、

氏
子
圏
を
広
く
廻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ

の
順
路
は

以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
一
〇
日
の
行
幸
で
は
、
天
王
社
を
出
て
浜

宿
・
荒
久
・
新
井
宿
と
進
み
、
新
井
宿
よ
り
反
転
し
て
曲
目
（
荒
久
曲
目
の
略
称
）

を
経
て
八
日
市
場
を
通
り
橋
本
町
に
至
る
。
記
述
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
八
日
市
場

か

ら
橋
本
町
に
至
る
ま
で
に
は
下
中
町
と
上
中
町
を
通
る
。
こ
れ
も
記
述
は
略
さ
れ

て

い

る
が
、
橋
本
町
で
は
浜
下
り
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
上
中
町
の
御
旅
所
に
移
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
し
て
一
二
日
の
還
幸
で
は
、
八
日
市
場
か
ら
荒
久
に
向
か
い
、
そ
れ

か

ら
浜
宿
を
通
っ
て
天
王
社
に
帰
る
。

　
正
徳
五

（
一
七
一
五
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
は
、
「
御
浜
下
御
祭
礼
、
当
番
浜
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

組
二
而
、
仁
右
衛
門
所
二
而
勤
」
と
あ
り
、
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
の
当
主
が
浜
宿
組
の

当
番
に
復
帰
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
宝
永
・
正
徳
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
五
）
の
祇
園
祭
礼
に
お
い
て
重
要
な
の

は
、
小
組
す
な
わ
ち
町
に
よ
っ
て
御
旅
所
の
整
備
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
、
別
当
と
氏

子

に
よ
っ
て
神
幸
範
囲
の
最
初
の
拡
大
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
祭
礼
成

立
以

前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
各
種
の
祇
園
芝
居
が
引
き
続
き
盛
ん
に
催

さ
れ
て
い
た
。
景
利
は
と
い
え
ば
、
神
事
の
安
全
管
理
や
客
へ
の
振
る
舞
い
を
滞
り

な
く
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（四
）
　
享
保
年
間
の
祇
園
祭
礼

続
い
て
「
景
利
日
記
」
の
享
保
年
間
（
↓
七
一
六
～
一
七
三
五
）
の
記
述
を
み
て

い
こ
う
。

　

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
は
「
延
寿
寺
芝
居
、
此
日
切
二
而
仕

廻
」
と
あ
る
。
延
寿
寺
は
現
在
は
廃
さ
れ
て
い
る
が
、
上
中
町
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ

る
［
佐
原
市
役
所
編
一
九
六
六
　
九
九
二
］
。

　

六

月
一
一
日
条
に
は
「
此
日
よ
り
庄
厳
寺
二
崎
原
立
」
と
あ
る
。
崎
原
は
催
馬
楽

の

当
て
字
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
芝
居
で
は
な
く
歌
曲
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

庄
厳
寺
（
荘
厳
寺
）
は
新
宿
諏
訪
神
社
の
別
当
で
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に

諏
訪
台
字
天
王
台
に
移
転
（
諏
訪
神
社
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
所
）
す
る
ま
で
横
宿

に

あ
っ
た
。
同
寺
で
は
ま
た
、
翌
年
に
は
芝
居
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　
本
宿
と
同
様
、
新
宿
に
お
い
て
も
個
人
の
屋
敷
だ
け
で
は
な
し
に
寺
院
で
も
祇
園

灘

子
や
祇
園
芝
居
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
祇
園
祭
礼
と
直
接
の
関
係
は
な

か
っ

た
新
宿
に
お
い
て
も
、
間
接
的
な
が
ら
祇
園
祭
礼
に
か
か
わ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

こ
れ
と
は
逆
に
本
宿
が
諏
訪
祭
礼
に
か
か
わ
っ
た
事
実
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
長
ら
く
天
王
社
が
佐
原
村
の
第
一
の
神
社
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
を
反
映
し
て

　
　
（
1
3
）

い
よ
う
。

　

翌
一
二
日
、
こ
の
日
の
当
番
で
あ
っ
た
景
利
は
、
清
浄
院
の
依
頼
に
よ
り
組
頭
源

右
衛

門
な
ど
と
も
相
談
の
う
え
、
今
年
よ
り
「
獅
子
打
候
者
共
客
二
呼
」
ぶ
に
至

　
（
1
4
）

っ

た
。
こ
の
獅
子
は
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
の
獅
子
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

複
数
形
な
の
で
お
そ
ら
く
三
匹
獅
子
で
あ
ろ
う
。
獅
子
を
出
す
の
が
継
続
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
〇
日
の
ほ
う
に
は
獅

子
が
出
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
が
、
た
ん
に
記
述
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、

あ
る
い
は
実
際
に
も
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
は
わ
か
ら
な
い
。

　
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
は
、
前
述
の
と
お
り
「
荘
厳
寺
芝
居

二

付
、
今
日
、
本
宿
中
村
遊
も
致
ス
、
（
中
略
）
阿
波
太
夫
、
今
日
芝
居
也
」
と
あ

る
。
こ
の
阿
波
浄
瑠
璃
を
観
に
、
本
宿
か
ら
も
多
数
の
人
間
が
訪
れ
た
と
い
う
。

　
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
六
月
一
二
日
条
に
は
「
朝
過
よ
り
ぎ
お
ん
御
祭
礼
支
度

致

ス
、
手
前
、
当
番
也
、
椀
五
拾
人
前
出
ス
、
（
中
略
）
八
つ
過
客
衆
脇
出
シ
、
暮
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六
ツ

時
御
祭
礼
相
済
」
と
あ
る
。
椀
五
拾
人
前
と
は
随
分
な
振
る
舞
い
で
あ
る
。
景

利
は
以
前
か
ら
い
く
ら
か
の
人
間
に
は
振
る
舞
い
を
供
し
て
い
た
が
、
そ
の
規
模
は

神
幸
範
囲
の
拡
大
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
六
月
一
〇
日
、
「
御
浜
下
之
当
番
二
付
、
表
二
而
御
祭
礼

之
客
呼
、
暮
六
ツ
時
、
仕
廻
」
。
表
で
祭
礼
の
客
を
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
前
年

の
記
述

と
併
せ
考
え
る
と
、
広
く
一
般
の
人
間
に
も
振
る
舞
い
を
供
し
て
い
た
よ
う

で

あ
る
。
景
利
は
一
二
日
に
は
「
横
宿
観
照
院
へ
開
帳
二
参
」
っ
た
。
断
言
は
で
き

な
い
が
、
こ
の
開
帳
も
祭
礼
期
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
の

二
年
間
に
は
特
筆
す
べ
き
情
報
は
な
い
が
、
さ
ら
に
続
く
三
年
間
に
は
貴
重

な
情
報
が
多
い
。

　
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
六
月
八
日
の
夕
方
、
景
利
は
実
弟
の
「
仁
右
衛
門
ヲ
以

権
之

丞
方
へ
遣
シ
、
牛
頭
天
王
御
輿
、
去
年
は
や
し
候
而
大
破
二
及
候
間
、
今
年
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
、
脱
力
）

や

し
不
申
様
二
両
組
寄
合
附
、
連
判
取
筈
致
相
談
」
さ
せ
た
。
前
年
の
日
記
に
神

輿
大
破
の
話
は
み
え
な
い
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
措
置
で
あ
る
。

　
本

田
本
宿
組
前
名
主
の
景
利
と
新
田
浜
宿
組
名
主
の
景
寿
だ
け
で
神
輿
難
子
の
件

を
決
め
ず
、
本
田
浜
宿
組
名
主
で
あ
っ
た
智
胤
に
も
相
談
し
た
。
註
（
1
1
）
で
述
べ

た

よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
が
本
田
浜
宿
組
名
主
を
世
襲
す
る
と
い

う
原
則
が
崩
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
宿
組
だ
け
で
な
く
浜
宿
組
も
神
輿
難
子
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　
翌

日
の
「
朝
、
組
頭
中
、
太
兵
衛
寄
候
而
、
今
夕
寄
合
付
、
牛
頭
天
王
御
輿
は
や

し
不
申
様
二
連
判
取
候
筈
之
相
談
致
ス
」
。
夕
方
の
寄
合
そ
の
も
の
に
つ
い
て
景
利

は

記

し
て
い
な
い
が
、
こ
の
と
き
景
利
と
組
頭
中
が
組
内
の
者
た
ち
か
ら
連
判
を
取

る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
窺
え
る
。
お
そ
ら
く
浜
宿
組
で
も
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。　

一
〇
日
は
「
御
浜
下
之
当
番
浜
宿
組
二
而
、
仁
右
衛
門
所
二
而
御
祭
礼
相
勤
ル
」
、

一
二

日
は
「
祇
園
当
番
、
此
方
組
新
井
宿
也
、
表
二
而
祭
礼
料
理
出
ス
、
組
頭
中
井

組
之
者
共
参
働
、
七
ツ
時
料
理
出
ス
、
（
中
略
）
暮
六
ツ
過
二
御
輿
御
本
社
へ
奉
入
、

祭
礼
仕
廻
」
。
こ
の
年
は
本
宿
組
で
は
な
く
新
井
宿
組
が
景
利
を
助
け
、
振
る
舞
い

が
な
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
祭
礼
は
滞
り
な
く
済
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
は
「
此
方
組
、
御
浜
下
御
祭
礼
当
番

二

付
、
組
頭
中
百
姓
共
二
寄
合
致
候
、
支
度
、
八
ツ
過
、
何
茂
罷
寄
、
御
神
事
料
理

出
ス
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
氏
子
よ
り
ほ
ろ
も
亦
名
々
二
、
子
共
と
も
お
も
ひ
く

推
出
ス
、
八
日
市
場
よ
り
獅
子
出
、
浜
宿
よ
り
伊
勢
神
楽
出
、
に
ぎ
や
か
な
り
」
と

あ
る
。

　
母
衣

は
町
単
位
で
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
獅
子
と
伊
勢
神
楽
は
町

か

ら
出
さ
れ
て
い
る
。
祇
園
祭
礼
に
お
い
て
、
町
か
ら
練
り
物
が
出
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
獅
子
と
母
衣
は
正
徳
四
（
一
七
一
四
）

年
に
も
出
さ
れ
、
獅
子
は
さ
ら
に
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
の
還
幸
日
に
も
出
さ
れ

て

い

た
が
、
出
し
元
は
い
ず
れ
も
不
明
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
数
年
の
う
ち
に
、

見
込
み
と
異
な
り
獅
子
は
出
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
年
の
行
幸
日
に

至
っ
て
、
景
利
が
わ
ず
か
こ
れ
だ
け
の
練
り
物
に
た
い
し
て
出
し
元
を
記
し
た
う
え

で

「
に
ぎ
や
か
な
り
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
母
衣
や
獅
子
な
ど
の
練
り
物

が
出
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
数
年
ぶ
り
に
練
り
物
が
再
登

場
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
練
り
物
の
具
体
的
な
動
き
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

＝
一
日
は
断
続
的
に
雨
が
降
っ
た
が
、
無
事
に
祭
礼
は
終
わ
っ
た
。
な
お
、
こ
の

日
は
練
り
物
に
か
ん
す
る
記
述
は
な
い
。

　
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
六
月
七
日
、
「
浄
国
寺
二
而
今
日
よ
り
せ
つ
き
や
う
芝

居
、
建
致
ス
」
。
そ
し
て
景
利
は
八
日
に
こ
れ
を
見
物
し
て
い
る
。
こ
の
芝
居
は
一

一
日
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
年
は
ま
た
、
前
年
の
練
り
物
の
登
場
の
影
響
を
受
け
た
ら
し
く
、
ほ
と
ん
ど

の
町
か

ら
練
り
物
が
出
さ
れ
て
賑
々
し
く
祭
礼
が
な
さ
れ
た
。
付
祭
り
の
初
め
と
い

え
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
時
的
な
現
象
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
練
り
物
の
投
入
が
常

態
化
す
る
の
は
、
「
豊
秋
日
記
」
に
よ
れ
ば
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
か
ら
で
あ
る
。
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話

を
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
に
戻
し
て
、
六
月
九
日
条
に
「
祇
園
祭
礼
、
お

し
ま
へ
・
踊
、
組
中
足
揃
有
之
」
と
あ
る
。
明
日
か
ら
始
ま
る
祭
礼
に
備
え
て
、
組

の
者
た
ち
が
押
前
と
踊
り
の
稽
古
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
組
」
が
町
の
意
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
景
利
の
居
町
の
橋
本
町
を
指
す
こ
と
は
翌
日
の
条
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ

の

一
〇

日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
年
者
祇
園
祭
礼
、
橋
本
よ
り
向
、
寺
宿
角
迄
、
お
し
ま
へ
一
組
・
小
舟
踊
壱

組
、
田
宿
よ
り
お
し
ま
へ
一
組
、
お
ほ
り
か
し
よ
り
屋
台
お
と
り
一
組
、
浜
宿

よ
り
伊
勢
神
楽
、
前
原
近
所
、
獅
子
一
組
、
小
舟
踊
・
子
共
踊
共
二
二
組
、
ま

が
め

よ
り
棒
つ
か
へ
か
さ
り
は
り
人
形
、
に
い
宿
よ
り
ね
す
の
金
箱
ノ
か
さ
り

物
、

　

こ
の
記
述
は
明
ら
か
に
神
輿
の
通
過
町
順
に
書
か
れ
て
い
る
。
神
輿
は
ま
ず
天
王

社
を
出
て
、
お
そ
ら
く
銚
子
街
道
を
西
進
し
て
下
中
町
・
上
中
町
を
経
て
橋
本
町
に

至
っ
た
。
記
述
が
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
下
中
町
と
上
中
町
は
練
り
物
を
出
さ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
い
で
橋
本
町
か
ら
そ
の
向
こ
う
の
寺
宿
の
角
ま
で
進
ん
だ

と
い
う
。
し
か
し
す
ぐ
あ
と
で
理
由
は
述
べ
る
が
、
こ
の
寺
宿
は
田
宿
の
書
き
間
違

い

と
思
わ
れ
る
。
「
お
し
ま
へ
」
は
隊
列
を
組
ん
で
の
行
進
の
意
。
「
小
舟
踊
」
は
舟

に
ち
な
ん
だ
踊
り
で
あ
ろ
う
が
、
不
詳
。
橋
本
町
は
こ
の
二
つ
の
練
り
物
を
出
し
た
。

前
日
に
稽
古
し
て
い
た
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
神
輿
は
田
宿
に
進
み
、
同
町
は
押

前
を
一
組
出
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
神
輿
は
反
転
し
て
川
岸
通
り
を
北
上
し
た
と
思
わ
れ
、
「
お
ほ
り
か
し
」

に
至
っ
た
。
「
お
ほ
り
か
し
」
は
「
お
堀
川
岸
（
河
岸
）
」
で
、
同
日
条
の
別
の
箇
所

に
今
日
の
当
番
は
「
お
ほ
り
仁
右
衛
門
所
二
而
致
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
用
水
路
に

囲
ま
れ
て
い
た
た
め
「
お
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
［
小
島
一

九

七

八
　
七
六
］
の
周
辺
を
指
す
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
同
家
の
あ
っ
た
川
岸
を
指
し

て

い

る
。
「
お
ほ
り
」
は
「
於
堀
」
や
「
小
堀
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
川
岸

は
「
屋
台
お
と
り
」
を
出
し
た
。
屋
台
を
移
動
舞
台
に
見
立
て
て
そ
の
上
で
踊
り
を

な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
諏
訪
祭
礼
も
含
め
て
、
こ
れ
が
佐
原
に
お
け
る
「
屋
台
」

の
初
見
で
あ
る
。

　

つ
い

で
神
輿
は
東
進
し
て
浜
宿
に
至
っ
た
。
同
町
は
前
年
に
続
い
て
伊
勢
神
楽
を

出
し
た
。
そ
れ
か
ら
浜
宿
通
り
を
南
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
前
原
あ
た
り
に
至
っ

た
。
前
原
は
八
日
市
場
の
一
部
な
の
で
、
前
年
同
様
、
八
日
市
場
か
ら
獅
子
が
出
さ

れ

た
と
判
断
で
き
る
。
「
獅
子
一
組
」
と
い
う
こ
と
で
、
三
匹
獅
子
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
同
町
は
小
舟
踊
り
と
子
供
踊
り
も
出
し
た
。
子
供
踊
り
は
文
字
通
り
子
供
の
踊

り
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
あ
と
神
輿
は
銚
子
街
道
を
東
進
し
て
曲
目
を
経
て
荒
久
に
至
っ
た
。
同
町
は

棒
を
つ
が
え
て
飾
り
を
貼
っ
た
人
形
を
出
し
た
。
さ
ら
に
銚
子
街
道
を
東
進
し
て
新

井
宿
に
至
り
、
同
町
は
ね
ず
の
木
で
作
っ
た
金
箱
を
出
し
た
。

　
新
井
宿
か
ら
あ
と
の
行
程
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
か
ら
橋
本
町

ま
で
戻
っ
て
浜
下
り
神
事
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
練
り
物
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ

た
ほ
か
は
「
例
年
之
通
、
御
輿
、
御
旅
有
之
」
、
最
後
に
は
神
輿
を
御
旅
所
に
「
納

候
也
」
と
あ
る
。

　
さ
て
、
神
輿
の
巡
行
に
さ
い
し
て
多
く
の
練
り
物
が
出
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ

は

長
い
間
神
輿
に
随
行
し
た
も
の
で
は
な
い
。
神
輿
の
通
過
町
順
に
「
A
（
の
町
）

よ
り
B
（
の
練
り
物
が
出
さ
れ
た
）
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
練
り
物
は
神
輿
が
町
に

到
着
す
る
の
を
出
迎
え
、
そ
の
町
内
だ
け
で
神
輿
に
随
行
し
、
神
輿
が
次
の
町
に
入

る
の
を
見
送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
荒
久
の
例
が
も
っ
と
も
明
瞭
で
、

同
町
は
八
日
市
場
と
の
町
境
で
あ
る
曲
目
で
神
輿
の
到
着
を
待
ち
構
え
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
次
の
町
で
は
、
そ
の
町
の
練
り
物
も
同
様
に
動
い
た
。

　
練
り
物
を
町
単
位
で
出
し
た
う
え
、
町
に
や
っ
て
来
る
神
輿
の
歓
待
も
町
ご
と
に
、

町
境
を
超
え
ず
に
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
面
で
は
、
練
り
物
の
数
が
多

か
っ

た

の

で

そ
れ
が
神
輿
の
巡
行
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
措
置
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
的
に
町
の
存
在
と
そ
の
領
域
が
居
住
者
に
明
示
さ
れ
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た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
村
組
と
同
じ
く
町
の
こ
と
も
「
組
」
と
称
し
て
い
た
景

利
の
表
現
は
さ
て
お
き
、
こ
の
と
き
す
で
に
町
と
い
う
集
団
が
そ
の
居
住
者
に
と
っ

て

は
自
明
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
以
上

を
踏
ま
え
て
再
び
「
橋
本
よ
り
向
、
寺
宿
角
迄
、
お
し
ま
へ
一
組
・
小
舟
踊

壱

組
」
と
い
う
文
を
み
て
み
よ
う
。
橋
本
町
か
ら
寺
宿
に
行
く
に
は
上
中
町
を
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
橋
本
町
の
練
り
物
が
上
中
町
も

通
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
練
り
物
が
町
境
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
、
不
自
然

で

あ
る
。
現
在
と
異
な
り
、
こ
の
当
時
の
橋
本
町
と
寺
宿
に
は
境
を
接
し
て
い
た
箇

所
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
寺
宿
は
田
宿

の

書

き
間
違
い
と
解
釈
し
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
文
に
続
く
「
田
宿
よ
り
お

し
ま
へ
一
組
」
と
い
う
文
に
も
う
ま
く
繋
が
る
。
こ
の
年
の
行
幸
は
、
お
そ
ら
く
寺

宿
お
よ
び
舟
戸
は
通
過
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
年
の
行
幸
路
は
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
拡
大
さ
れ
た
行
幸

路

よ
り
も
さ
ら
に
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
こ
の
年
に
多
く
の
練
り

物
を
出
す
こ
と
に
し
た
た
め
採
ら
れ
た
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
例
外
的
な
措
置
で
あ
り
、
原
則
的
に
は
近
代
に
至
る
ま
で
行
幸
路
は
正
徳
四
（
］

七
一
四
）
年
の
順
路
を
踏
襲
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
④
の
（
二
）
で
確
認
す
る
。

　
話
を
進
め
る
。
一
二
日
の
還
幸
日
に
も
、
短
い
な
が
ら
練
り
物
の
記
述
が
あ
る
。

祇
園
御
祭
礼
当
番
此
方
組
二
而
、
表
二
而
致
ス
、
（
中
略
）
今
日
昼
過
、
お
し
ま

へ
表
へ
入
、
夫
よ
り
新
宿
権
之
丞
所
へ
入
、
門
よ
り
入
、
裏
門
へ
出
、
川
道
よ

り
宿
へ
出
、
上
宿
迄
参
候
也
、
（
中
略
）
御
祭
礼
、
暮
六
ツ
時
に
仕
廻
、
御
輿

奉
入
候
也
、

　
昼
過

ぎ
に
押
前
が
景
利
宅
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
小
野
川
を
越
え
て
新
宿
の
智
胤
宅

に
入
り
、
川
沿
い
の
通
り
か
ら
宿
（
下
宿
組
の
意
か
）
へ
出
て
、
上
宿
組
ま
で
行
っ

た

と
い
う
。
こ
の
押
前
の
出
し
元
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
〇
日
の
練
り
物
か
ら

み

て

橋
本
町
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
町
内
の
景
利
宅
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
こ
れ

も
町
内
に
架
か
っ
て
い
た
大
橋
を
渡
っ
て
新
宿
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

押
前
は
、
本
宿
を
還
幸
し
て
い
る
神
輿
と
は
無
関
係
に
動
い
て
お
り
、
し
か
も
新
宿

に
出
向
い
て
い
る
。
神
輿
の
歓
待
は
一
〇
日
に
済
ま
せ
た
の
で
、
一
二
日
は
余
興
と

し
て
新
宿
に
も
出
か
け
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
年
で
「
景
利
日
記
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。
景
利
が
神
事
の
運
営
に
さ
い
し
て

本
宿
組
お

よ
び
新
井
組
の
者
を
動
員
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

の

運
営
に
は
町
と
い
う
単
位
は
い
っ
さ
い
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
。
練
り
物
に
か
ん

す
る
記
述
に
は
出
し
元
の
町
名
が
出
て
い
る
が
、
神
事
は
あ
く
ま
で
も
組
と
い
う
単

位
で
お
こ
な
わ
れ
、
町
と
い
う
新
し
い
単
位
は
べ
つ
に
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
神
幸
（
厳
密
に
は
そ
の
う
ち
の
行
幸
）
の
ほ
う
で
は
、
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）

年
に
町
々
が
こ
れ
に
練
り
物
を
付
け
出
し
て
そ
の
存
在
を
明
示
し
た
。
こ
れ
が
享
保

年
間
の
祇
園
祭
礼
に
お
い
て
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
神
輿
離
子
の
活
発
化
や
当
番
時
の
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
の
振
る
舞
い
の
拡

大
も
見
逃
せ
な
い
。
祇
園
芝
居
な
ど
、
祇
園
祭
礼
の
期
間
に
合
わ
せ
た
催
物
も
引
き

続

き
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
た
。
全
体
に
祭
礼
が
大
掛
か
り
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
看

て

取
れ

る
。
一
つ
付
言
し
て
お
く
と
、
当
番
復
帰
後
の
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
の
振
る

舞
い
に
つ
い
て
景
利
は
記
録
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
三
郎
右
衛
門
家
の
振
る
舞

い

と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
こ
で
目
を
転
じ
る
と
、
「
御
遷
宮
」
に
は
一
九
世
紀
初
頭
の
神
事
関
係
者
（
御

神
事
衆
）
へ
の
振
る
舞
い
と
両
当
番
の
あ
り
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

一
般
客
向
け
の
料
理
の
有
無
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

振

る
舞
い
は
一
〇
日
の
当
番
で
も
一
二
日
の
当
番
で
も
同
じ
で
、
料
理
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
膳
（
白
瓜
、
鱗
）
・
汁
（
ど
じ
ょ
う
、
根
芋
）
・
坪
（
あ
ら
め
、
豆
）
・

飯
・
香
の
物
（
白
瓜
）
・
平
（
か
ら
し
、
く
づ
、
茄
子
、
胡
麻
の
味
噌
和
え
あ
る
い

は
胡
麻
醤
油
）
、
お
よ
び
猪
口
が
一
六
。
そ
し
て
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マ
マ
　

右
振
舞
之
儀
、
先
規
よ
り
別
当
・
禰
宜
・
太
夫
井
村
役
人
・
興
持
呼
候
而
、
本

宿
組
・
新
井
宿
組
者
伊
能
三
郎
右
衛
門
、
濱
宿
組
者
長
沢
次
郎
右
衛
門
両
人
二
而
、

十
日
御
濱
当
、
十
二
日
御
祭
礼
当
と
申
唱
、
入
違
隔
年
二
致
し
来
候
事

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
一
九
世
紀
初
頭
の
振
る
舞
い
お
よ
び
両
当
番
の
あ
り
方
は
一
八

世
紀
前
期
の
も
の
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
神
事
も
組
単
位
で
引
き
続
き
運
営

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
五
）
神
輿
行
列
の
整
備

　
前
項
で
述
べ
た
、
八
日
市
場
の
獅
子
と
浜
宿
の
伊
勢
神
楽
に
つ
い
て
は
な
お
記
し

て
お

く
こ
と
が
あ
る
。
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
の
行
幸
に
は
多
く
の
町
が
練
り

物

を
出
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
の
町
は
練
り
物
を
出
さ
ず
、
こ
れ
が
常

態
化
す
る
の
は
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
獅
子
と
伊
勢
神
楽
だ
け
は
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
以
後
も
出

さ
れ
続
け
、
た
ん
な
る
付
祭
り
の
練
り
物
で
は
な
く
、
神
輿
行
列
の
構
成
物
と
な
っ

て

い
っ

た
。
一
次
史
料
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
な
い
事
柄
だ
が
、
こ
の
項
で
は
そ
の

過
程
を
中
心
に
議
論
し
て
い
く
。

　

は
じ
め
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
現
在
の
話
で
あ
る
。
現
在
は
浜
下
り
を
祭
礼
楽

日
に
や
っ
て
お
り
、
そ
の
あ
と
神
輿
行
列
が
本
宿
全
町
を
巡
行
し
て
い
る
。
つ
ま
り

行
幸
と
還
幸
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
準
備
的
な
も
の
を
除
く
神
輿
の
全
て
の

行
事
は
楽
日
に
ま
と
め
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
重
要
な
の
は
、
こ
の
と
き
屋
台
（
山
車
）
と
は
べ
つ
に
、
八
日
市
場
か
ら
は
獅
子

頭

を
被
っ
た
三
人
の
男
児
（
普
通
、
獅
子
と
呼
ば
れ
る
）
が
出
さ
れ
て
と
き
お
り
舞

を
舞
い
つ
つ
神
輿
の
先
払
い
を
勤
め
、
浜
宿
か
ら
は
伊
勢
神
楽
で
用
い
る
一
個
の
獅

子
頭

（普
通
、
神
楽
と
呼
ば
れ
る
）
が
か
な
り
小
さ
な
屋
台
に
載
せ
て
出
さ
れ
て
神

輿
の
後
押
さ
え
を
勤
め
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
神
楽
の
ほ
う
に
は
現
在
も

一
〇

人
前
後
の
難
子
方
が
付
い
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
古
く
は
人
が
被
っ
て
伊
勢

神
楽
の
獅
子
舞
を
舞
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
「
豊
秋
日
記
」
宝
暦
一
四
（
↓
七
六
四
）
年
六
月
＝
一
日
条
に
、
川
岸
の

者

た
ち
が
村
役
人
中
に
た
い
し
て
「
天
王
様
之
儀
（
中
略
）
、
首
尾
能
川
岸
通
も
相

廻
呉
候
様
願
」
い
出
た
と
あ
る
。
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
の
行
幸
の
さ
い
に
神

輿
が
川
岸
を
廻
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
変
則
的
な
例
で
、
そ
の
後
は
行
幸

は
も
ち
ろ
ん
還
幸
の
さ
い
に
も
神
輿
が
川
岸
を
廻
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
れ
で
神
輿
を
川
岸
通
り
に
も
廻
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
願
い
出
た
。

　

こ
れ
に
た
い
す
る
役
人
た
ち
の
反
応
は
「
尤
只
今
迄
ヲ
ソ
シ
ハ
ヤ
シ
相
廻
り
申
候

得
共
、
格
別
願
申
二
付
」
き
こ
れ
を
認
め
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
今

ま
で
も
ヲ
ソ
シ
ハ
ヤ
シ
は
川
岸
通
り
を
廻
っ
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
の
で

今
年
は
神
輿
も
川
岸
通
り
に
廻
す
こ
と
に
す
る
、
と
い
う
回
答
で
あ
る
。

　
佐
原
市
の
郷
土
史
家
の
香
取
五
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
ヲ
ソ
シ
ハ
ヤ
シ
と
は
浜
宿
の
神

楽
の
別
称
で
あ
る
と
い
う
［
香
取
一
九
八
七
　
二
〇
］
。
浜
宿
の
神
楽
が
な
ぜ
神
輿

か

ら
離
れ
て
他
町
の
川
岸
を
廻
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
神
輿
の
通
ら
な
い
場
所

を
神
輿
の
代
わ
り
に
廻
る
と
い
う
役
割
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
解
釈
で
き
る
。
今
日
で

も
浜
宿
の
神
楽
は
神
輿
か
ら
一
時
的
に
離
れ
て
神
輿
の
通
ら
な
い
道
路
を
進
む
こ
と

が
あ
る
。
や
は
り
神
輿
の
代
わ
り
を
勤
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
ヲ
ソ
シ
」
は
「
雌

子
ー
早
し
」
に
か
け
て
、
神
輿
よ
り
後
れ
て
進
む
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も

か
く
、
こ
の
条
か
ら
、
こ
の
と
き
す
で
に
神
楽
が
神
輿
の
後
押
さ
え
と
な
っ
て
い
た

こ
と
と
、
と
き
に
は
そ
の
代
役
も
務
め
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
で

は
先
払
い
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
「
豊
秋
日
記
」
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
六
月

一
二

日
条
に
、
こ
の
日
の
還
幸
中
に
豊
秋
が
川
岸
の
者
た
ち
に
語
っ
た
「
是
迄
数
十

年
八
ヶ
市
場
し
し
先
払
二
而
御
祭
礼
勤
来
申
候
」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
日
市
場
の
獅
子
は
先
払
い
と
し
て
こ
れ
ま
で
数
十
年
、
神
輿
行
列
を
構
成
し
て
い

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
五
月
晦
日
条
に
は
、
同
日
、
八
日
市
場
が
三
組
役
人
宛
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て

に
出
し
た
口
上
書
の
写
し
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
そ
も
そ
も
入
日
市
場

に
よ
る
獅
子
の
差
し
出
し
は
村
役
人
の
指
示
で
あ
っ
た
と
い
う
文
が
あ
る
。

八

ヶ
市
場
之
儀
者
御
存
之
通
、
先
年
よ
り
村
方
御
役
人
様
被
仰
付
、
　
御
神
輿

先
払
之
獅
子
差
出
役
掛
り
二
而
相
勤
来
候
而
、
困
窮
町
二
御
座
候
得
共
相
応
入
用

相
か
け
、
凶
年
た
り
と
も
　
御
神
輿
御
出
之
節
、
露
払
之
役
是
迄
勤
来
申
候
、

　
以
上

を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
八
日
市
場
も
浜
宿
も
、
数
こ
そ
違
う

が
獅
子
頭

と
い
う
同
じ
種
類
の
練
り
物
を
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
と
い
う
同
じ
年

か

ら
行
幸
に
出
し
始
め
た
。
し
か
も
こ
の
年
、
町
と
し
て
練
り
物
を
出
し
た
の
は
こ

の

二
町
だ
け
だ
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
町
が
練
り
物
を
出
し
た
翌
年
の
行
幸
に
も
、

両
町

は
獅
子
頭
を
出
し
た
。
そ
の
後
、
他
町
が
練
り
物
を
出
さ
な
く
な
っ
て
も
両
町

は

獅
子
頭
を
出
し
続
け
た
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
は
あ
る
ま
い
。

　
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
数
年
間
中
断
さ
れ
て
い
た
獅
子
を
出
す
よ
う
に
と
い
う
指
示

が
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
に
村
役
人
か
ら
両
町
に
出
さ
れ
た
と
考
え
る
次
第
で
あ

る
。　

な
ぜ
こ
の
両
町
が
出
し
元
に
選
ば
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
本
宿
組
か
ら
一
町
が
、

浜
宿
組
か
ら
一
町
が
選
ば
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
。
神
輿
行
列
に
町
と
い
う
単
位
が

関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
そ
し
て
そ
れ
が
村
役
人
か
ら
の
指
示
で

あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
重
要
で
あ
る
。
村
役
人
は
町
を
積
極
的
に
祭

礼
に

動
員
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
当
初
は
神
輿
行
列
の
構
成
物
と
い
う
役
割
は
ま
だ
曖
昧
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
の
行
幸
に
お
け
る
両
町
の
獅
子
頭
の
具
体
的
な
動
き

は

不
明
だ
が
、
翌
年
の
行
幸
で
は
、
他
町
の
練
り
物
と
同
じ
く
両
町
の
獅
子
頭
も
神

輿

に
供
奉
せ
ず
自
町
で
神
輿
の
到
来
を
待
ち
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ

の
年
の
行
幸
で
は
両
町
の
獅
子
頭
も
付
祭
り
の
練
り
物
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

い

え
る
。
な
お
、
こ
の
両
年
と
も
還
幸
日
に
両
町
の
獅
子
頭
が
ど
う
し
て
い
た
か
は

不
明
で
あ
る
。

　
そ
の
後
も
両
町
は
村
役
人
の
指
示
を
重
ん
じ
た
ら
し
く
、
獅
子
頭
を
出
し
続
け
た
。

や

が

て
、
年
次
は
特
定
で
き
な
い
が
、
先
払
い
は
八
日
市
場
の
獅
子
が
、
後
押
さ
え

は
浜
宿
の
神
楽
が
勤
め
る
形
が
定
着
し
、
明
確
に
神
輿
行
列
の
構
成
物
と
な
っ
た
。

　
結
論
と
し
て
は
、
村
役
人
の
指
示
で
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
の
少
な
く
と
も
行

幸
日
に
は
八
日
市
場
と
浜
宿
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
獅
子
頭
が
神
輿
行
列
に
出
さ
れ
、
両
者

は
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
あ
と
の
ま
も
な
い
こ
ろ
に
神
輿
行
列
の
構
成
物

と
し
て
固
定
さ
れ
、
そ
の
状
態
が
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
ま
で
「
数
十
年
」
続
い

て

い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
本
項
の
記
述
と
し
て
は
こ
の
結
論
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
と
の
つ
い

で

に
神
輿
行
列
に
つ
い
て
さ
ら
に
話
を
続
け
て
み
た
い
。

　
ま
ず
解
決
す
べ
き
は
、
宝
暦
・
明
和
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
七
一
）
の
還
幸
に

は
獅
子
と
神
楽
が
供
奉
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
同
じ
時
期
の
行
幸
に
は
こ
れ
ら
は
供

奉
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　
「
豊
秋
日
記
」
に
は
、
還
幸
に
獅
子
や
神
楽
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
年
に
よ
っ

て

は
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
行
幸
の
獅
子
と
神
楽
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及
が
な

い
。
出
さ
れ
て
は
い
た
が
た
ま
た
ま
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

し
か
し
こ
れ
は
や
は
り
実
際
に
も
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
、
二
日
後
に
迫
っ
た
還
幸
の
予
定
と

し
て
「
当
年
ハ
し
し
出
し
不
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
〇
日
の
行
幸
の
獅
子

の

出
欠
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
還
幸
に
獅
子
を
出
さ
な
い
の
は
異
例
の
事

態
だ
っ
た
の
で
豊
秋
は
そ
の
旨
を
記
し
た
わ
け
だ
が
、
行
幸
の
獅
子
に
つ
い
て
は
こ

の
年
も
何
も
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
還
幸
と
同
じ
く
行
幸
に
も
獅
子
を
出
す
慣
例
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
み

よ
う
。
そ
の
場
合
、
次
の
二
つ
に
話
は
展
開
す
る
。
⑦
こ
の
年
も
例
年
ど
お
り
に
行

幸
に
獅
子
を
出
し
た
と
す
る
と
、
還
幸
の
ほ
う
だ
け
に
獅
子
を
出
さ
な
い
と
い
う
予

定

は
不
自
然
で
あ
る
。
④
こ
の
年
は
例
年
と
異
な
り
行
幸
に
も
獅
子
を
出
さ
な
か
っ
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た
と
す
る
と
、
そ
の
当
日
の
日
記
に
そ
の
事
実
を
記
し
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的
に
み
れ
ば
と
い
う
話
だ
が
、
こ
の
仮
定
は
誤
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ

う
す
る
と
先
払
い
が
出
て
い
な
い
の
に
後
押
さ
え
だ
け
が
出
て
い
た
と
は
考
え

が

た
い
の
で
、
浜
宿
の
神
楽
も
出
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
推
測
が
正
し
か
っ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
は
ほ
ど
な
く
変
更
さ
れ
た
と

い
え
る
。
「
御
遷
宮
」
に
、
「
両
日
共
二
天
王
宮
行
列
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
一

九
世
紀
初
頭
ご

ろ
の
神
輿
行
列
の
構
成
が
先
頭
か
ら
順
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
ろ
に
は
行
幸
と
還
幸
で
構
成
に
違
い
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
宝

暦
・
明
和
年
間
に
は
還
幸
だ
け
に
随
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
獅
子
と
神
楽
が
、
や

が
て

行
幸
に
も
随
行
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
構
成
を
わ

か
り
や
す
く
示
し
て
お
こ
う
。

掛獅猿
田
彦

御
神
輿 竿

－
本
宿
か
ら
は
三
郎
右
衛
門
と
治
郎
右
衛
門
が
、
新
宿
か
ら
は
茂
左

　
　
　
衛

門
と
権
之
丞
が
、
二
本
ず
つ
出
す
。
享
保
末
年
に
三
郎
右
衛
門

　
　
　
が

こ
れ
を
幟
に
変
更
し
、
残
り
の
者
も
追
々
こ
れ
に
倣
う
。

子
　
　
八
日
市
場
よ
り
出
す
。

神
　
楽

新
井
宿
よ
り
出
す
。

前
々
は
三
郎
右
衛
門
方
へ
神
輿
を
入
れ
た
う
え
で
、
同
家
で
は
座

敷
で

神
酒
を
奉
献
し
た
。
（
註
。
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
に
佐

原
村
が
）
幕
府
領
に
な
っ
て
か
ら
は
治
郎
右
衛
門
方
に
も
神
輿
を

入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
両
家
と
も
こ
れ
を
止
め
た
。

浜
宿
よ
り
出
す
。

　
幟
と
い
う
の
は
、
註
（
1
0
）
で
述
べ
た
幟
と
同
じ
物
を
指
し
て
い
る
。
獅
子
と
神
楽

は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
猿

田
彦
は
天
狗
と
も
称
さ
れ
、
現
在
も
引
き
続
き
新
井
宿
か
ら
出
さ
れ
、
獅
子
の

後
方
に
位
置
し
、
獅
子
と
と
も
に
神
輿
の
先
払
い
を
勤
め
て
い
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
、

「景
利
日
記
」
や
「
豊
秋
日
記
」
を
は
じ
め
一
八
世
紀
の
史
料
に
は
猿
田
彦
に
つ
い

て

の

言
及

は
な
く
、
「
御
遷
宮
」
に
至
っ
て
よ
う
や
く
初
出
す
る
。
猿
田
彦
が
獅
子

や
神
楽
に
後
れ
て
登
場
し
、
神
輿
行
列
に
加
わ
っ
た
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
登
場
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
新
井
宿
組
が
本
宿
組
と
は
べ
つ
に
、
神
輿
に
供
奉
さ

せ

る
自
前
の
練
り
物
を
欲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
新

井
宿
組

は
両
神
事
の
運
営
に
お
い
て
は
本
宿
組
と
同
じ
く
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
の
指

揮
下

に
置
か
れ
て
い
た
が
、
神
輿
行
列
に
は
独
立
し
た
練
り
物
を
供
奉
さ
せ
た
い
と

考
え
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
猿
田
彦
は
近
世
都
市
祭
礼
の
先
払
い
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

よ
く
登
場
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
れ
が
練
り
物
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
右
の
神
輿
行
列
の
構
成
の
記
述
に
は
、
次
の
と
お
り
但
書
き
が
付
さ
れ

て

い

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
獅
子
と
神
楽
が
三
郎
右
衛
門
家
・
治
郎
右
衛

門
家
・
権
之
丞
家
に
入
る
慣
例
が
あ
っ
た
と
い
う
。

但
、
右
獅
子
・
神
楽
入
候
節
者
、
前
々
者
三
郎
右
衛
門
よ
り
初
、
仁
右
衛
門
・
権

之

丞
と
入
来
候
所
、
享
保
之
中
頃
勘
解
由
隠
居
之
劒
、
仁
右
衛
門
方
へ
先
キ
へ

入
候
事
有
之
（
中
略
）
、
夫
よ
り
両
家
相
午
二
当
番
先
と
相
定
候
事

　
仁
右
衛
門
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
治
郎
右
衛
門
家
の
景
寿
（
一
六
七
六
～
］
七
四

八
）
の
こ
と
で
、
権
之
丞
は
時
期
的
に
み
て
智
胤
（
？
～
一
七
四
九
）
の
こ
と
で
あ

る
。
勘
解
由
と
い
う
の
は
景
利
の
こ
と
で
、
彼
は
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
通
称

を
三
郎
右
衛
門
か
ら
勘
解
由
に
改
め
て
い
る
。
景
利
が
隠
居
し
た
の
は
享
保
四
二

七
一
九
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
享
保
の
中
頃
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
初
年
で
あ
る
。
景

利
は
享
保
＝
　
（
一
七
二
六
）
年
六
月
二
七
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
享
保
の
中

頃
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
「
勘
解
由
逝
去
之
砂
」
の
ほ
う
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
［
こ
の

段
の
景
利
に
か
ん
す
る
記
述
は
、
お
も
に
酒
井
一
九
九
七
　
五
五
に
よ
る
］
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
景
利
は
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
六
月
一
二
日
に
出
し
元

77



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第124集2005年3月

の

不
明
な
獅
子
を
は
じ
め
て
客
に
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
継
続
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
あ
と
獅
子
は
一
時
的
に
出
さ
れ
な
く
な
り
、
享
保
九
（
一
七

二

四
）
年
に
至
っ
て
八
日
市
場
と
浜
宿
が
そ
れ
ぞ
れ
改
め
て
獅
子
頭
を
出
す
よ
う
に

な
っ
た
。

　
但
書
き
を
信
頼
す
れ
ば
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
以
降
も
三
郎
右
衛
門
家
で
は
、

獅
子
頭
を
客
と
し
て
呼
び
入
れ
る
と
い
う
規
式
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
三

郎
右
衛

門
家
を
訪
問
し
た
あ
と
に
は
治
郎
右
衛
門
家
と
権
之
丞
家
に
も
獅
子
頭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

入
っ
て
い
き
、
そ
れ
が
も
と
も
と
の
規
式
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
享
保
の
中
頃
、

景
寿
宅
に
さ
き
に
獅
子
頭
が
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
機
に
順
番
が
改
め
ら
れ

た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
の
還
幸
日
に
お
そ
ら
く
は
橋
本
町
の
押

前
が
景
利
宅
に
入
り
、
そ
の
あ
と
智
胤
宅
に
も
入
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
右
で
み
た

獅
子

頭
の
動
き
を
真
似
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
猿
田
彦
が
右
の
三
家
に

入
っ
た
と
い
う
記
述
が
な
い
の
は
、
や
は
り
こ
れ
が
獅
子
頭
よ
り
後
れ
て
登
場
し
た

も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

③
祇
園
祭
礼
の
展
開

（
一
）　
還
幸
路
の
拡
大
と
還
幸
の
混
乱

　
宝

暦
・
明
和
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
七
一
）
の
祇
園
祭
礼
の
様
相
に
つ
い
て
は

「豊
秋

日
記
」
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
還
幸
と
そ
れ
に
た
い
す

る
付
祭
り
が
発
展
し
て
い
く
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
③
で
は
も
っ
ぱ
ら
こ

の
史
料
に
沿
っ
て
そ
の
様
相
を
み
て
い
こ
う
。

　
宝
暦
六

（
一
七

五

六
）
年
六
月
一
二
日
条
に
は
「
天
王
は
や
し
之
儀
、
七
ツ
半
時

よ
り
み
こ
し
大
破
し
、
五
ツ
半
時
御
入
」
と
あ
る
。
ま
た
も
や
難
し
す
ぎ
た
せ
い
で

神
輿
が
大
破
し
、
そ
の
の
ち
天
王
社
に
納
め
ら
れ
た
。

　
宝

暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
六
月
一
二
日
条
に
は
「
天
王
様
御
祭
礼
八
ツ
時
よ
り

お
た
ひ
よ
り
は
や
し
申
候
」
と
あ
る
。

　
右
の
両

条
に
簡
潔
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
豊
秋
日
記
」
で
は
六
月
一
二
日
条
に

神
輿
難
子
が
な
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
頻
出
す
る
が
、
六
月
一
〇
日
条
に
こ
れ
が
な

さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宝
暦
・
明
和
年
間
に
は
還
幸
の
ほ

う
が
重
視
さ
れ
て
い
た
一
例
で
あ
る
。

　
宝
暦
一
四
（
一
七
六
四
）
年
四
月
二
七
日
条
に
は
、
八
日
市
場
の
若
者
三
人
が
豊

秋
を
訪
れ
、
祇
園
祭
礼
に
合
わ
せ
て
狂
言
を
催
し
た
い
が
町
内
で
話
が
ま
と
ま
ら
な

い

と
述
べ
た
。
豊
秋
は
こ
れ
に
賛
成
し
た
う
え
で
、
町
内
行
事
へ
も
願
い
出
て
相
談

す
る
よ
う
に
助
言
し
た
。
結
局
、
祭
礼
狂
言
は
六
月
九
日
か
ら
二
二
日
ま
で
催
さ
れ

た
（
二
日
は
休
演
）
。
六
月
一
〇
日
条
に
は
、
狂
言
は
町
々
に
入
れ
て
演
ず
る
の

で

は
な
く
、
町
々
に
断
っ
た
う
え
で
吉
祥
院
（
比
定
地
不
明
）
に
常
舞
台
を
作
っ
て

演
ず
る
と
あ
る
。
ま
た
一
〇
日
に
は
、
天
王
社
で
子
供
踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
と
も
あ

る
。

　
な
お
「
豊
秋
日
記
」
に
は
、
祇
園
芝
居
の
開
催
に
か
ん
す
る
言
及
が
こ
こ
に
し
か

な
い
。
景
利
の
時
代
に
比
べ
祇
園
芝
居
は
衰
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

同
年
六
月
一
二
日
に
は
還
幸
路
の
拡
大
が
議
せ
ら
れ
た
。
そ
の
様
子
か
ら
、
村
役

人
だ

け
で
な
く
町
々
の
行
事
も
祭
礼
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
村
役
人

中
よ
り
町
々
行
事
江
申
聞
」
か
せ
た
指
示
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
ヲ
ソ
シ
ハ
ヤ
シ
は
川
岸
通
り
も
廻
っ
て
い
た
が
、
神
輿
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
神
輿
も
川
岸
通
り
に
廻
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
出
が
川
岸

よ
り
村
役
人
に
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
聞
き
届
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
町
々
の
行
事

と
若
者
た
ち
は
御
旅
所
か
ら
御
旅
所
ま
で
神
輿
の
警
護
（
「
ヲ
タ
ヒ
ヨ
リ
ヲ
タ
ヒ
マ

テ

ケ
イ
コ
」
と
あ
る
）
に
付
き
、
離
子
は
そ
の
あ
と
で
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
指
示

で
あ
っ
た
。

　

少

し
あ
と
で
ま
た
述
べ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
の
還
幸
路
は
御
旅
所
を
出
た
あ
と
し
ば

ら
く
し
て
ま
た
御
旅
所
に
戻
り
、
そ
れ
か
ら
天
王
社
に
還
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
神
輿
に
た
い
す
る
離
子
は
御
旅
所
に
戻
っ
て
か
ら
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
は
、
還
幸
路
の
拡
大
に
よ
っ
て
離
子
の
開
始
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
と
い

う
こ
と
で
、
村
役
人
は
御
旅
所
か
ら
御
旅
所
ま
で
の
間
の
神
輿
の
警
護
に
各
町
行
事

と
若
者
た
ち
を
付
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
か

く
し
て
還
幸
が
始
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
神
輿
が
川
岸
通
り
を
廻
っ
た
の
で
ま
も

な
く
御
旅
所
へ
来
る
も
の
と
思
っ
て
御
旅
所
で
難
子
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
神
輿
は
御

旅
所
へ
は
来
ず
に
上
寺
宿
に
入
り
、
下
寺
宿
へ
進
み
、
八
日
市
場
へ
至
っ
た
と
こ
ろ

で

動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
豊
秋
は
仲
裁
し
、
神
輿
を
新
井
宿
に
遣
わ

し
た
。
こ
れ
は
、
先
だ
っ
て
よ
り
新
井
宿
で
は
疫
病
が
流
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

と
豊
秋
は
説
明
し
て
い
る
。
祇
園
祭
礼
は
悪
疫
退
散
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

八
日
市
場
ま
で
行
っ
た
つ
い
で
に
新
井
宿
ま
で
行
か
せ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
結
果
的
に
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
改
定
さ
れ
た
還
幸
路
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
寺
宿
と
新
井
宿
に
も
神
輿
が
廻
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
神
輿
が
御
旅
所
へ
行

か
ず
に
予
定
外
の
動
き
を
取
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
翌

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
六
月
一
二
日
条
に
は
、
そ
の
理
由
が
二
つ
に
分
け
て

書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
最
初
の
話
を
紹
介
す
る
。

年
、
こ
れ
を
守
ら
ず
に
御
旅
所
に
戻
る
ま
え
か
ら
難
子
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

神
輿
が
損
傷
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
昨
年
、
川
岸
の
行
事
た
ち
が
神
輿

を
川
岸
に
も
廻
す
よ
う
に
三
組
役
人
に
願
い
出
た
さ
い
、
神
輿
を
無
傷
で
川
岸
ま
で

廻
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
組
役
人
は
、
川
岸
へ
も
神
輿
を
廻
し
、

そ
し
て
途
中
で
難
子
が
始
ま
ら
な
い
よ
う
に
警
護
す
る
よ
う
町
々
の
行
事
に
申
し
付

け
た
。

　
次
の

話
を
紹
介
す
る
。
こ
の
日
の
九
ツ
時
、
祇
園
神
事
の
当
番
で
あ
っ
た
伊
能
三

郎
右
衛
門
す
な
わ
ち
忠
敬
の
家
で
振
る
舞
い
が
あ
り
、
豊
秋
も
出
席
し
て
い
た
。
そ

の
席
で
清
浄
院
の
発
言
が
あ
っ
た
。

当
年
　
天
王
は
や
し
可
申
様
子
相
聞
江
申
候
、
勿
論
若
イ
者
共
途
中
よ
り
は
や

し
申
候
風
聞
有
之
候
、
左
様
二
相
成
み
こ
し
そ
ん
じ
申
候
上
二
て
、
川
岸
通
相

廻

シ
申
候
而
者
、
又
々
川
岸
之
者
共
と
や
か
く
可
申
旨
六
ヶ
敷
候
得
者
、
去
年
通

町
々
行
事
共
呼
け
い
こ
為
致
、
川
岸
ヲ
モ
首
尾
能
相
廻
シ
、
天
王
御
旅
所
迄
御

共
仕
、
夫
よ
り
如
何
様
共
仕
候
致
度
旨
、
清
浄
院
申
二
付
、
三
組
相
談
之
上
、

去
年
通
町
々
行
事
共
清
浄
院
江
呼
出
シ
申
付
候
所
、
（
後
略
）

先
年
十
二
日
御
祭
礼
の
節
は
や
し
申
候
儀
ハ
、
古
人
共
申
伝
有
之
候
、
御
旅
よ

り
御
立
、
八
ヶ
市
場
曲
目
迄
、
上
ハ
大
橋
本
迄
、
此
間
二
而
は
や
し
申
候
由
、

勿
論
み
こ
し
そ
ん
じ
申
事
無
之
候
由
、
近
年
ハ
左
様
二
而
ハ
無
之
み
こ
し
も
破

レ
申
候
故
、
去
申
年
川
岸
之
者
共
三
組
御
役
人
江
願
出
、
川
岸
江
者
み
こ
し
そ
ん

じ
不
申
候
様
二
て
相
廻
度
旨
二
而
行
事
共
願
出
候
、
依
之
町
々
行
事
江
申
付
、
川

岸
も
相
廻
シ
御
旅
よ
り
は
や
し
申
様
け
い
こ
申
付
候
、

　
こ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
慣
例
に
よ
り
、
神
輿
離
子
は
神
輿
が
御

旅
所

に
戻
っ
て
か
ら
、
入
日
市
場
曲
目
（
荒
久
曲
目
に
同
じ
）
と
大
橋
の
た
も
と
を

両
端

と
し
て
、
す
な
わ
ち
本
宿
通
り
で
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
近

　
直
接
的
な
説
明
で
は
な
い
が
、
こ
の
話
か
ら
前
年
の
奇
妙
な
還
幸
の
お
お
よ
そ
の

理
由
は
窺
え
る
。
警
護
が
付
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
久
し
ぶ
り
に
自
町
に

来
た
神
輿
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
、
川
岸
に
着
い
た
と
き
に
は
神
輿
は

損
傷

し
て
い
た
。
そ
こ
で
川
岸
の
者
共
は
立
腹
し
て
不
満
を
述
べ
た
。
不
満
を
述
べ

た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
は
川
岸
か
ら
隣
町
の
上
中
町
に
あ
っ
た
御
旅
所
に
神
輿
を

運
ば

ず
、
腹
い
せ
に
寺
宿
ま
で
予
定
外
の
巡
行
を
し
た
う
え
神
輿
を
止
め
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
あ
と
ど
う
納
得
し
た
の
か
不
明
だ
が
、
彼
ら
は
豊
秋
の
仲
裁
を
容
れ
て
神

輿
を
新
井
宿
に
廻
し
た
。
こ
の
た
め
こ
の
年
は
正
式
な
難
子
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
清
浄
院
は
前
年
の
よ
う
な
騒
擾
が
再
発
す
る
の
を
恐
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
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清
浄

院
は
再
び
町
々
の
行
事
を
神
輿
の
警
護
に
付
け
、
今
度
こ
そ
、
川
岸
も
滞
り
な

く
廻
し
て
御
旅
所
ま
で
戻
っ
て
来
る
よ
う
に
、
そ
の
あ
と
は
好
き
な
よ
う
に
難
子
を

す
る
よ
う
に
、
と
出
席
者
に
申
し
渡
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
組
役
人
は
前
年
の
よ

う
に
町
々
の
行
事
を
招
集
し
、
警
護
へ
の
参
加
を
申
し
付
け
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
後
略
箇
所
を
要
約
す
る
と
、
川
岸
の
行
事
た
ち
は
こ
の
要
請
を
拒
否

し
、
そ
の
た
め
川
岸
の
属
す
る
浜
宿
組
の
組
頭
で
あ
る
治
兵
衛
は
立
腹
し
、
か
つ
説

得
に
当
た
っ
た
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
行
事
た
ち
は
こ
の
要
請
を
承
諾
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
八
ツ
半
時
に
還
幸
が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
神
輿
行
列
が
川
岸
通
り
を

廻
っ
て
い
た
と
き
、
「
川
岸
之
者
共
大
勢
罷
出
、
み
こ
し
江
取
付
」
い
た
あ
げ
く
、
こ

れ

を
止
め
よ
う
と
し
た
者
た
ち
に
暴
行
を
加
え
た
。
他
町
の
若
者
た
ち
は
「
例
年
之

通

御
旅
所
よ
り
は
や
し
申
事
と
」
思
い
御
旅
所
で
待
ち
構
え
て
い
た
。
「
御
役
人
方

よ
り
右
之
段
申
付
、
行
事
け
い
こ
仕
候
故
参
申
事
」
を
信
じ
て
待
っ
て
い
た
わ
け
だ

が
、
川
岸
の
者
た
ち
は
神
輿
を
放
置
し
た
ま
ま
引
き
返
し
た
。
神
輿
も
こ
と
の
ほ
か

破
損

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
灘
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
他
町
の
若
者
た
ち
も
帰
っ

て

い
っ
た
。

　

こ
の
事
件
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
組
役
人
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た

が
、
結
局
う
や
む
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
長
い
一
日
が
終
わ
っ
た
。

　

川
岸
の
住
民
た
ち
の
前
年
の
遺
恨
は
よ
ほ
ど
深
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
も
そ
も
同
町

の
行
事
た
ち
も
神
輿
の
警
護
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
大

事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
清
浄
院
と
組
役
人
の
要
請
に
た
い
し
て
、
町
の
行
事
と
一

般
の
住
民
が
反
抗
し
た
事
件
と
い
え
る
。

　

き
わ
め
て
残
念
な
こ
と
に
翌
年
の
「
豊
秋
日
記
」
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
事
件
が
翌
年
の
祭
礼
に
何
か
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

つ
い

で

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
、
ま
ず
六
月
九
日
に
「
当
年
者
明
十
日
御
浜
下

之

つ
ゐ

で

に
本
宿
町
々
不
残
相
廻
可
申
旨
、
三
組
御
役
人
中
御
相
談
之
上
」
決
ま
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
新
規
之
儀
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に

一
〇

日
に
な
る
と
、
川
岸
の
者
た
ち
が
浜
宿
組
役
人
中
に
神
輿
を
「
先
年
之
通
十
二

日
町
々
御
廻
シ
被
下
候
様
願
出
」
た
が
、
三
組
役
人
中
は
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
川
岸
の
者
た
ち
は
当
年
の
浜
下
り
当
番
永
沢
治
郎
右
衛
門
に
こ
れ
を
願
い

出
た
。
治
郎
右
衛
門
は
こ
れ
を
容
れ
、
浜
宿
組
名
主
の
三
右
衛
門
に
た
い
し
て
先
年

の

と
お
り
に
す
る
よ
う
申
し
聞
か
せ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
一
〇
日
は

神
輿
を
町
々
に
廻
さ
ず
浜
下
り
だ
け
が
実
施
さ
れ
、
一
二
日
の
還
幸
で
神
輿
は
「
浜

宿
、
河
岸
其
外
町
々
不
残
相
廻
」
っ
た
。
こ
の
と
き
の
還
幸
で
は
じ
め
て
、
神
輿
が

本
宿
全
町
を
廻
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
途
中
、
浜
宿
の
者
が
早
め
に
神
輿
を

自
町
へ
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
ら
し
く
、
騒
擾
を
起
こ
し
た
。

　
還
幸
時
の
全
町
巡
行
の
初
実
施
も
重
要
だ
が
、
三
組
役
人
が
神
幸
の
規
式
の
改
変

を
決
定
し
た
の
に
た
い
し
、
川
岸
が
そ
の
決
定
に
従
わ
ず
、
有
力
者
の
治
郎
右
衛
門

を
通
じ
て
そ
の
決
定
を
覆
し
た
点
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
神
幸
に
か
ん
し
て
町
が
そ

の
主

張
を
強
め
て
い
く
傾
向
が
看
て
取
れ
る
。
こ
の
と
き
は
治
郎
右
衛
門
の
支
持
を

得
ら
れ
た
の
で
、
川
岸
の
主
張
が
通
っ
た
。

（
二
）
　
還
幸
の
全
町
廻
り
の
確
立
と
付
祭
り
の
復
活

　
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
六
月
一
〇
日
夜
、
上
寺
宿
行
事
が
八
日
市
場
行
事
に
相

談

に
来
た
。
村
役
人
中
か
ら
町
々
行
事
へ
の
指
示
に
従
え
ば
、
今
年
の
還
幸
は
例
年

ど
お
り
で
、
田
宿
と
両
寺
宿
は
廻
ら
ず
に
御
旅
所
に
戻
り
、
そ
の
あ
と
灘
子
が
始
ま

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
離
子
勝
負
に
身
が
入
ら
な
い
、
な
ん
と
か
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
相
談
で
あ
る
。

　
村
役
人
中
が
前
年
の
還
幸
の
さ
い
の
全
町
廻
り
を
一
年
限
り
の
も
の
と
み
な
し
、

こ
れ
を
常
態
化
す
る
意
志
の
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
四
年
前
の
川
岸
の

要
請
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
神
輿
が
自
町
を
通
る
か
否
か
は
町
に
と
っ
て
重
大
事
だ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
町
対
抗
で
難
子
の
良
し
悪
し
を
競
っ
て
い
た
こ
と
も

知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
神
輿
を
町
内
に
廻
し
た
う
え
で
蝋
子
勝
負
に
臨
み
た
い
と
い
う

話
で
あ
る
。

　

こ
の
相
談
を
受
け
て
翌
＝
日
、
八
日
市
場
は
寄
合
を
開
き
、
本
宿
全
町
に
神
輿
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を
廻
せ
ば
混
乱
な
く
祭
礼
を
奉
納
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
の
ち

吉
祥
院
で
の
寄
合
で
全
町
の
行
事
の
同
意
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
行
事
た
ち
は
浜
宿

組
名
主
三
右
衛
門
方
へ
出
か
け
て
い
き
（
こ
の
と
き
、
同
家
で
は
三
組
の
役
人
た
ち

が
寄
合

を
開
い
て
い
た
）
、
右
の
件
を
願
い
出
た
。
役
人
中
お
よ
び
清
浄
院
も
こ
れ

に

同
意
し
た
。
町
々
の
行
事
た
ち
の
協
力
で
還
幸
路
に
か
ん
す
る
合
意
が
得
ら
れ
、

村
役
人

が

こ
れ
を
追
認
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
還
幸
路
に
か
ん
す
る
村
役
人
の

最
初
の
決
定

は
覆
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
還
幸
路
は
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

御
旅
御
立
被
成

浜
宿
通
二
而
小
堀
宿
江
下
河
岸
・
小
堀
河
岸
・
田
宿
、
夫
よ
り
町
通
二
而
上
寺

宿
・
下
寺
宿
江
罷
通
、
前
原
江
御
廻
り
、
夫
よ
り
浜
宿
江
御
出
、
舟
戸
、
夫
よ
り

荒
久
通
り
二
而
遠
新
井
宿
下
田
迄
、
夫
よ
り
御
帰
り
被
成
候
而
御
旅
所
江
御
入
仕

度
旨
二
而
相
定
申
候

　
小
堀
宿
と
小
堀
河
岸
は
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
周
辺
を
指
す
の
で
、
川
岸
の
町
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

一
区
域
で
あ
ろ
う
。
下
河
岸
は
川
岸
の
北
側
部
分
を
広
く
指
す
。
下
田
は
新
井
宿
内

の
一
区
域
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
は
や
し
之
儀
者
先
年
之
通
御
旅
よ
り
御
本
社
迄
、
余
町
へ
者
決
而
御
入
申
間

敷
候
」
と
い
う
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
難
子
勝
負
は
例
年
ど
お
り
御
旅
所
に
戻
っ
て

か

ら
天
王
社
に
還
る
ま
で
の
間
に
お
こ
な
う
。
す
な
わ
ち
本
宿
通
り
で
お
こ
な
い
、

こ
の
道
を
逸
れ
て
他
町
へ
神
輿
を
入
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
一
二
日
は
前
日
の
決
定
ど
お
り
に
還
幸
が
な
さ
れ
た
。
還
幸
の
全
町
廻
り
が
正
式

に
決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
「
し
し
計
二
而
も
相
成
申
間
敷
二
付
」
き
、
八
日
市
場

で
は

従
来
の
獅
子
に
加
え
て
鷹
狩
り
の
仮
装
行
列
を
急
い
で
仕
立
て
、
御
旅
所
に
罷

り
出
た
。
そ
し
て
神
輿
巡
行
が
始
ま
り
「
相
定
之
通
小
堀
宿
よ
り
下
河
岸
江
罷
越
候

処
、
河
岸
二
而
者
千
本
は
た
仕
候
処
、
延
寿
寺
河
岸
新
右
衛
門
前
二
て
壱
番
二
可
相
成

旨
」
を
、
川
岸
の
者
が
豊
秋
に
申
し
出
た
。

　
神
輿
行
列
は
浜
宿
か
ら
川
岸
の
北
側
に
入
り
田
宿
に
向
か
っ
て
川
岸
通
り
を
南
下

し
て
い
っ
た
。
延
寿
寺
は
上
中
町
に
あ
っ
た
寺
院
な
の
で
、
延
寿
寺
河
岸
と
は
す
ぐ

に
こ
の
寺
に
行
き
着
け
る
場
所
に
あ
っ
た
舟
着
場
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
図
1
か
ら
み

て
、
こ
の
舟
着
場
は
川
岸
（
厳
密
に
は
本
町
あ
た
り
）
と
橋
本
町
（
本
橋
本
）
の
境

界
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
還
幸
の
さ
い
は
全
町
を
廻
る
と
い
う
決
定
を
受
け
て
川
岸
で
は
千
本
旗
の
練
り
物

を
用
意
し
て
お
り
、
神
輿
行
列
が
自
町
に
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
こ
れ
に
随
行
し
、

神
輿
行
列
が
橋
本
町
へ
出
て
い
く
あ
た
り
で
そ
の
先
頭
を
替
わ
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

八
日
市
場
に
頼
ん
だ
。
川
岸
は
自
町
内
で
神
輿
行
列
を
賑
や
か
し
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
あ
と
は
神
輿
行
列
の
先
払
い
と
し
て
他
町
の
領
域
も
巡
行
し
よ
う
と
望
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
豊
秋
は
「
是
迄
数
十
年
八
ヶ
市
場
し
し
先
払
二
而
御
祭
礼
勤
来

申
候
処
、
当
年
二
限
弐
番
相
成
申
事
難
相
成
候
」
と
い
っ
て
拒
否
し
、
獅
子
と
鷹
狩

り
行
列
か
ら
成
る
八
日
市
場
は
先
頭
を
維
持
し
た
。
従
来
の
神
輿
行
列
に
加
え
て
新

た

に
練
り
物
が
登
場
し
た
た
め
、
そ
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
神
輿
行
列
の
構
成
に
混
乱

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
豊
秋

は
、
練
り
物
の
登
場
を
受
け
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

右
之
通
二
而
者
年
々
か
さ
り
も
の
も
出
、
新
ン
宿
様
二
罷
成
候
而
者
、
困
窮
人
迷
惑

仕
候
間
、
来
年
者
随
分
か
る
く
仕
候
様
、
御
相
談
之
上
、
町
々
行
事
江
急
度
御
申

付
候
様
、
村
役
人
中
江
申
談
候

　
新
宿
の
諏
訪
祭
礼
の
よ
う
に
、
祇
園
祭
礼
で
も
毎
年
派
手
な
飾
り
物
を
出
す
よ
う

に
な
れ
ば
大
変
だ
と
憂
慮
し
て
い
る
。
す
で
に
み
た
と
お
り
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）

年
の
祇
園
祭
礼
で
は
町
ご
と
に
多
く
の
練
り
物
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
の
ち

常
態
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
こ
に
至
り
、
還
幸
時
の
神
輿

行
列
の
先
頭
を
勤
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
練
り
物
の
投
入
が
再
び
活
発
に
な
っ
た
。
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付
祭
り
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
豊
秋
は
村
役
人
中
に
た
い
し
、
村
役
人
中
で
相
談
し
た
う
え
で
、

事
へ
来
年
の
練
り
物
は
軽
く
す
る
旨
を
申
し
付
け
る
よ
う
、
申
し
入
れ
た
。

（三
）
　
付
祭
り
の
混
乱

町
々
行

　
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
五
月
一
六
日
、
三
組
役
人
の
名
で
各
町
行
事
に
廻
状
が

出
さ
れ
た
。
「
当
年
者
町
々
彩
敷
か
さ
り
も
の
等
仕
候
様
相
聞
江
申
候
」
、
し
か
し
「
大

騒
成
か

さ
り
も
の
出
来
候
共
　
御
祭
礼
之
場
所
江
差
出
不
申
候
、
此
段
相
心
得
可
申

候
」
と
い
う
通
知
だ
っ
た
。
簡
単
な
記
述
だ
が
、
こ
の
あ
と
の
騒
擾
も
参
照
す
る
と

次
の

よ
う
な
背
景
が
こ
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
前
年
の
還
幸
の
さ
い
、
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
の
行
幸
の
と
き
と
同
様
、
川

岸
は
自
町
で
神
輿
行
列
の
到
着
を
待
っ
た
。
そ
し
て
次
の
町
と
の
境
界
あ
た
り
で
先

頭
の
交
替
を
八
日
市
場
に
申
し
出
、
拒
否
さ
れ
た
。
諸
町
は
こ
の
顛
末
を
知
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
本
年
に
な
っ
て
い
く
つ
か
の
町
で
は
自
町
で
神
輿
行
列
の
到
着
を
待

つ
の

で

は
な
く
、
御
旅
所
に
神
輿
を
迎
え
に
い
っ
て
還
幸
の
最
初
の
段
階
か
ら
神
輿

行
列
の
先
頭
に
立
と
う
と
考
え
た
ら
し
い
。
還
幸
の
途
中
か
ら
そ
の
先
頭
に
立
っ
て

他

町
を
廻
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
御
祭
礼
之
場

所
」
と
は
天
王
社
の
こ
と
で
は
な
く
、
御
旅
所
の
こ
と
で
あ
る
。
三
組
役
人
は
混
乱

を
避
け
る
た
め
に
御
旅
所
に
練
り
物
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
と
通
知
し
た
の
で
あ
る
。

　
五
月
晦
日
、
「
牛
頭
天
王
御
祭
礼
二
付
、
町
々
よ
り
だ
し
出
申
候
故
、
番
次
之
儀
」

に
つ
い
て
、
八
日
市
場
か
ら
三
組
役
人
宛
て
に
ロ
上
書
が
出
さ
れ
た
。
だ
し
（
練
り

物
の
一
種
）
を
作
る
以
上
、
町
々
が
そ
れ
を
御
旅
所
に
近
づ
け
な
い
で
済
ま
せ
る
と

い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
わ
け
で
、
む
し
ろ
神
輿
行
列
の
先
導
の
た
め
に
そ
の
番

次

（順
番
、
並
び
順
）
を
確
定
し
た
ほ
う
が
現
実
的
だ
と
、
八
日
市
場
は
考
え
た
の

で

あ
る
。
し
か
し
実
際
に
八
日
市
場
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
自
町

が
一
番
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
上
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
当
祇
園
御
祭
礼
為
賑
之
為
、
氏
子
町
々
二
而
少
々
ツ
・
だ
し
等
差
出
」
す
動
き
が

あ
る
が
、
八
日
市
場
で
も
倹
約
に
努
め
て
だ
し
を
奉
納
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
八

日
市
場
は
村
役
人
の
指
示
で
長
年
に
わ
た
り
神
輿
の
先
払
い
の
獅
子
を
出
し
て
お
り
、

ま
た
「
去
子
年
少
々
だ
し
等
町
々
よ
り
差
出
」
さ
れ
た
お
り
に
も
、
同
町
が
神
輿
行

列
の
一
番
を
勤
め
て
祭
礼
は
無
事
に
済
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
今
年
も
同
町
を
一
番
と

し
て
獅
子
と
だ
し
を
出
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

　
前
年
に
も
練
り
物
と
し
て
だ
し
を
出
し
た
町
が
あ
る
と
い
う
情
報
は
こ
こ
で
は
じ

め

て

出
て
き
た
も
の
だ
が
、
少
し
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
い
う
「
だ
し
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

は
、
「
山
車
」
の
こ
と
で
あ
る
。
入
日
市
場
で
は
、
も
は
や
鷹
狩
り
の
仮
装
行
列
の

よ
う
な
単
純
な
練
り
物
で
は
一
番
を
保
つ
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
、
山
車
を
準
備
し

た
の
で
あ
る
。

　
六

月
一
日
、
前
日
の
口
上
書
を
受
け
て
三
組
役
人
は
八
日
市
場
に
た
い
し
、
獅
子

と
山
車
を
と
も
に
一
番
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
当
分
獅
子
を
出
す
の
は
止
め
、

そ

の

替
わ
り
と
し
て
山
車
を
一
番
に
す
る
と
申
し
渡
し
た
。
事
実
上
、
五
月
一
六
日

の

廻
状
を
反
古
に
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
八
日
市
場
の
山
車
は
六
日
に
ほ
ぼ
完
成
し
、

豊
秋
は

こ
れ
を
見
物
し
た
。

　
八
日
に
至
り
、
事
態
は
急
変
す
る
。
こ
の
日
、
川
岸
・
浜
宿
・
上
中
町
が
そ
れ
ぞ

れ
一
番
に
な
り
た
い
と
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の
申
し
出
が
妥
当
で
あ
る
理
由
と

し
て
、
川
岸
は
同
町
居
住
の
永
沢
治
郎
右
衛
門
が
個
人
で
出
し
て
い
る
幟
が
厳
密
に

い

え
ば
神
輿
行
列
の
先
頭
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
、
浜
宿
は
同
町
に
天
王
社
が
あ
る

こ
と
を
、
上
中
町
は
同
町
に
御
旅
所
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
村
役
人
で

は
こ
れ
を
解
決
で
き
ず
清
浄
院
に
仲
裁
を
依
頼
し
た
が
、
そ
の
仲
裁
も
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
。

　

こ
の
状
勢
を
受
け
て
九
日
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
本
宿
組
と
浜
宿
組
の
名
主
後
見

で

あ
っ
た
伊
能
三
郎
右
衛
門
忠
敬
と
永
沢
治
郎
右
衛
門
が
仲
裁
に
乗
り
出
し
た
。
忠

敬
は
豊
秋
に
次
の
案
を
示
し
、
こ
れ
を
も
と
に
取
り
扱
い
（
仲
裁
）
を
お
こ
な
い
た

い

と
伝
え
た
。
そ
の
案
と
は
「
当
年
者
八
ヶ
市
場
壱
番
、
来
年
よ
り
く
じ
二
仕
、
番

次
相
定
可
申
候
、
当
年
も
弐
番
よ
り
く
じ
の
積
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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豊
秋
が

こ
の
案
に
同
意
す
る
と
、
忠
敬
は
田
宿
・
橋
本
町
・
寺
宿
の
見
解
に
つ
い

て

も
伝
え
た
。
八
日
市
場
が
仲
裁
案
に
同
意
し
な
け
れ
ば
こ
の
三
町
は
川
岸
・
浜
宿

の
支
持

に
回
る
が
、
川
岸
・
浜
宿
が
仲
裁
案
に
同
意
し
な
け
れ
ば
こ
の
三
町
は
八
日

市
場
も
川
岸
・
浜
宿
も
支
持
せ
ず
中
立
を
守
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
忠
敬
は
最

後
に
、
川
岸
と
浜
宿
へ
の
仲
裁
は
治
郎
右
衛
門
が
当
た
っ
て
い
る
と
伝
え
、
帰
っ
て

い
っ
た
。

　

こ
の
日
は
ま
た
、
八
日
市
場
で
は
「
だ
し
、
壱
丈
六
尺
之
御
祓
　
牛
頭
天
王
と
申

だ
し
、
幅
六
尺
、
土
よ
り
弐
丈
四
尺
少
余
、
夕
方
町
内
不
残
引
廻
」
し
た
。
同
町
で

は
、
牛
頭
天
王
と
書
い
た
御
払
い
（
御
札
）
を
飾
っ
た
山
車
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
大
き
さ
と
引
き
廻
す
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
こ
の
「
だ
し
」
は
明
ら
か
に
「
山

車
」
で
あ
る
。

　
一
〇
日
の
浜
下
り
は
永
沢
治
郎
右
衛
門
の
当
番
だ
っ
た
。
還
幸
時
の
各
町
の
練
り

物
の
番
次
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
な
か
、
こ
の
日
、
町
々
で
山
車
を
差
し
出
す
動

き
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
混
乱
を
恐
れ
た
忠
敬
は
浜
下
り
の
延
引
を
清
浄
院
に
提
案
し

た
。
し
か
し
清
浄
院
は
町
々
は
山
車
を
出
さ
な
い
の
で
例
年
ど
お
り
神
輿
だ
け
で
浜

下
り
を
お
こ
な
い
た
い
と
述
べ
た
。
実
際
、
夜
の
五
ツ
半
に
は
な
っ
た
が
無
事
に
浜

下

り
は
実
施
さ
れ
た
。
同
日
の
「
豊
秋
日
記
」
の
、
刊
本
で
は
「
後
略
」
と
さ
れ
た

箇
所
に
は
、
上
中
町
と
下
中
町
が
川
岸
・
浜
宿
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
書

　
　
　
　
（
1
9
）

か
れ
て

い
る
。

　
川
岸
・
浜
宿
・
上
中
町
は
、
仲
裁
案
の
、
ひ
と
ま
ず
当
年
も
八
日
市
場
を
一
番
に

す
る
と
い
う
点
に
同
意
で
き
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
下
中
町
が
こ
の
三
町
を
支
持
し

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
下
中
町
と
上
中
町
と
い
う
本
宿
組
の
構
成
町
が
川

岸
・
浜
宿
と
い
う
浜
宿
組
の
構
成
町
と
足
並
み
を
揃
え
た
こ
と
は
、
練
り
物
の
番
次

に
つ
い
て
、
各
町
が
所
属
の
組
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
町
ご
と
に
判
断
し
行
動
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
一
一
日
の
朝
、
永
沢
治
郎
右
衛
門
が
伊
能
忠
敬
宅
を
訪
れ
た
。
山
車
は
そ
の
組
内

だ

け
で
引
き
廻
す
よ
う
に
と
い
う
触
れ
が
本
宿
組
名
主
の
藤
左
衛
門
か
ら
出
さ
れ
た

そ
う
だ
が
、
番
次
が
決
ま
る
ま
で
は
こ
れ
も
引
き
延
ば
し
た
い
と
、
治
郎
右
衛
門
は

忠
敬
に
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
忠
敬
が
本
宿
組
諸
町
の
山
車
を
差
し
留
め
る
な
ら
、

自
分
は
川
岸
と
浜
宿
の
山
車
を
差
し
留
め
る
と
請
け
合
っ
た
。
忠
敬
は
こ
れ
に
同
意

し
た
。

　

二
人
は
さ
ら
に
相
談
し
、
番
次
に
つ
い
て
は
「
当
年
者
八
日
市
場
壱
番
、
来
年
者
末

壱
番
二
而
、
年
々
番
次
二
而
相
定
」
め
る
と
い
う
修
正
案
を
作
っ
た
。
当
年
の
一
番
を

八

日
市
場
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
来
年
に
は
同
町
を
最
終
番
に
繰
り
下

げ
、
他
の
諸
町
の
順
番
は
一
つ
ず
つ
繰
り
上
げ
る
、
年
々
こ
の
よ
う
に
順
番
を
回
し

て

い

く
、
と
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
当
年
の
二
番
以
下
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な

い

が
、
初
案
と
同
じ
く
籔
で
決
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
忠
敬
は
豊
秋
を
訪
れ
て
右
の
次
第
を
伝
え
た
う
え
で
、
修
正
案
に
同
意

を
求
め
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
当
年
壱
番
、
来
ル
十
年
目
二
又
壱
番
」
と
な
り
、
八

日
市
場
の
若
者
た
ち
は
反
対
し
た
が
、
豊
秋
は
彼
ら
を
説
得
し
て
こ
の
案
に
同
意
し

た
。　

と
こ
ろ
が
ま
も
な
く
、
治
郎
右
衛
門
の
説
得
の
ほ
う
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
ハ
マ

し
く
、
「
河
岸
、
浜
宿
だ
し
罷
出
　
天
王
御
旅
所
江
は
ま
じ
く
壱
番
二
而
引
出
」
と
い

う
事
態
に
な
っ
た
。

　
両
町

は
、
還
幸
日
の
前
日
で
は
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
も
御
旅
所
に
最
初
に
神
輿

を
迎
え
に
行
け
ば
そ
の
事
実
で
も
っ
て
当
日
の
番
次
で
も
↓
番
に
な
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
、
御
旅
所
に
罷
り
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
、
浜
宿
が
一
番
乗
り

を
果
た
し
た
。

　

こ
の
事
態
を
み
た
田
宿
・
橋
本
町
・
寺
宿
の
各
行
事
は
忠
敬
の
家
に
来
て
ど
う
い

う
こ
と
か
と
詰
問
し
た
。
八
日
市
場
で
は
若
者
た
ち
が
山
車
を
引
き
出
す
べ
き
だ
と

騒
ぎ
出
し
、
豊
秋
は
こ
れ
を
懸
命
に
抑
え
た
。
そ
の
う
ち
川
岸
と
浜
宿
の
山
車
は
御

旅
所
か

ら
帰
っ
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
引
き
廻
さ
れ
た
。
一
方
、
上
中
町
と

下
中
町
の
「
両
だ
し
」
も
組
外
に
引
き
出
さ
れ
た
。

　
殺
人

も
起
き
か
ね
な
い
ほ
ど
の
騒
ぎ
と
な
っ
た
た
め
、
八
日
市
場
で
は
三
組
名
主
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方
へ
今
年
は
山
車
を
出
さ
な
い
旨
を
伝
え
て
山
車
を
潰
し
た
。
忠
敬
は
田
宿
・
橋
本

町
・
寺
宿
・
八
日
市
場
へ
の
申
し
訳
の
た
め
、
親
類
で
あ
る
治
郎
右
衛
門
に
た
い
し

て
義
絶
を
申
し
伝
え
た
。

　
一
二
日
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
奔
走
が
成
功
し
た
も
の
か
豊
秋
は
書
い
て
い
な
い

が
、
一
転
し
て
ど
の
町
も
山
車
を
町
外
に
は
引
き
出
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
例

年
ど
お
り
山
車
を
伴
わ
な
い
形
で
還
幸
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
難
子
も
な
さ
れ
な

か

っ

た
。
騒
擾
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
還
幸
日
の
山
車
の
引
き
出
し
は

ひ

と
ま
ず
回
避
さ
れ
た
が
、
番
次
の
決
定
は
翌
年
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二

二

日
に
、
橋
本
町
に
先
日
の
祇
園
祭
礼
を
風
刺
す
る
落
書
が
出
た
。
山
車
を
引

き
出
し
た
諸
町
を
皮
肉
っ
た
落
書
で
あ
る
。
豊
秋
は
こ
の
諸
町
を
「
連
判
之
者
共
」

と
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
諸
町
が
相
互
の
協
力
を
約
定
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
豊
秋
は
落
書
を
写
し
た
う
え
で
寸
評
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
各
練
り
物

の

特
徴
が
知
ら
れ
る
。

　
「
河
岸
だ
し
ハ
ご
ふ
く
を
つ
み
申
候
」
と
あ
り
、
川
岸
の
山
車
に
は
お
そ
ら
く
人

形
が
載
せ
て

あ
り
、
そ
れ
に
呉
服
を
着
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
下
中
町
、
小
野

の
道

風
、
荒
久
、
廿
四
孝
」
は
と
も
に
荒
々
し
さ
の
な
い
飾
り
だ
っ
た
た
め
、
「
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
ベ
　
　
　
ニ
　
　
　
ベ

し
ハ
そ
ろ
く
」
と
引
き
廻
さ
れ
た
。
上
中
町
に
つ
い
て
は
「
新
兵
衛
、
仁
兵
衛
に

し
て
人
は
中
町
」
と
あ
る
。
意
味
不
明
だ
が
、
こ
の
翌
年
、
同
町
は
船
屋
台
で
踊
り

を
演
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
屋
台
を
出
し
て
そ
の
上
で
人
を
踊
ら
せ
て
い
た
と

考
え
て
お
く
。
踊
り
手
は
い
て
も
優
秀
な
人
材
は
い
な
い
と
皮
肉
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
浜
宿
の
山
車
は
「
芝
居
だ
し
」
で
「
だ
し
の
上
二
而
人
形
つ
か
い
候
」
と
あ
り
、

山
車
が
人
形
浄
瑠
璃
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
落
書
か
ら
荒
久
も
山
車
を
引
き
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
都
合
五
町
が

山
車
を
町
外
に
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
刊
本
で
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
二
五
日
に
至
っ
て
忠
敬
と
治
郎
右
衛
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

間
で
和
談
が
成
立
し
た
。

（四
）
　
付
祭
り
の
混
乱
の
収
拾

　
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
五
月
二
一
日
条
に
は
、
前
年
の
騒
擾
が
尾
を
引
い
て
い

る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
豊
秋
は
祇
園
祭
礼
の
準
備
が
各
町
で
進
ん
で
い
る
と
述

べ
た
あ
と
、
「
川
岸
町
よ
り
右
之
御
祭
礼
か
さ
り
も
の
相
談
、
上
中
町
・
下
中
町
・

浜
宿
・
荒
久
江
人
遣
相
談
仕
候
由
、
田
宿
・
橋
本
・
寺
宿
・
八
ヶ
市
場
江
者
無
沙
汰
、

此
義
去
年
中
儀
二
付
、
右
之
段
御
座
可
有
候
」
と
記
し
て
い
る
。

　
豊
秋

は
さ
ら
に
「
畢
克
祭
礼
殊
二
町
事
二
候
間
、
又
々
六
ヶ
敷
義
」
に
な
っ
た
と

続

け
て
い
る
。
祭
礼
（
こ
こ
で
は
付
祭
り
の
意
）
は
町
ご
と
に
な
さ
れ
る
も
の
な
の

で
難
し
い
問
題
が
生
ず
る
の
だ
と
い
う
、
豊
秋
の
的
確
な
判
断
が
看
て
取
れ
る
。

　
組
単
位
で
お
こ
な
わ
れ
る
神
事
だ
け
で
あ
れ
ば
豪
家
や
組
役
人
の
意
向
が
通
り
や

す
い
わ
け
だ
が
、
町
ご
と
に
練
り
物
を
出
す
付
祭
り
が
活
発
化
す
る
に
お
よ
ん
で
町

間
の
意
向
が
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

が
、
前
年
に
練
り
物
の
番
次
の
確
定
が
図
ら
れ
た
の
は
、
町
間
の
対
立
が
こ
の
さ
き

生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
付
祭
り
の
運
営
法
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え

る
。

　
六

月
一
日
条
に
は
、
本
宿
組
名
主
三
右
衛
門
の
発
言
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

彼

は
ま
ず
、
豊
秋
と
忠
敬
お
よ
び
田
宿
の
利
右
衛
門
の
三
人
に
た
い
し
て
こ
こ
最
近

の
自
分
の
行
動
を
説
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
〉

手
前
組
之
義
ハ
余
町
二
不
構
者
田
宿
・
橋
本
・
上
中
町
・
下
中
宿
・
寺
宿
五
町

申
合
無
難
二
御
祭
礼
相
勤
候
様
可
然
候
、
尤
祭
礼
之
節
村
役
人
指
図
可
仕
間
、

違
背
仕
間
敷
之
請
印
、
町
々
名
代
と
し
て
行
事
可
致
旨
申
聞
候
処
、
橋
本
行
事

之

内
、
小
堀
屋
勘
兵
衛
・
津
宮
七
右
衛
門
、
上
中
町
行
事
甚
之
丞
・
伝
右
衛

門
・
三
右
衛
門
・
伝
兵
衛
、
下
中
町
与
兵
衛
・
平
右
衛
門
・
藤
蔵
・
源
四
郎
、

右
行
事
共
及
違
背
二
申
候
外
、
寺
宿
・
田
宿
両
町
相
違
無
之
候
、
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上

中
町
と
下
中
町
の
行
事
ば
か
り
か
忠
敬
の
居
町
で
あ
る
橋
本
町
の
行
事
の
う
ち

二
人

も
、
祭
礼
の
さ
い
に
村
役
人
の
指
図
に
違
背
し
な
い
旨
の
請
印
を
押
さ
な
か
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
年
と
異
な
り
、
橋
本
町
の
行
事
の
一
部
も
連
判
側
を
支
持

し
た
形
だ
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
組
名
主
が
組
下
の

町
の
行
事
に
請
印
を
迫
っ
た
の
に
た
い
し
そ
れ
を
拒
否
し
た
行
事
が
い
た
こ
と
は
、

町
単
位
で
練
り
物
を
出
す
事
態
に
た
い
し
て
は
組
名
主
の
統
制
も
利
か
な
い
こ
と
を

如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
続

け
て
、
彼
は
自
分
の
取
る
べ
き
今
後
の
処
置
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
請
印
し
な

か
っ

た
行
事
た
ち
を
行
事
不
適
格
と
し
て
江
戸
に
い
る
幕
府
の
代
官
に
訴
え
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
三
人
は
三
右
衛
門
に
翻
意
を
促
し
た
が
、
果
た
せ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

か
っ

た
。
明
け
て
二
日
、
三
右
衛
門
は
実
際
に
江
戸
に
向
け
て
出
発
し
た
。

　
四

日
に
は
八
日
市
場
の
行
事
た
ち
の
も
と
に
浜
宿
組
名
主
五
郎
兵
衛
よ
り
使
い
が

来
た
。
当
年
は
八
日
市
場
か
ら
山
車
と
獅
子
を
出
す
の
か
と
い
う
確
認
で
あ
る
。
行

事

は
、
町
内
困
窮
の
た
め
、
今
年
は
ど
ち
ら
も
準
備
し
て
い
な
い
と
答
え
た
。
す
る

と
使
者
は
、
山
車
は
と
も
か
く
、
獅
子
を
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
な

ん

と
か
こ
れ
を
出
す
よ
う
に
と
述
べ
た
。
行
事
は
町
内
で
こ
の
件
を
討
議
す
る
と
答

え
た
。

　
五

日
、
勝
徳
寺
（
荒
久
に
あ
り
）
と
清
浄
院
か
ら
豊
秋
の
も
と
に
使
い
が
来
た
。

昨
年
か
ら
八
日
市
場
が
難
し
い
立
場
に
あ
る
の
で
仲
裁
を
し
た
い
と
、
内
々
に
相
談

に
来
た
の
で
あ
る
。

　
九

日
条
に
は
、
三
右
衛
門
が
す
で
に
代
官
よ
り
差
紙
を
頂
戴
し
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
印
形
を
拒
否
し
た
行
事
た
ち
に
た
い
す
る
召
喚
状
で
あ
る
。

差
紙
の

発
行

と
い
う
一
大
事
を
受
け
、
四
組
村
役
人
中
、
本
宿
寺
院
、
下
宿
の
平
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

衛
門
が
仲
裁
に
乗
り
出
し
た
。
一
方
、
忠
敬
と
豊
秋
は
五
郎
兵
衛
の
依
頼
に
よ
り
、

三

右
衛

門
に
た
い
し
て
意
見
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
寺
院
を
仲
立
ち
に
し
て
橋
本

町
・
上
中
町
・
下
中
町
に
た
い
す
る
書
付
を
再
び
こ
の
三
町
に
渡
し
、
行
事
た
ち
に

印
形
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
一
〇
日
も
仲
裁
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
は
、
寺
院
、
浜
宿
の
三
右
衛
門
、
下
宿

の

平
右
衛
門
が
仲
裁
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
た
い
し
て
三
町
の
「
若
イ
者
共
得
心
い

だ

し
申
筈
二
罷
成
申
候
、
村
役
人
江
申
遣
候
」
と
い
う
こ
と
で
、
事
態
は
好
転
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
浜
下
り
当
番
の
忠
敬
宅
で
一
二
日
の
山
車
の
番
次
が
全
て
籔
引
き
で

決
め

ら
れ
た
。
一
番
は
上
寺
宿
で
、
以
下
、
下
中
町
・
浜
宿
・
田
宿
・
上
中
町
・
八

日
市
場
・
川
岸
・
橋
本
町
・
荒
久
・
下
寺
宿
と
な
っ
た
（
寺
宿
は
上
下
で
そ
れ
ぞ
れ

山
車
を
出
す
）
。

　

さ
ら
に
こ
の
場
で
一
二
日
の
還
幸
路
も
決
め
ら
れ
た
。
御
旅
所
よ
り
上
寺
宿
に
出

て
、
以
下
、
下
寺
宿
・
八
日
市
場
・
前
原
・
新
井
宿
・
荒
久
・
浜
宿
・
川
岸
・
橋
本

町
・
田
宿
・
上
中
町
（
こ
こ
で
御
旅
所
に
戻
る
の
で
あ
ろ
う
）
、
そ
し
て
下
中
町
と

進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
下
中
町
の
あ
と
は
天
王
社
へ
還
る
。

　

八
日
市
場
に
か
ん
し
て
は
「
だ
し
ハ
六
番
、
し
し
ハ
先
払
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
が
、
町
が
困
窮
し
て
い
て
こ
の
両
方
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
役
人
た
ち

は
獅
子
を
出
す
よ
う
勧
め
た
が
、
八
日
市
場
で
は
「
当
年
ハ
し
し
出
し
不
申
候
」
と

決

め
、
山
車
の
ほ
う
を
出
す
こ
と
に
し
た
。

　

そ
し
て
一
二
日
条
に
は
、
こ
の
日
実
際
に
出
さ
れ
た
「
だ
し
之
次
第
」
が
次
の
よ

う
に
あ
る
。
上
寺
宿
は
菊
に
猫
、
下
中
町
は
天
草
で
描
え
た
虎
、
浜
宿
は
忠
度
桜
、

田
宿
は
鯉
の
滝
登
り
、
上
中
町
は
船
屋
台
に
て
踊
り
、
八
日
市
場
は
代
々
御
神
楽
、

川
岸
は
巫
女
舞
い
、
橋
本
町
は
「
か
さ
ぼ
く
」
、
荒
久
は
相
撲
、
下
寺
宿
は
猿
の
山

車
。
こ
の
う
ち
橋
本
町
の
「
か
さ
ぼ
く
」
は
「
笠
鉾
」
で
あ
っ
て
山
車
で
は
な
く
、

ま
た
上
中
町
は
踊
り
屋
台
で
あ
る
が
、
他
は
だ
い
た
い
山
車
の
飾
り
に
つ
い
て
の
説

　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

明
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
］
○
日
の
「
だ
し
ハ
六
番
、
し
し
ハ
先
払
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
山

車
を
中
心
と
し
た
練
り
物
の
番
次
は
幟
・
獅
子
・
神
輿
・
神
楽
か
ら
成
る
神
輿
行
列

と
は
べ
つ
に
独
立
し
て
組
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
年
の
川
岸
と
八
日
市
場
の
主

張
の

よ
う
に
、
神
輿
行
列
の
構
成
物
の
順
番
に
合
わ
せ
て
練
り
物
の
番
次
を
決
め
よ

う
と
す
る
と
、
混
乱
を
招
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。
練
り
物
行
列
と
神
輿
行
列
を
分
け
、
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前
者
が
後
者
を
先
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

行
列
か
ら
成
る
一
つ
の
大
き
な
祭
礼
行
列
が
成
立
し
た
。

④
そ
の
後
の
祇
園
祭
礼

（
一
）　
二
つ
の
年
番
制
度
の
成
立

二

つ
の
連
続
す
る

　
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
神
輿
行
列
が
還
幸
の
さ
い
に
本
宿
全
町
を
通
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
た
め
警
護
な
ど
の
面
か
ら
神
輿
行
列
の
運
営
は
複
雑

に
な
っ
た
は
ず
で
、
な
ん
ら
か
の
運
営
方
法
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
か
ら
は
還
幸
の
さ
い
に
練
り
物
行
列
が
神
輿
行
列
を
先

導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
町
順
と
交
替
法
は
そ
の
の
ち
変
化
し
な
か
っ
た
の

だ

ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
ま
ず
現
在
の
祭
礼
行
列
の
運
営
方

法
を
紹
介
す
る
。

　
今

日
の
祇
園
祭
礼
に
は
、
同
祭
礼
の
神
事
お
よ
び
神
幸
の
監
督
も
含
ん
だ
天
王
社

の
年
中
行
事
全
般
を
統
括
す
る
祭
事
年
番
（
惣
町
年
番
・
神
輿
年
番
と
も
い
う
）
と
、

山
車
運
営
の
み
を
監
督
す
る
山
車
年
番
と
い
う
、
二
つ
の
年
番
が
存
在
す
る
。
こ
れ

に

つ
い

て
、
お
も
に
『
八
坂
神
社
行
事
運
営
要
領
』
に
よ
り
な
が
ら
詳
し
く
説
明
す

る
［
八
坂
神
社
氏
子
会
一
九
八
六
］
。

　
現
在
、
本
宿
に
は
一
三
の
町
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
山
車
を
所
有
し
て
い
る
一
〇

町
が
交
代
で
両
年
番
を
勤
め
て
い
る
。
祭
事
年
番
の
任
期
は
一
年
で
、
会
計
年
度
は

新
暦
の
五
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で
で
あ
る
。
山
車
年
番
の
任
期
は
昭
和

六

〇
（
一
九
八
五
）
年
ご
ろ
ま
で
は
五
年
だ
っ
た
が
、
翌
年
、
原
則
的
に
三
年
と
改

正

さ
れ
た
。
山
車
年
番
の
引
継
は
年
番
最
終
年
の
祭
礼
中
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

（た
だ
し
祭
礼
終
了
時
ま
で
は
旧
年
番
の
責
任
）
。

　
両
年
番
は
任
期
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
年
番
を
勤
め
る
順
番
に
つ
い
て
は
同
一

で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
日
市
場
・
浜
宿
・
寺
宿
・
田
宿
・
新
井
宿
・
船
戸
・
下
中

町
・
上
中
町
・
荒
久
・
本
川
岸
の
順
で
あ
る
。
年
番
を
勤
め
な
い
の
は
上
川
岸
と
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ
う
つ

本

町
、
そ
し
て
利
根
川
対
岸
に
位
置
す
る
向
津
（
図
1
に
は
無
記
入
）
で
あ
る
。

　
実
際
の
祭
礼
の
場
で
は
、
神
事
の
さ
い
に
は
祭
事
年
番
の
役
員
を
先
頭
に
各
町
の

役
員
が
祭
事
年
番
順
に
並
び
（
神
幸
の
さ
い
に
は
獅
子
な
ど
が
出
る
の
で
こ
の
順
で

は
並
ば
な
い
）
、
山
車
が
行
列
を
作
る
さ
い
に
は
山
車
年
番
の
山
車
を
先
頭
に
各
町

の

山
車
が
山
車
年
番
順
に
並
ん
で
い
る
。

　
さ
て
、
江
戸
後
期
の
年
番
制
度
も
近
現
代
で
い
う
祭
事
年
番
に
当
た
る
も
の
と
山

車
年
番
に
当
た
る
も
の
と
で
同
一
の
年
番
順
を
そ
れ
ぞ
れ
回
し
て
い
く
と
い
う
内
容

で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
事
年
番
の
任
期
は
一
年
で
、
会
計
年
度
は
六
月
一
日

か

ら
翌
年
の
五
月
晦
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
山
車
年
番
は
付
祭
り
の
出
さ
れ
た
年
に
交

替
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
（
江
戸
後
期
と
近
代
に
は
付
祭
り
は
毎
年
出
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
）
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
の
論
拠
を
こ
れ
か
ら
示
し
て
い
く
。

　
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
三
月
付
の
「
差
上
申
一
札
之
事
」

と
い
う
文
書
で
、
本
宿
一
一
町
の
百
姓
代
と
町
代
が
連
印
の
う
え
本
宿
組
役
人
衆
に

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
［
佐
原
市
教
育
委
員
会
編
二
〇
〇
一
　
一
〇
九
～
＝
○
］
。

　
近
年
、
天
王
社
の
修
復
が
行
き
届
か
な
い
。
そ
こ
で
、
天
王
祭
礼
の
さ
い
、
年
に

よ
っ
て
は
氏
子
町
々
よ
り
練
り
物
・
飾
り
物
を
出
し
て
神
輿
巡
行
に
供
奉
し
て
い
る

が
、
人
家
の
少
な
い
小
町
で
あ
る
橋
本
町
は
当
年
よ
り
二
十
ヶ
年
練
り
物
を
出
す
の

を
休
み
、
そ
の
分
の
費
用
を
三
組
役
所
に
差
し
出
し
て
積
立
金
と
し
、
天
王
社
の
修

復

に
充
て
た
い
、
と
い
う
通
知
で
あ
る
。
役
人
は
こ
れ
を
可
と
し
て
連
印
を
加
え
た
。

　
重
要
な
の
は
こ
の
と
き
の
町
々
の
押
印
順
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
日
市
場
・
浜

宿
・
両
寺
宿
・
田
宿
・
新
井
宿
・
船
戸
・
下
中
町
・
上
中
町
・
荒
久
・
川
岸
・
橋
本

町
の
順
で
あ
る
。
川
岸
は
ま
だ
本
川
岸
と
上
川
岸
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
橋
本
町
は

練
り
物
を
出
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
以
上
を
踏
ま
え
て
こ
の
押
印
順
を
み
る
と
、

実
質
的
に
現
在
の
年
番
順
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
ど
う
み
て
も
偶

然

の
一
致
で
は
な
い
。
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
三
月
ま
で
の
間
に
現
在
の
そ
れ
に

直
接
連
な
る
形
の
年
番
制
度
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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第
二
に
注
目
す
べ
き
文
書
は
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
四
月
付
の
「
乍
恐
以
書
付

奉
願
上
候
」
で
あ
る
［
同
書
一
七
一
～
一
七
二
］
。
こ
の
文
書
は
、
村
役
人
惣
代
の

本
宿
組
由
兵
衛
・
下
宿
組
の
居
作
町
代
藤
八
・
本
宿
組
の
下
中
町
代
長
兵
衛
、
そ
れ

に
二
人
の
取
締
役
（
1
1
村
方
後
見
）
伊
能
茂
左
衛
門
と
郡
紋
左
衛
門
が
連
印
の
う
え

地
頭
所

に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
天
保
九

（
一
八
三

入
）
年
の
天
王
祭
礼
の
さ
い
、
喧
嘩
に
よ
っ
て
怪
我
人
が
出
る

と
い
う
事
件
が
あ
り
、
地
頭
所
は
両
祭
礼
を
禁
止
し
た
。
そ
の
の
ち
神
輿
巡
行
の
み

は

解
禁
さ
れ
た
が
、
練
り
物
巡
行
は
禁
止
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
［
清
宮
二
〇
〇
三

一
七
］
。
そ
こ
で
こ
の
文
書
で
、
本
宿
を
代
表
し
て
下
中
町
が
、
新
宿
を
代
表
し
て

居
作
町
（
居
造
町
）
が
、
当
年
は
両
祭
礼
と
も
練
り
物
を
解
禁
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
出
た
の
で
あ
る
（
結
局
こ
の
許
可
は
下
り
な
か
っ
た
が
、
本
宿
で
は
練
り
物

を
出
す
こ
と
を
強
行
し
た
）
。

　
前
述
の
「
差
上
申
一
札
之
事
」
に
記
さ
れ
た
年
番
順
が
八
日
市
場
か
ら
川
岸
ま
で

一
年
ず
つ
順
調
に
交
替
し
て
何
巡
か
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
嘉
永
元
（
一
八
四

八
）
年
四
月
の
年
番
は
下
中
町
に
な
る
。
よ
っ
て
こ
の
文
書
で
下
中
町
代
が
押
印
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て

い

る
の
は
、
同
町
が
こ
の
と
き
実
際
に
も
年
番
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
三
月
の
八
日
市
場
も
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）

年
四
月
の
下
中
町
も
と
も
に
祭
事
年
番
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
そ
の
任
期
が

一
年
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
第
三
は
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
三
月
付
の
「
為
取
替
申
議
定
一
札
事
」
と
い

う
文
書
で
あ
る
［
佐
原
市
教
育
委
員
会
編
二
〇
〇
一
　
＝
○
～
一
一
一
］
。
こ
の
文

書

は
、
本
宿
の
一
一
町
の
惣
代
（
町
代
に
同
じ
）
が
連
印
の
う
え
橋
本
町
の
惣
代
に

宛
て

た
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
こ
の
こ
ろ
橋
本
町
が
再
び
練
り
物
の
不
参
加
を
惣
町
に
申
し
出
た
、

ち
ょ
う
ど
神
輿
が
大
破
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
造
立
費
用
の
う
ち
一
五
〇
両
を
橋
本

町

が
惣

町
に
差
し
出
し
、
か
わ
り
に
当
年
よ
り
二
十
ヶ
年
練
り
物
を
出
さ
な
い
こ
と

に

決
ま
っ
た
、
と
い
う
通
知
で
あ
る
。

　

押
印
順
は
、
本
川
岸
・
八
日
市
場
・
浜
宿
・
両
寺
宿
・
田
宿
・
新
井
宿
・
船
戸
・

下

中
町
・
上
中
町
・
荒
久
・
上
川
岸
で
あ
る
。
荒
久
の
あ
と
の
川
岸
が
分
町
し
、
そ

の

ま
ま
荒
久
の
あ
と
で
上
川
岸
・
本
川
岸
の
順
に
年
番
を
勤
め
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
分
町
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
上
川
岸
は
ま
だ
祭
事
年
番
を
勤
め

て

い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
四
月
の
祭

事
年
番
が
下
中
町
だ
っ
た
の
で
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
三
月
の
祭
事
年
番
は
本

来
な
ら
ば
上
川
岸
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
こ
れ
を
跳
ば
し
て
本
川
岸
の
惣
代
が
最
初

に
押
印
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
の
文
書
「
祭
礼
一
件
被
仰
渡
之
写
」
は
第
三
の
文
書
と
同
じ
嘉
永
四
（
一
八

五
一
）
年
の
も
の
で
、
作
成
月
は
八
月
で
あ
る
［
同
書
一
七
三
～
一
七
四
］
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

は
、
「
本
宿
字
拾
四
ヶ
所
」
の
町
代
の
う
ち
「
重
立
候
も
の
惣
代
」
で
あ
る
八
日
市

場
の
二
名
と
上
中
町
の
二
名
お
よ
び
村
役
人
惣
代
で
あ
る
二
人
の
名
主
が
地
頭
所
に

宛
て

た
詫
び
状
で
あ
る
。

　
付
祭
り
禁
止
の
措
置
は
続
い
て
い
た
が
、
本
宿
諸
町
で
は
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）

年
の
祇
園
祭
礼
に
「
家
壷
練
物
等
さ
し
出
し
夫
々
御
答
被
仰
付
」
た
。
そ
れ
に
も
か

か

わ
ら
ず
、
当
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
に
本
宿
諸
町
は
再
び
付
祭
り
を
実
施
し
た
。

そ
の
た
め
地
頭
所
で
は
右
の
一
四
箇
所
に
た
い
し
て
過
料
一
〇
〇
貫
文
を
科
す
な
ど

の

処
罰
を
申
し
渡
し
た
。
こ
の
文
書
は
そ
れ
に
従
う
旨
を
約
し
た
う
え
で
謝
罪
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
嘉
永
四
（
］
八
五
一
）
年
三
月
の
祭
事
年
番
は
本
川
岸
で
、
同
町
が
本
宿
諸
町
の

な
か
で
最
初
に
押
印
し
て
い
た
が
、
同
年
八
月
に
は
八
日
市
場
と
上
中
町
の
み
が
押

印
し
て
い
る
。
本
川
岸
の
次
は
八
日
市
場
が
年
番
を
勤
め
る
順
番
な
の
で
、
こ
こ
で

の

八
日
市
場
は
明
ら
か
に
祭
事
年
番
と
し
て
押
印
し
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
れ
と
対

に
な
っ
て
い
る
上
中
町
は
山
車
年
番
で
あ
ろ
う
。
付
祭
り
の
禁
止
に
た
い
す
る
違
反

と
い
う
こ
と
で
、
神
事
・
神
幸
を
監
督
す
る
祭
事
年
番
だ
け
で
な
く
山
車
運
営
を
監

督
す
る
山
車
年
番
も
詫
び
状
に
名
を
連
ね
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
会
計
年
度
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
上
川
岸
（
本
上
川
岸
・
本
町
）
が
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明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
新
七
月
に
作
成
し
て
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
ま
で
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

き
継
い
だ
「
諸
事
記
憶
録
」
に
は
、
以
前
の
各
祭
事
年
番
が
本
宿
惣
町
の
諸
入
用
に

か
ん

し
て
作
成
し
た
多
数
の
書
類
の
目
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
祭
事
年
番
（
た
ん

に

年
番
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
）
が
本
宿
各
町
か
ら
分
担
金
を
集
め
、
そ
れ

を
入
用
帳
に
記
し
て
次
の
年
番
に
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

　
目
録
中
の
最
古
の
書
類
は
「
御
輿
遷
宮
奉
納
帳
　
嘉
永
四
年
戌
六
月
一
日
　
年
番

本

川
岸
町
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
川
岸
は
戌
年
の
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
六
月
一

日
に
祭
事
年
番
に
就
く
と
早
速
こ
の
入
用
帳
を
作
成
し
た
。
こ
の
日
か
ら
一
年
間
が

祭
事
年
番
の
任
期
で
、
同
町
は
翌
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
六
月
一
日
に
八
日
市
場

に
こ
の
役
を
引
き
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
交
替
の
前
後
の
時
期
に
書
か
れ
た

の

が
、
さ
き
に
み
た
「
為
取
替
申
議
定
一
札
事
」
と
「
祭
礼
一
件
被
仰
渡
之
写
」
で

あ
る
。

　
書
類
目
録
に
収
め
ら
れ
た
各
書
類
の
起
筆
年
月
と
作
成
年
番
を
み
る
と
、
や
は
り

明
治
前
中
期
の
も
の
も
、
臨
時
の
惣
町
入
用
に
か
ん
す
る
書
類
は
べ
つ
に
し
て
、
ほ

と
ん
ど
の
惣
町
入
用
帳
の
作
成
時
期
が
旧
六
月
ま
た
は
旧
六
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

翌
年
五
月
晦
日
ま
で
そ
れ
が
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
作
成
時
期
だ

け
で
な
く
記
入
終
了
時
期
ま
で
書
か
れ
た
「
諸
入
費
割
金
帳
　
廿
六
旧
六
月
よ
り
廿

七

旧
五
月
迄
　
年
番
本
川
岸
町
」
と
い
う
書
類
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　
な
お
「
諸
事
記
憶
録
」
に
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
旧
六
月
一
日
に
本
川

岸
か
ら
上
川
岸
が
祭
事
年
番
を
引
き
継
い
だ
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
「
為

取
替
申
議
定
一
札
事
」
で
は
荒
久
の
あ
と
は
上
川
岸
・
本
川
岸
の
順
で
年
番
が
回
る

こ
と
に
ひ
と
ま
ず
な
っ
て
い
た
が
、
何
か
混
乱
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
明
治
時
代
に
は

こ
れ
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
本
川
岸
・
上
川
岸
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
お
も
に
書
類
目
録
を
参
照
す
る
と
、
祭
事
年
番
を
勤
め
た
順
番
が
明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
旧
六
月
か
ら
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
確
認
で
き
る
。

　
最
初
の
一
巡
は
八
日
市
場
・
浜
宿
・
寺
宿
・
田
宿
・
新
井
宿
・
船
戸
・
下
中
町
・

上

中
町
・
荒
久
・
本
川
岸
・
上
川
岸
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
明
治
一
七
二

八
八

四
）
年
旧
六
月
に
は
再
び
八
日
市
場
が
祭
事
年
番
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

ろ
橋
本
町
が
年
番
制
度
に
復
帰
し
た
ら
し
く
、
翌
年
旧
六
月
か
ら
の
年
番
は
同
町
が

勤
め
て
い
る
。
そ
の
あ
と
三
年
間
の
順
番
は
一
巡
目
と
同
じ
で
、
浜
宿
・
寺
宿
・
田

宿
と
続
い
て
い
る
。
し
か
し
次
の
新
井
宿
は
年
番
の
受
取
を
拒
否
し
た
ら
し
く
、
こ

れ

を
跳
ば
し
て
船
戸
・
下
中
町
・
上
中
町
・
荒
久
・
本
川
岸
・
上
川
岸
と
続
い
て
い

る
。
そ
し
て
明
治
二
八
（
一
入
九
五
）
年
旧
六
月
に
は
み
た
び
八
日
市
場
が
年
番
と

な
っ
て
い
る
。

　
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
遅
く
と
も
文
政
五

（
一
八
二

二
）
年
三
月
に
は
成
立
し
て
い
た
年
番
制
度
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
今
日
ま
で

踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
山
車
年
番
に
当
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
ご
ろ
に
書
か

れ

た
「
（
佐
原
年
表
）
」
に
言
及
が
あ
る
。
そ
の
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
条
に
「
引

物

町
々
出
ル
（
中
略
）
、
惣
町
混
雑
出
来
扱
立
入
以
来
年
々
町
々
互
番
一
二
番
二
相

成
候
様
取
極
ル
」
と
あ
る
［
佐
原
市
教
育
委
員
会
編
二
〇
〇
一
　
一
七
五
］
。
一
年
ず

れ
て

い

る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
に
忠
敬
と
豊
秋
の
間
で

合
意
を
み
た
練
り
物
番
次
の
修
正
案
を
指
し
て
い
る
。
練
り
物
行
列
が
付
け
出
さ
れ

た
年
ご
と
に
町
々
が
一
つ
ず
つ
順
番
を
繰
り
上
が
り
、
先
頭
を
交
替
し
て
い
く
形
で

あ
る
。

　
豊
秋
の

時
代
に
は
祭
事
年
番
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
年
番
制
度
は
本
来
、

山
車
を
中
心
と
す
る
練
り
物
行
列
の
町
順
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
神

事
・
神
幸
に
も
転
用
さ
れ
て
祭
事
年
番
が
出
現
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
に
決
ま
っ
た
練
り
物
行
列
に
お
け
る
町
順
は
、

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
三
月
の
年
番
順
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
間
に
町
順
に
変
更
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
変
更

さ
れ
た
一
種
類
の
町
順
に
も
と
つ
い
て
任
期
の
異
な
る
二
つ
の
年
番
が
回
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
実
の
と
こ
ろ
、
江
戸
後
期
の
山
車
年
番
順
が
祭
事
年
番
順
と
同
一
だ
っ
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た
と
い
う
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
山
車
年
番
に
言
及
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
史
料
じ
た
い
が
「
祭
礼
一
件
被
仰
渡
之
写
」
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

　

し
か
し
明
治
時
代
に
つ
い
て
は
、
「
諸
事
記
憶
録
」
に
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
明

治
三
六
（
一
八
九
三
）
年
旧
六
月
一
日
付
の
も
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

山
車
年
番
ハ
当
本
上
川
岸
町
本
年
ニ
テ
五
ヶ
年
ノ
年
期
満
了
二
付
、
本
日
世
話

役
渡
辺
市
太
郎
氏
須
本
源
治
郎
氏
惣
町
ノ
定
例
会
江
出
席
シ
テ
次
ノ
年
番
八
日

市
場
町
根
本
仙
助
氏
外
壱
名
江
交
渉
シ
此
責
任
ヲ
送
ル
コ
ト
ヲ
相
互
ノ
間
二
決

定
候

　

こ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
、
明
治
後
期
の
山
車
年
番
の
任
期
は
最
長
で
五
年
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
諸
般
の
事
情
で
五
年
ご
と
に
規
則
的
に
付
祭
り
が
実
施
で
き

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
五
年
と
い
う
の
は
目
安
で
あ
っ
て
実
際
の
運
営
に
お
い
て

は
微
調
整
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
当
時
の
山
車
年
番
の
引
継

は
祭
事
年
番
と
同
じ
く
旧
六
月
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
れ
よ
り
も
こ
こ

で
重
要

な
の
は
、
祭
事
年
番
順
と
同
じ
く
上
川
岸
の
後
番
が
八
日
市
場
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
山
車
年
番
順
の
全
体
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ

は
や
は
り
明
治
後
期
の
山
車
年
番
順
が
祭
事
年
番
順
と
同
じ
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

だ

ろ
う
か
。

　
年
番
制
度
は
本
来
、
練
り
物
行
列
の
町
順
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

今
日
の
二
つ
の
年
番
順
は
同
］
で
あ
り
、
そ
れ
は
遅
く
と
も
文
政
五
（
一
八
二
二
）

年
か
ら
続
く
祭
事
年
番
順
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
宿
諏
訪
祭
礼
で

は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
月
に
年
番
制
度
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
各
町

が
一
つ
の
年
番
順
で
神
輿
年
番
と
幣
台
年
番
（
本
宿
の
山
車
年
番
に
当
た
る
）
を
勤

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

め

る
形
で
あ
っ
た
。

　
以
上

を
踏
ま
え
る
と
、
江
戸
後
期
に
も
本
宿
祇
園
祭
礼
の
二
つ
の
年
番
順
は
同
一

で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
宿
で
は
明
治
初
期
に
こ
れ
に
倣
っ
て
年
番
制
度
を
採

用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
要
約
す
る
と
、
成
立
過
程
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～

一
七

七
一
）
に
祭
礼
行
列
が
大
規
模
化
し
た
こ
と
と
練
り
物
の
番
次
の
交
替
法
が
ひ

と
ま
ず
定
ま
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
ま
で
に
一
つ
の

年
番
順
に
も
と
つ
く
二
つ
の
年
番
制
度
が
成
立
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
練
り
物
行
列
だ
け
で
な
く
神
輿
行
列
の
監
督
も
町
々
が
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、

町
々

は
自
ら
が
勤
め
る
祭
礼
の
主
役
の
座
を
安
定
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
練
り
物
行
列
・
神
輿
行
列
・
噺
子
勝
負

　
ま
ず
、
還
幸
の
さ
い
の
神
輿
行
列
の
構
成
と
練
り
物
行
列
の
番
次
は
そ
の
後
も
無

関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
さ
き
に
引
用
し
た
が
、
「
御
遷
宮
」
に
は

一
九
世
紀
初
頭
の
神
輿
行
列
の
構
成
に
つ
い
て
、
行
幸
・
還
幸
と
も
に
幟
・
獅
子
・

猿

田
彦
・
神
輿
・
神
楽
の
順
と
あ
り
、
こ
れ
に
は
付
祭
り
と
し
て
の
練
り
物
は
含
ま

れ
て

い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
に
も
無
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
後
に

な
る
と
練
り
物
行
列
が
神
輿
行
列
を
先
導
す
る
形
式
は
廃
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
行
事

の

さ
い
を
除
い
て
各
山
車
は
行
列
を
作
ら
ず
に
自
由
に
引
き
廻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。　

次

に
神
輿
行
列
の
順
路
に
つ
い
て
、
行
幸
路
と
還
幸
路
の
順
に
み
て
い
く
。

　
「
御
遷
宮
」
に
記
さ
れ
た
行
幸
路
に
か
ん
す
る
記
事
は
錯
綜
し
て
い
る
。
問
題
の

「六
月
十
日
　
天
王
宮
御
濱
下
」
と
い
う
条
は
、
ま
ず
祇
園
祭
礼
の
成
立
を
記
し
た

「
景
利
日
記
」
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
六
月
一
〇
日
条
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
書
き
写
し
た
文
で
始
ま
る
。

　
し
か
し
途
中
か
ら
「
依
之
、
此
年
よ
り
相
改
、
爾
今
、
御
本
社
よ
り
御
輿
出
し
、

荒
久
・
新
井
宿
・
八
日
市
場
、
本
宿
通
り
、
橋
本
へ
御
出
」
と
い
う
文
に
替
わ
る
。

「
景
利
日
記
」
の
該
当
箇
所
は
「
依
之
、
今
年
よ
り
相
改
り
、
六
月
十
日
二
御
輿
御

浜
下
二
出
、
夫
よ
り
十
二
日
暮
方
迄
大
工
治
兵
衛
前
へ
御
旅
致
」
で
あ
る
。
元
禄
一

六
（
一
七
〇
三
）
年
の
行
幸
と
還
幸
は
い
ず
れ
も
町
々
を
広
く
廻
る
も
の
で
は
な
か
っ
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た
。
と
こ
ろ
が
「
御
遷
宮
」
で
は
、
「
景
利
日
記
」
に
は
な
い
奇
妙
な
文
を
載
せ
て

こ
の
年
か
ら
広
い
範
囲
で
行
幸
が
な
さ
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
差
し
替
え
ら
れ
た
文
は
、
ど
う
も
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
四
八
三
頁
の
「
覚
書
」

後
半
部
に
記
さ
れ
た
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
拡
大
さ
れ
た
行
幸
路
「
浜
宿
よ

り
荒
久
・
新
井
宿
迄
参
、
新
井
宿
よ
り
ま
が
め
・
八
日
市
場
通
り
、
橋
本
迄
参
候
」

を
短
く
書
き
直
し
た
文
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
よ
う
す
る
に
景
敬
は
こ
の
条
に
お
い
て
、
先
祖
の
景
利
が
残
し
た
二
つ
の
記
録
を

混
合

さ
せ
て
浜
下
り
神
事
と
行
幸
路
に
か
ん
す
る
話
を
ま
と
め
て
し
ま
い
、
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
に
拡
大
さ
れ
た
行
幸
路
を
誤
っ
て
元
禄
＝
ハ
（
一
七
〇
三
）
年
か

ら
の
も
の
と
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
御
遷
宮
」
に
は
ほ
か
に
行
幸
路
に
か
ん
す
る
記
述
は
な
い

の

で
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
の
行
幸
路
が
そ
の
ま
ま
一
九
世
紀
初
頭
に
も
踏
襲

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
時
代
は
か
な
り
下
る
が
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
「
年
番
本
上
川
岸
町
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

作
成
し
た
「
本
宿
線
町
事
務
日
誌
」
に
こ
の
年
の
行
幸
路
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に

は
、
神
輿
は
天
王
社
を
出
て
浜
宿
・
荒
久
・
新
井
宿
と
進
み
、
新
井
宿
よ
り
反
転

し
て
荒
久
を
経
て
八
日
市
場
を
通
り
、
下
中
町
・
上
中
町
と
進
ん
で
橋
本
町
に
至
り
、

そ
こ
で
浜
下
り
神
事
が
な
さ
れ
て
上
中
町
の
御
旅
所
に
納
め
ら
れ
る
、
と
あ
る
。
こ

れ
は

正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
の
行
幸
路
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

　
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
に
広
い
範
囲
で
行
幸
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
例
外
と
し

て
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
の
行
幸
路
が
変
わ
る
こ
と
な
く
大
正
時
代
に
も
踏
襲

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
景
敬
は
「
御
遷
宮
」
の
「
六
月
十
二
日
　
御
祭
礼
」
と
い
う
条
の
な
か
で
、
一
九

世
紀
初
頭
の
還
幸
路
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。

但
、
当
時
者
一
年
者
橋
本
・
田
宿
・
川
岸
・
濱
宿
・
舟
津
・
荒
久
・
新
井
宿
・
八

日
市
場
・
下
中
町
・
上
寺
宿
・
下
寺
宿
、
一
年
者
下
中
町
・
下
上
寺
宿
・
八
日

市
場
・
荒
久
・
新
井
宿
・
濱
宿
・
舟
津
・
川
岸
・
橋
本
・
田
宿
と
相
廻
り
御
旅

所
へ
奉
入
候

　

こ
の
当
時
は
一
年
お
き
に
二
つ
の
順
路
を
廻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
上

中
町
の
名
が
な
い
の
は
、
引
き
続
き
同
町
に
御
旅
所
が
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

や

は
り
い
っ
た
ん
御
旅
所
に
戻
っ
て
か
ら
、
天
王
社
へ
還
御
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
還
幸
路
が
本
宿
全
町
を
通
る
と
い
う
点
は
近
代
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
「
諸

　
（
2
9
）

用
留
」
に
収
め
ら
れ
た
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
と
翌
二
入
（
一
八
九
五
）
年
の

記
事
に
は
、
年
ご
と
に
祭
礼
直
前
に
還
幸
路
を
定
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ

の
順
路
は

い
ず
れ
も
「
御
遷
宮
」
の
二
つ
の
還
幸
路
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
前
者
の
記
事
に
は
、
還
幸
路
の
記
述
の
ま
え
に
「
明
治
廿
七
年
旧
六
月
一
日
ヲ
以

テ
、
御
輿
順
廻
ヲ
総
町
協
議
之
上
改
正
ス
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
説

明
が
「
御
遷
宮
」
の
還
幸
路
を
こ
の
年
は
じ
め
て
改
正
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て

い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
以
前
に
も
改
正
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
ま
で

は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
還
幸
路
は
行
幸
路
ほ
ど
に
は
安
定
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
神
輿
行
列
の
構
成
物
に
つ
い
て
い
え
ば
、
獅
子
・
猿
田
彦
・
神
楽
は
現
在
ま
で
変

わ

る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
八
日
市
場
・
新
井
宿
・
浜
宿
か
ら
出
さ
れ
て
神
輿
の
前
後

を
守
っ
て
い
る
が
、
四
つ
の
豪
家
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
幟
は
戦
前
に
廃
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
当
時
の
天
王
社
祢
宜
の
椎
名
周
四
郎
が
書
い
た

　
（
3
0
）

記
録

に
は
、
「
伊
能
三
郎
右
衛
門
・
伊
能
茂
左
衛
門
・
永
澤
治
郎
右
衛
門
の
門
閥
家

か

ら
、
祇
園
祭
御
神
幸
の
御
案
内
と
し
て
順
路
の
先
頭
に
左
図
の
旗
を
持
ち
廻
っ
た

（昭
和
六
年
、
八
日
市
場
年
番
ま
で
出
た
が
其
後
は
出
現
し
な
い
）
」
と
あ
り
、
三
種

の

幟
が
描
か
れ
て
い
る
。
伊
能
権
之
丞
家
の
み
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
よ
り
も

ま
え
に
幟
を
出
さ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
宝
暦
・
明
和
年
間
の
還
幸
で
は
、
神
輿
は
御
旅
所
を
出
た
あ
と
し
ば
ら
く
し

て

か

ら
御
旅
所
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
は
天
王
社
に
還
ら
ず
、
本
宿
通
り
で
町
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対
抗
の

噺
子
勝
負
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
勝
負
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
み
て
み
よ

・
つ
。　

「
天
保
」
と
「
嘉
永
」
に
は
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
を
最
後
に
難
子
勝
負
は

な
く
な
っ
た
と
す
る
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
天
保
」
か
ら
引
用
す
る
。

　
二
層
構
造
（
二
重
三
重
と
あ
る
）
の
屋
台
を
豪
華
に
飾
り
立
て
、
そ
の
屋
台
は
難

子
方
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
。
近
現
代
に
み
ら
れ
る
屋
台
と
同
じ
形
態
の
屋
台
が
す

で

に
幕
末
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

む
す
び

本
宿
鎮
守
、
寛
政
九
巳
年
ま
て
は
や
し
御
座
候
節
、
年
々
勝
負
十
三
日
明
六
ツ

時
迄
二
御
座
候
、
明
六
ツ
迄
二
勝
負
不
附
節
者
、
長
沢
次
郎
右
衛
門
・
伊
能
三

郎
右
衛
門
江
別
当
差
添
貰
受
、
神
納
致
候
古
例
二
申
伝
候

　

し
か
し
一
方
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
「
御
遷
宮
」
で
は
、

「
六

月
十
二
日
　
御
祭
礼
」
の
条
に
難
子
勝
負
に
か
ん
す
る
簡
単
な
言
及
が
あ
る
が
、

こ
れ
が
消
滅
し
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
管
見
の
か
ぎ
り
、
江
戸
後
期
の
一

次
史
料
に
幟
子
勝
負
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
確
か

で
あ
る
。

　
断
言
で
き
る
だ
け
の
史
料
は
な
い
が
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
が
最
後
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
べ
つ
に
し
て
、
少
な
く
と
も
景
俊
が
「
天
保
」
を
書
い
た
天
保
一
〇

（
一
八
三

九
）
年
に
は
、
や
は
り
噺
子
勝
負
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
自
分
の
村
内
に
現
に
存
在
し
て
い
る
も
の
に
か
ん
し
て
、
す
で
に
そ
れ
が
消

滅

し
て
い
る
と
は
、
普
通
誤
解
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。

　
離
子
が
神
輿
か
ら
山
車
に
移
っ
た
結
果
が
『
利
根
川
図
志
』
に
記
さ
れ
て
い
る
［
赤

松

一
九
三

八
　
三
一
三
］
。
佐
原
村
の

両
祭
礼
至
つ
て
賑
は
し
く
、
何
れ
も
二
重
三
重
の
屋
台
十
四
五
輔
づ
・
花
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
し

ざ
り
、
金
銀
を
ち
り
ば
め
錦
繍
の
幕
を
懸
け
、
難
子
も
の
・
拍
子
い
と
に
ぎ
や

か

に
、
町
々
を
ひ
き
ま
は
る
。

　
近
世
初
頭
以
来
、
佐
原
村
の
本
宿
で
は
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
が
本
宿
組
を
、
永
沢

治
郎
右
衛
門
家
が
浜
宿
組
を
率
い
て
村
政
に
当
た
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
多
く
を

旗
本
領
と
し
て
過
ご
し
た
佐
原
村
で
は
武
士
の
居
住
が
な
か
っ
た
た
め
、
江
戸
に
い

る
領
主
の
意
を
汲
ん
だ
在
地
の
有
力
者
で
あ
る
豪
家
の
果
た
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　
村
政

を
預
か
る
者
と
し
て
は
、
政
治
的
地
位
の
ほ
か
に
あ
る
程
度
の
宗
教
的
権
威

も
必
要
で
あ
っ
た
。
佐
原
村
き
っ
て
の
名
社
で
あ
っ
た
天
王
社
の
経
営
に
関
与
す
る

こ
と
は
、
こ
の
点
で
有
効
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
一
環
と
み
て
間
違
い
な
い
が
、
遅
く
と
も
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇

三
）
ま
で
に
、
両
家
は
天
王
社
の
二
つ
の
神
事
、
す
な
わ
ち
六
月
一
〇
日
の
浜
下
り

神
事
と
六
月
一
二
日
の
祇
園
神
事
の
当
番
を
、
配
下
の
組
を
通
じ
て
一
年
ご
と
に
入

れ

違
い
に
勤
め
て
い
た
。
自
宅
を
神
事
執
行
本
部
と
し
て
、
氏
子
の
代
表
と
し
て
祭

祀

に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
氏
子
の
代
表
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
と

同
時
に
、
自
己
の
宗
教
的
権
威
を
組
下
の
者
に
明
示
し
確
認
さ
せ
る
機
会
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
祭
礼
成
立
後
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
他
者
に
た
い
す
る
当
番
時
の
料
理

の

提
供

は
、
自
己
の
富
と
社
会
的
地
位
を
他
者
に
明
示
し
確
認
さ
せ
る
機
会
で
も

あ
っ
た
。

　
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
に
至
り
、
天
王
社
別
当
の
清
浄
院
の
求
め
に
お
う
じ

て

両
神
事
の
関
係
が
改
変
さ
れ
た
。
両
神
事
の
内
容
自
体
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ

が
、
そ
の
間
に
結
合
が
生
じ
た
と
い
え
る
。
従
来
は
浜
下
り
神
事
が
済
む
と
そ
の
日

の

う
ち
に
神
輿
は
天
王
社
へ
帰
還
し
て
い
た
が
、
両
神
事
の
間
に
御
旅
所
へ
の
逗
留

を
挟
む
こ
と
で
一
つ
の
連
続
す
る
祭
礼
が
創
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
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神
輿
の
移
動
は
、
一
〇
日
に
御
旅
所
へ
行
幸
し
一
二
日
に
御
旅
所
か
ら
還
幸
す
る
と

い
う
、
神
幸
の
意
味
合
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
う
す
る
と
、
御
旅
所
と
神
幸
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）

年
に
は
本
宿
組
内
の
三
町
に
よ
る
寄
進
が
あ
っ
て
御
旅
所
が
整
備
さ
れ
た
。
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
に
は
別
当
と
氏
子
の
相
談
の
結
果
、
神
幸
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て

神
輿
の
通
る
町
が
増
え
た
。
そ
れ
に
伴
い
神
輿
に
た
い
す
る
噺
子
も
盛
ん
に
な
っ
て

い

っ

た
。
ま
た
、
各
種
の
祇
園
芝
居
が
盛
ん
に
開
か
れ
た
ほ
か
、
享
保
一
〇
（
一
七

二

五
）
年
に
は
多
く
の
町
か
ら
練
り
物
が
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し

て

享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
あ
と
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
三
）

以
前
に
先
払
い
と
後
押
さ
え
が
神
輿
に
随
う
形
が
定
ま
り
、
神
輿
行
列
の
整
備
も
進

ん

だ
。
こ
う
し
て
両
豪
家
の
主
導
す
る
神
事
と
は
べ
つ
に
、
神
幸
を
中
心
と
し
て
祭

礼
が
発
展
し
て
い
っ
た
。

　
宝

暦
・
明
和
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
七
一
）
年
に
は
、
さ
ら
に
還
幸
路
が
拡
大

し
て
い
っ
た
。
神
輿
が
多
く
の
町
を
通
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
に
か
ん
す
る
町
々

と
そ
の
行
事
た
ち
の
役
割
も
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
、
宝
暦
一
四
（
一
七
六
四
）
年
の
川
岸
の
要
請
に
よ
る
還
幸
の
拡
大
を
受
け
、

村
役
人
の
指
示
で
町
々
の
行
事
た
ち
が
若
者
た
ち
と
と
も
に
神
輿
の
警
護
に
当
た
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
の
還
幸
に
は
不
手
際
が
あ
り
、
そ
の
た
め
明
和

二

（
一
七
六

五
）
年
の
還
幸
で
は
、
川
岸
は
村
役
人
の
統
制
を
無
視
し
た
う
え
で
神

輿

を
損
傷
さ
せ
た
。
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
は
、
還
幸
路
は
本
宿
全
町
に
及
ん

だ
。
村
役
人
に
は
こ
れ
を
常
態
化
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
が
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）

年
に
諸
町
の
行
事
の
総
意
で
還
幸
の
全
町
廻
り
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同

年
か
ら
、
氏
子
各
町
は
還
幸
時
の
神
輿
巡
行
に
た
い
す
る
付
祭
り
と
し
て
本
格
的
に

練
り
物
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
と
き
、
神
輿
行
列
の
先
頭
を
め
ぐ
っ
て
町
間
で
対
立
が
生
じ
、
明
和

六

（
一
七

六

九
）
年
に
は
両
豪
家
や
村
役
人
の
統
制
も
利
か
な
い
ほ
ど
に
激
化
し
た
。

問
題
は
、
既
存
の
神
輿
行
列
に
ど
の
よ
う
な
順
番
で
復
活
し
た
練
り
物
を
組
み
入
れ

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
練
り
物
は
町
単
位
で
出
さ
れ
た
た
め
、
町
間
の
対

立

は
組
間
の
利
害
関
係
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
組
を
代
表
す
る
豪
家

や
名
主
に
は
解
決
が
困
難
だ
っ
た
。

　
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
の
祭
礼
直
前
に
は
、
本
宿
組
の
名
主
が
配
下
の
諸
町
の

う
ち
の
三
町
の
行
事
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
江
戸
の
代
官
を
訪
ね
て
彼
ら
を
訴

え
出
る
ま
で
に
事
態
は
悪
化
し
た
。
代
官
に
よ
る
差
紙
の
発
行
を
受
け
て
よ
う
や
く

事
態
は
好
転
し
、
籔
引
き
に
よ
っ
て
順
番
が
定
ま
っ
た
。

　
そ

の

結
果
、
練
り
物
は
神
輿
行
列
と
は
べ
つ
に
一
括
さ
れ
、
神
輿
行
列
の
還
幸
を

先
導
す
る
形
に
な
っ
た
。
練
り
物
行
列
と
神
輿
行
列
と
で
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
大

き
な
祭
礼
行
列
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
組

は
、
近
世
初
頭
に
は
豪
家
を
中
心
と
し
た
複
数
の
社
会
的
・
地
域
的
ま
と
ま
り

で
あ
っ
た
が
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
の
佐
原
で
は
す
で
に
町
場
が
広
く
展
開
し
、

享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
の
本
宿
に
は
少
な
く
と
も
九
つ
の
町
が
存
在
し
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
村
内
居
住
者
に
と
っ
て
は
、
組
と
い
う
大
き
な
集
団
を
通
じ
て
動
く
だ

け
で
な
く
、
そ
の
な
か
の
町
と
い
う
、
小
さ
く
は
あ
る
が
よ
り
緊
密
な
集
団
を
通
じ

て

動
く
機
会
も
増
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
の
幕
府
の

巡
見
使
の
通
行
に
さ
い
し
、
さ
き
の
九
町
そ
れ
ぞ
れ
に
人
足
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
の
は
そ
の
証
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
形
成
過
程
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
宝
暦

年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
三
）
に
は
町
々
に
行
事
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
時
期
す
で
に
町
が
明
確
な
社
会
的
・
地
域
的
集
団
と
し
て
完
成
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
い

く
つ
か
の
町
の
行
事
た
ち
は
還
幸
の
全
町
廻
り
を
契
機
に
自
町
の
練
り
物
の
可

視
的
な
優
越
（
神
輿
行
列
で
他
町
の
練
り
物
よ
り
さ
き
に
位
置
す
る
と
い
う
優
越
）

を
求
め
て
、
「
組
内
の
」
町
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
「
個
別
の
」
町
の
代
表
と
し

て
、
豪
家
や
組
名
主
と
渡
り
合
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
祭
礼
に
お
け
る
町
の
役
割
が
強
ま
っ
た
宝
暦
・

明
和
の
こ
ろ
に
、
べ
つ
に
両
豪
家
の
地
位
が
下
が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
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点
で
あ
る
。
む
し
ろ
両
家
と
も
、
名
主
の
世
襲
を
せ
ず
と
も
村
政
に
影
響
を
及
ぼ
せ

る
ほ
ど
地
位
が
向
上
し
て
い
た
。

　

近
世
中
後
期
の
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
の
経
営
を
分
析
し
た
酒
井
右
二
は
、
結
論
と

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
同
家
の
「
経
営
は
、
土
地
集
積
の
面

で

も
諸
営
業
の
面
で
も
享
保
末
ー
宝
暦
期
に
経
営
拡
大
が
本
格
的
に
な
り
、
そ
の
後

文
化
期
に
至
る
ま
で
順
調
な
発
展
を
示
し
て
い
る
」
［
酒
井
一
九
八
八
　
一
二
］
。
こ

の
発
展
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
晩
年
の
伊
能
忠
敬
は
全
国
測
量
に
勤
し
む
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
と
し

　
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
で
は
仁
右
衛
門
景
寿
の
あ
と
治
郎
右
衛
門
征
俊
（
？
～
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

六

三
）
が
出
て
家
運
と
名
声
を
高
め
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
に
は
幕
府
か
ら
一

代
限

り
の
帯
刀
と
永
代
ま
で
の
苗
字
の
名
乗
り
を
許
さ
れ
る
に
至
っ
た
［
小
島
一

九
七

八
　
八
〇
］
。
そ
の
子
孫
も
繁
栄
し
近
世
後
期
に
は
領
主
の
津
田
氏
や
近
辺
の
多

古
藩
の
財
政
に
関
与
す
る
ま
で
に
な
っ
た
［
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
編
一
九
九
二

二
一
～
二
二
］
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
還
幸
に
さ
い
し
て
の
神
輿
行
列
の
全
町
廻
り
と
練
り
物
投
入
の

本
格
化
は

神
輿
巡
行
に
関
連
し
て
生
じ
た
事
態
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
町
々
の
意
向
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
形
を
取
っ
た
。
そ
の
た
め
、
組
単
位
で
両
神
事
を
運
営
し
て
き
た

豪
家
と
組
単
位
で
作
ら
れ
て
い
た
村
政
機
構
は
こ
の
事
態
を
め
ぐ
る
町
間
の
対
立
に

う
ま
く
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
村
政
機
構
は
、
最
終
的
に
は
幕
府
代
官
の
威
光
を

も
つ
て
よ
う
や
く
町
間
の
対
立
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
も
と
よ
り
、
「
御
遷
宮
」
を
み
る
か
ぎ
り
、
両
神
事
に
お
け
る
三
郎
右
衛
門
家
と

治
郎
右
衛
門
家
の
役
割
は
文
化
七
（
一
八
］
○
）
年
ご
ろ
に
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
し
て
遅
く
と
も
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
ま
で
に
は
神
事
の
運
営
は
引
き
続

き
二
つ
の
豪
家
が
、
練
り
物
行
列
と
神
輿
行
列
の
運
営
に
つ
い
て
は
諸
町
が
年
番
制

度
に
も
と
つ
い
て
お
こ
な
う
と
い
う
仕
法
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
佐
原
村
本
宿
の
祇
園
祭
礼
の
成
立
過
程
と
展
開
過
程
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。
も
と
も
と
本
宿
に
は
、
宿
内
の
二
つ
の
豪
家
が
そ
れ
ぞ
れ
配
下
の
組
を
動

員
し
て
運
営
し
て
い
た
二
つ
の
神
事
が
存
在
し
た
。
こ
れ
に
御
旅
所
へ
の
神
輿
の
逗

留
と
神
幸
が
加
わ
り
一
つ
の
祭
礼
が
成
立
し
た
結
果
、
在
郷
町
と
し
て
発
展
し
て
い

た
村
な
い
し
組
の
内
部
に
成
立
し
て
い
た
町
々
が
徐
々
に
祭
礼
行
列
の
運
営
の
中
心

と
な
っ
て
い
き
、
彼
ら
が
祭
礼
の
主
役
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
信
州
諏
訪
大
社
に
古
代
以
来
伝
わ
る
も
の
で
、
七
月
末
の
数
日
間
に
諏
訪
大
社
近
く
の
狩

　
　
り
場
（
御
射
山
）
で
神
賛
を
狩
っ
て
神
前
に
供
え
る
神
事
。

（
2
）
　
「
屋
台
」
で
は
な
く
「
山
車
」
ま
た
は
「
幣
台
」
と
い
う
呼
称
も
あ
る
。
江
戸
後
期
か
ら
今

　
　
日
に
至
る
ま
で
「
屋
台
」
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
佐
原
で
は
通
常
、
三
つ
の
呼
称
に

　
　
意
味
上
の
差
違
は
な
い
。
た
だ
し
江
戸
中
期
の
「
豊
秋
日
記
」
（
後
述
）
で
は
、
引
き
物
の
総

　
　
称
に
は
ほ
と
ん
ど
常
に
「
だ
し
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
、
人
形
な
ど

　
　
の
飾
り
物
を
載
せ
た
引
き
物
を
「
だ
し
」
、
台
上
に
人
間
を
乗
せ
て
踊
り
を
演
ず
る
引
き
物
を

　
　
「
屋
台
」
と
称
し
て
書
き
分
け
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
「
景
利
日
記
」
（
後
述
）
に
も
「
屋
台
お

　
　
と
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
だ
し
」
と
「
屋
台
」
が
別
義
に
用
い
ら
れ
た
こ
と

　
　
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
踊
り
の
移
動
舞
台
と
い
う
意
味
で
の
屋
台
は
江
戸
後
期
に
消
滅
し
た

　
　
よ
う
で
あ
る
。

（
3
）
　
佐
原
市
の
分
飯
司
家
文
書
に
は
「
御
検
地
水
帳
」
と
同
内
容
の
「
佐
原
之
郷
御
縄
打
帳
」

　
　
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
同
じ
記
録
が
複
数
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
表
紙
に
、
「
案
内

　
　
者
」
は
「
新
宿
　
六
郎
右
衛
門
」
と
「
同
　
四
郎
左
衛
門
」
、
お
よ
び
［
　
　
門
］
と
「
同

　
　

内
匠
」
と
あ
る
［
海
上
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
八
五
　
六
四
七
～
六
四
八
］
。
判
読

　
　
不
能
な
文
字
の
多
い
［
　
　
門
］
の
箇
所
は
「
本
宿
弥
左
衛
門
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

　
　
る
。

（
4
）
　
酒
井
右
二
三
八
世
紀
後
半
の
佐
原
　
「
村
」
政
機
運
営
の
変
容
と
「
町
」
組
織
の
成
立
－
」
、

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
ー
都
市
の
地
域
特

　

性
の
形
成

と
展
開
過
程
ー
」
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
原
稿
に
よ
る
（
二
〇
〇
二
年
二
月

　
　
二
四
日
、
於
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
。

（
5
）
　
天
方
氏
は
享
保
一
五
（
一
七
三
〇
）
年
に
青
山
と
改
姓
し
た
［
川
口
二
〇
〇
一
　
七
］
。

（
6
）
　
ち
な
み
に
残
り
の
一
〇
町
、
す
な
わ
ち
新
宿
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
町
は
、
上
河
岸
・
中

　

河
岸
・
下
河
岸
・
上
新
町
・
下
新
町
・
上
宿
・
上
中
宿
・
下
中
宿
・
下
宿
・
関
戸
で
あ
る
。

（
7
）
す
ぐ
あ
と
で
述
べ
る
と
お
り
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
の
新
井
宿
組
は
家
数
も
人
口
も
五

　

組

中
で
最
少
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
は
村
の
中
心
部
か
ら
外
れ
た
農
業
地
域
で
広
さ
の
わ
り
に

　

家
数
も
人
口
も
少
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
な
か
に
複
数
の
町
が
形
成
さ
れ
ず
［
小
島
二
〇
〇
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〇
　
七
］
、
他
の
四
組
の
内
部
に
町
々
が
形
成
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
組
が
そ
の
ま
ま
の
形
で

　

町
と
同
義
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
　
舟
戸
の
位
置
す
る
土
地
は
小
野
川
の
土
砂
の
堆
積
で
そ
の
河
口
が
北
進
し
た
結
果
、
徐
々

　
　
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
宝
暦
・
明
和
の
こ
ろ
（
一
七
五
一
～
一
七
七
一
）
に
は
ま
だ
狭
い

　
　
町
で
あ
っ
た
［
香
取
一
九
八
七
　
二
〇
］
。
組
の
成
立
か
ら
か
な
り
あ
と
に
組
の
領
域
外
に

　

形
成
さ
れ
た
土
地
に
町
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
組
へ
の
所
属
が
曖
昧
だ
っ
た

　
　
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
9
）
　
天
王
社
と
同
じ
く
浜
宿
に
あ
っ
た
が
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
廃
さ
れ
た
。

（
1
0
）
　
「
天
保
」
と
「
嘉
永
」
に
は
ま
た
、
天
和
三
（
一
八
六
三
）
年
の
天
王
社
造
営
に
か
ん
す
る

　
　
伝
承
も
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
の

　
　
造
営
は
新
宿
の
天
王
台
（
現
在
の
諏
訪
台
字
天
王
台
）
に
あ
っ
た
別
の
天
王
社
を
本
宿
の
浜

　
　
宿
へ
遷
座
す
る
形
で
な
さ
れ
、
里
方
の
新
宿
惣
代
は
伊
能
茂
左
衛
門
と
伊
能
権
之
丞
が
、
貰

　
　
方
の
本
宿
惣
代
は
伊
能
三
郎
右
衛
門
と
永
沢
治
郎
右
衛
門
が
勤
め
た
と
い
う
。
権
之
丞
だ
け

　
　
で
な
く
、
茂
左
衛
門
も
造
立
に
関
与
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
宿
側
で
も
伊
能
三
郎
右
衛

　
　
門
だ
け
で
な
く
、
永
沢
治
郎
右
衛
門
も
造
立
に
関
与
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
天
保
」
で

　
　
は
、
祇
園
祭
礼
に
お
い
て
今
も
っ
て
こ
の
四
家
か
ら
幟
が
出
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
と
き
の

　
　
由
緒
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
嘉
永
」
で
は
、
そ
れ
は
「
小
の
ほ
り
弐
本
ツ
・
」

　
　
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
伝
承
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
現
在
、
天
王
台
に
は
「
八
坂
神
社
奥
宮
」
と
呼
ば
れ
る
石
製
の
小
祠
が
立
っ
て
お
り
、
そ

　
　
の
銘
文
に
よ
る
と
奉
納
年
月
は
「
享
保
五
子
年
二
月
吉
日
」
で
奉
納
者
は
「
上
町
／
吉
田
権

　
　
助
」
で
あ
る
。
享
保
五
年
は
一
七
二
〇
年
で
あ
る
。
上
町
と
い
う
町
は
佐
原
に
は
な
い
が
、

　
　
新
宿
上
宿
組
に
属
す
る
上
宿
町
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
遷
座
の
伝
承
が
事
実
と
す
れ
ば
、

　
　
遷
座

後
三
七
年
を
経
て
、
新
宿
天
王
社
の
跡
地
あ
た
り
に
こ
の
小
祠
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う

　
　
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
伝
承
の
真
偽
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
小
祠
が
そ
も
そ
も
牛
頭
天

　
　
王
を
祀
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
さ
え
、
小
祠
そ
の
も
の
か
ら
は
わ
か
ら

　
　
な
い
。

　
　
　
な
お
、
こ
の
銘
文
を
「
享
保
壬
子
年
十
二
月
吉
日
」
「
上
町
／
吉
田
桂
助
」
と
読
む
説
も
あ

　
　

る
が
［
佐
原
市
役
所
編
一
九
六
六
　
九
五
八
～
九
五
九
］
、
誤
読
で
あ
る
（
享
保
壬
子
年
は

　
　
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
に
当
た
る
）
。

（
1
1
）
　
「
御
遷
宮
」
に
、
永
沢
治
郎
右
衛
門
家
で
の
神
事
の
中
断
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
こ

　
　
の
記
事
は
か
な
り
正
確
で
あ
る
。

但
、
中
興
次
郎
右
衛
門
役
儀
相
休
、
江
戸
へ
罷
出
候
節
、
跡
役
長
兵
衛
・
八
郎
兵
衛
・

吉
左
衛
門
二
而
勤
、
元
禄
十
六
未
年
よ
り
権
之
丞
、
本
田
名
主
被
仰
付
候
以
来
も
新
田
名

主
吉
左
衛
門
方
二
而
致
し
、
其
跡
、
正
徳
三
巳
年
九
月
よ
り
仁
右
衛
門
方
へ
引
渡
候
二
付
、

是
よ
り
前
々
之
通
、
永
沢
次
郎
右
衛
門
方
二
而
爾
今
相
勤
来
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
か
た

　
中
興
次
（
治
）
郎
右
衛
門
と
は
六
代
目
俊
賢
（
一
六
五
四
～
一
七
〇
四
）
の
こ
と
で
、
天

和
三
（
一
六
八
三
）
年
九
月
の
文
書
［
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
四
五
九
～
四
六
五
］
へ
の
署
名
を

最

後
に
浜
宿
組
の
名
主
役
を
退
い
て
い
る
。
香
取
五
郎
の
調
査
に
よ
る
と
、
彼
は
そ
の
の
ち

元
禄
三

（
一
六
九

〇
）
年
に
年
貢
の
未
納
と
多
額
の
借
財
と
い
う
理
由
で
江
戸
へ
奉
公
に
出

た
が
、
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
三
月
に
村
政
書
類
の
引
継
の
遅
滞
な
ど
の
罪
状
で
入
牢
し
、

五

月
に
牢
死
し
た
と
い
う
。
香
取
は
、
幕
府
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
に
俊

賢
が
属
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
彼
に
た
い
す
る
弾
圧
の
実
際
の
理
由
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
俊
賢
入
牢
の
知
ら
せ
を
受
け
た
伊
能
景
利
は
俊
賢
の
息
子
の
助
命

嘆
願
を
し
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
彼
は
助
命
さ
れ
て
出
家
し
た
。
ほ
ど
な
く
治
郎
右
衛
門
家
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
げ
ひ
さ
カ

は
俊
賢
の
娘
婿
で
景
利
の
弟
で
も
あ
る
景
寿
（
一
六
七
六
～
一
七
四
八
）
が
家
督
を
継
ぎ
、

仁
右
衛
門
と
称
し
た
［
香
取
一
九
九
七
］
（
景
寿
以
後
の
当
主
は
再
び
治
郎
右
衛
門
を
名
乗
っ

て

い
る
）
。

　
俊
賢
の
退
役
後
、
浜
宿
組
の
名
主
は
長
兵
衛
・
八
郎
兵
衛
・
吉
左
衛
門
な
ど
他
家
の
何
人

か

が
数

年
ず
つ
勤
め
た
［
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
随
所
］
。
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
五
月
か

ら
は
、
当
時
の
名
主
吉
左
衛
門
の
願
い
に
よ
り
、
佐
原
村
の
浜
宿
組
名
主
を
伊
能
権
之
丞
（
三

代
目
景
胤
。
？
～
一
七
二
一
）
が
新
た
に
勤
め
、
新
嶋
領
佐
原
村
新
田
の
浜
宿
組
名
主
は
引

き
続
き
吉
左
衛
門
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
［
同
書
二
六
五
］
。
そ
れ
ま
で
は
、
佐
原
村
（
新

田
に
た
い
し
て
本
田
と
い
う
）
の
四
組
の
名
主
が
そ
の
ま
ま
各
組
所
有
の
新
田
の
名
主
を
兼

任

し
て
い
た
が
、
新
田
へ
の
移
住
者
の
増
加
に
伴
い
、
こ
れ
以
後
は
本
田
の
名
主
と
新
田
の

名
主
が
分
任
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
い
う
［
酒
井
一
九
八
五
　
三
〇
七
～
三
〇
九
］
。

　
「
景
利
日
記
」
で
は
、
吉
左
衛
門
の
家
で
当
番
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
宝
永
元
（
一
七
〇

四
）
年
六
月
一
〇
日
条
に
初
見
し
、
以
後
は
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
と
四
（
一
七
〇
七
）

年
の
各
六
月
一
二
日
条
に
浜
宿
組
の
当
番
は
彼
の
家
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
御
遷
宮
」
に
あ
る
と
お
り
、
俊
賢
退
役
後
は
、
吉
左
衛
門
に
か
ぎ
ら
ず
そ
の
時
々

の

浜
宿
組
名
主
の
家
で
当
番
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
元
禄
一
六
（
一
七
〇

三
）
年
五
月
の
浜
宿
組
名
主
の
分
任
以
後
は
、
い
か
に
本
田
浜
宿
組
の
名
主
で
あ
っ
た
と
は

い

え
新
宿
側
に
あ
る
伊
能
景
胤
の
家
で
本
宿
天
王
社
の
神
事
の
当
番
を
勤
め
る
わ
け
に
は
い

か

な
か
っ
た
の
で
、
引
き
続
き
新
田
浜
宿
組
名
主
の
吉
左
衛
門
の
家
で
こ
れ
を
勤
め
て
い
た

の

で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
治
郎
右
衛
門
家
の
地
位
の
回
復
に
伴
い
、
同
家
で
当
番
を
勤
め
る
こ
と
も
回
復

し
た
。
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
二
月
の
文
書
に
佐
原
村
新
田
の
四
名
主
の
一
人
と
し
て
「
仁

右
衛

門
」
の
署
名
が
あ
り
［
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
四
二
九
］
、
彼
が
こ
の
と
き
す
で
に
新
田
浜

宿
組
名
主
の
役
を
吉
左
衛
門
か
ら
引
き
継
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
の
　
「
景
利
日
記
」
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は

欠
け
て
い
る
が
、
こ
の
年
か
ら
同
家
は
当
番
に
復
帰
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
当
番
の
回
復
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
の
は
「
景
利
日
記
」
の
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年

　
　
六

月
一
〇
日
条
で
、
こ
こ
に
「
御
浜
下
御
祭
礼
当
番
浜
宿
組
二
而
、
仁
右
衛
門
所
二
而
勤
」
と

　
　
あ
る
。
以
後
も
変
わ
ら
ず
浜
宿
組
の
当
番
は
彼
の
家
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
「
景
利
日
記
」
の

　
　
残
り
の
す
べ
て
の
巻
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
　
　
ち
な
み
に
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
、
新
宿
で
は
市
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
生
じ
、

　
　
翌

年
一
二
月
に
興
津
氏
は
本
田
下
宿
組
名
主
の
伊
能
茂
左
衛
門
を
罷
免
し
、
宝
永
五
（
「
七

　
　
〇
八
）
年
一
月
に
景
胤
を
そ
の
後
役
に
任
命
し
た
。
こ
こ
に
景
胤
は
本
田
の
浜
宿
組
と
下
宿

　
　
組
両

方
の
名
主
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
景
胤
の
跡
は
そ
の
息
子
の
智
胤
（
？
～
一
七

　
　
四

九
）
が
、
少
な
く
と
も
享
保
一
九
二
七
三
四
）
年
ま
で
は
兼
任
を
続
け
て
い
た
こ
と
が

　
　
知
ら
れ
る
［
「
部
冊
帳
　
前
巻
」
随
所
。
「
部
冊
帳
　
後
巻
一
」
随
所
。
「
部
冊
帳
　
後
巻
二
」

　
　
随

所
。
千
葉
縣
史
編
纂
審
議
會
編
］
九
五
入
　
九
九
～
］
○
○
。
清
宮
二
〇
〇
三
　
八
｝
。

　
　
な
ど
］
。

（
2
ユ
）
　
「
景
利
日
記
」
の
正
徳
元
（
一
七
＝
）
年
の
巻
で
は
浜
下
り
神
事
は
本
宿
組
の
当
番
で
祇

　
　
園
神
事
は
浜
宿
組
の
当
番
と
な
っ
て
い
る
が
、
欠
巻
を
挟
ん
だ
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
の

　
　
巻
で
は
浜
下
り
神
事
は
浜
宿
組
の
当
番
で
祇
園
神
事
は
本
宿
組
の
当
番
と
な
っ
て
い
る
。
毎

　
　
年
両
当
番
を
両
組
で
入
れ
替
え
る
と
い
う
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
正
徳
五
二
七
一
五
）
年
の

　

当
番
担
当
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
ひ
と
ま
ず
、
神
輿
の
大
破
に

　
　
よ
っ
て
正
徳
三
（
一
七
二
三
年
の
祭
礼
が
早
い
段
階
で
中
断
さ
れ
た
た
め
、
翌
年
の
祭
礼

　
　
は
当
番
を
替
え
ず
に
執
行
さ
れ
、
ず
れ
が
生
じ
た
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
お
く
。

（
1
3
）
　
「
御
遷
宮
」
に
次
の
よ
う
な
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
宿
の
祇
園
祭
礼
が
終
わ
っ
た
翌
日

　
　
の
六
月
＝
二
日
に
新
宿
で
は
家
ご
と
に
祇
園
の
祝
事
と
し
て
客
を
呼
ん
で
索
麺
を
振
る
舞
っ

　
　
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
享
保
の
末
に
下
宿
組
名
主
伊
能
権
之
丞
（
四
代
目
智
胤
）
の
発
意
で
諏

　

訪
台
の
中
腹
に
あ
っ
た
諏
訪
神
社
を
頂
上
に
遷
し
て
建
て
替
え
た
（
現
在
地
に
同
じ
）
。
こ
れ

　
　
に
合
わ
せ
七
月
二
七
日
が
同
社
の
祭
日
（
御
射
山
祭
り
の
祭
日
）
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
八
月

　
　
へ
移
し
て
「
新
二
祭
礼
相
企
」
て
、
こ
れ
を
受
け
て
町
々
よ
り
賑
々
し
く
出
し
物
が
出
さ
れ

　

た
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
か
ら
新
宿
で
は
祇
園
の
祝
事
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
　

こ
こ
で
い
う
遷
宮
・
造
営
と
は
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
に
な
さ
れ
た
も
の
を
指
し
て

　

お

り
、
こ
の
年
か
ら
御
射
山
の
神
事
に
付
祭
り
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

　
　
の
伝
承
の
真
偽
は
不
明
だ
が
、
祇
園
祭
礼
が
新
宿
側
の
人
間
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ

　

と
を
示
す
内
容
と
は
い
え
る
。

　
　

さ
ら
に
、
「
御
遷
宮
」
に
は
本
宿
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
「
五
月
晦
日
、
別
当
清
浄
院
、

　
本
宿
新
井
縮
新
宿
祉
縮
村
離
江
人
足
召
連
罷
越
、
戸
〆
辻
切
取
行
有
之
候
」
と
あ
る
。
戸
〆
辻

　

切

は
除
厄
儀
礼
の
一
種
で
あ
る
。
天
王
社
の
別
当
な
ら
ば
本
宿
だ
け
を
除
厄
す
れ
ば
よ
さ
そ

　

う
な
も
の
だ
が
、
実
際
に
は
佐
原
村
の
東
端
（
新
井
宿
組
の
外
れ
）
と
西
端
（
上
宿
組
の
外

　
　
れ
）
を
除
厄
し
て
い
る
。
機
れ
が
村
内
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
が

　

　
い
つ
ご
ろ
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
も
あ
る
い
は
、
新
宿
に
お
い

　
　
て
も
天
王
社
の
占
め
る
地
位
が
高
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
4
）
　
組
頭
な
ど
と
は
相
談
し
た
と
あ
る
が
、
名
主
へ
の
言
及
は
な
い
。
こ
の
条
に
か
ぎ
ら
ず
、

　
　
「
景
利
日
記
」
中
の
祇
園
祭
礼
に
か
ん
す
る
記
述
で
は
本
宿
組
名
主
に
か
ん
す
る
言
及
が
ほ
と

　
　
ん
ど
な
い
。
そ
の
理
由
は
簡
単
で
、
景
利
が
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
に
本
宿
組
名
主
を
退

　
　
役
す
る
と
、
嫡
男
昌
雄
（
一
六
九
二
～
「
七
四
三
）
が
そ
の
後
任
と
な
り
、
享
保
「
五
二

　
　
七
三
〇
）
年
ま
で
こ
れ
を
勤
め
た
か
ら
で
あ
る
［
酒
井
一
九
九
七
　
五
四
～
五
五
］
。
退
役

　
　
後
も
引
き
続
き
景
利
が
中
心
と
な
っ
て
自
宅
で
当
番
を
勤
め
て
い
た
の
で
、
同
居
し
て
い
た

　
　
昌
雄
の
行
動
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
新
井
宿
に
は
、
特
定
の
家
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
天
狗
組
合
と
い
う
世
襲
的
な
組
織
が

　
　
あ
る
。
現
在
、
こ
の
組
合
に
属
す
る
家
の
若
者
を
猿
田
彦
役
に
選
ん
で
、
そ
の
面
と
衣
装
を

　

着
せ
て
毎
年
神
輿
行
列
に
出
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
組
合
の
現
状
は
［
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
編
一
九
九
二
　
一
〇
七
～
一
〇
八
、
一
一

　

九
］
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
に
か
ん
す
る
記
述
は
誤
解
を
招
く
も
の
で

　

あ
る
。
こ
の
報
告
書
作
成
の
た
め
の
調
査
で
「
天
狗
組
合
が
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
一
月

　
　
　
マ
マ
　

　
　
一
五
日
に
発
足
し
た
と
い
う
古
文
書
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
平
成
二

　

年
度
に
八
坂
神
社
宮
司
立
会
い
の
も
と
、
天
狗
組
合
の
役
員
が
古
い
オ
ニ
ッ
キ
箱
の
中
の
古

　

文
書
を
見
て
天
狗
組
合
の
発
足
年
月
日
を
知
っ
た
が
、
由
来
等
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

　
　
い
う
」
と
の
伝
聞
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
情
報
提
供
者
の
誤
解
か
調
査
者
の
聞
き

　

誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
　

筆
者
は
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
＝
月
＝
ハ
日
に
天
狗
組
合
の
役
員
の
御
厚
意
で
、

　

同
組
合
が
保
管
し
て
い
る
オ
こ
ッ
キ
箱
と
呼
ば
れ
る
、
戦
前
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
二
つ
の
古

　
　
い
箱
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
を
簡
単
に
示
し
て
お
く
。

　
　
　
一
方
の
箱
書
き
に
は
「
甲
午
正
徳
四
歳
新
イ
宿
村
中
／
牛
頭
天
王
日
記
／
正
月
十
九

　

日
」
、
他
方
の
箱
書
き
に
は
「
正
徳
四
午
歳
　
新
イ
宿
村
／
水
神
御
日
記
箱
／
二
月
十
五
日
」

　

と
あ
る
。
箱
の
な
か
に
保
管
さ
れ
て
い
た
記
録
は
、
前
者
が
天
王
祭
祀
の
毎
年
の
開
催
記
録
、

　

後
者
が
水
神
祭
祀
の
毎
年
の
開
催
記
録
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
記
録
も
毎
年
一
枚
の
小
さ
な

　

紙

に
書
か
れ
て
い
る
。
記
さ
れ
て
い
る
開
催
月
日
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
い
ず

　

れ

も
箱
書
き
の
月
日
と
同
じ
で
あ
る
。
現
存
す
る
最
古
の
記
録
は
、
前
者
が
宝
暦
一
四
二

　

七

六

四
）
年
、
後
者
が
明
和
五
二
七
六
八
）
年
で
あ
っ
た
。

　
　

こ
の
記
録
は
新
井
宿
の
儀
礼
的
結
合
の
一
端
を
長
き
に
わ
た
っ
て
よ
く
示
す
、
き
わ
め
て

　

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
開
催
月
日
な
ど
か
ら
み
て
祇
園
祭
礼
と
は
無
関
係
な
も
の
で

　

あ
る
。
ま
た
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
は
た
ん
に
両
祭
祀
の
記
録
の
保
管
箱
が
作
ら
れ
た

　

年
を
意
味
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
年
は
天
狗
組
合
の
発
足
年
で
は
な
い
。
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こ
の
年
と
天
狗
組
合
を
結
び
つ
け
る
要
素
は
見
出
せ
な
い
。
天
狗
組
合
は
そ
の
名
称
と
役
割

　
　
か
ら
み
て
、
新
井
宿
が
祇
園
祭
礼
に
猿
田
彦
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
成
立
し
た
も
の
と

　

考
え
ら
れ
る
。

　
　

現
在
、
天
狗
組
合
の
当
番
の
引
継
式
が
毎
年
新
暦
一
月
一
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

　
　
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
天
王
祭
祀
は
こ
の
引
継
式
と
一
体
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
結
果
、
前

　

述
の

誤
り
が
生
じ
た
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
「
天
保
」
と
「
嘉
永
」
に
は
、
か
つ
て
は
祇
園
祭
礼
の
さ
い
に
天
王
社
の
神
輿
と
浜
宿
の
神

　

楽
が
権
之
丞
宅
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
権
之
丞
家
の
伝
承
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
御
遷

　

宮
」
の
但
書
き
の
記
述
に
や
や
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
八
日
市
場
の
獅
子
の
替
わ
り
に
神

　

輿
が
入
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
註
（
1
1
）
で
述
べ
た
よ
う
に
新
宿
側
に
あ
る
権
之
丞
家

　
　
で
祇
園
祭
礼
の
当
番
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
伝
承
が
事
実
と
す
れ
ば
、
本

　
　
田
浜
宿
組
の
名
主
で
あ
っ
た
同
家
の
当
主
に
た
い
し
て
本
宿
側
の
人
々
が
一
応
の
敬
意
を
表

　
　
し
た
こ
と
に
な
る
。
茂
左
衛
門
家
に
こ
れ
ら
が
入
っ
た
と
い
う
記
述
が
な
い
の
は
、
彼
が
本

　

宿
の
三
組
と
は
無
関
係
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
茂
左
衛
門
家
に
つ
い
て
は
但
書
き
の
ほ
う

　
　
に
も
記
述
が
な
い
。

（
1
7
）
　
現
在
の
本
川
岸
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
区
域
と
思
わ
れ
る
。

（
1
8
）
　
「
豊
秋
日
記
」
で
は
常
に
「
だ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
引
用
文
を
除
い
て
「
山

　
　
車
」
と
記
す
。

（
1
9
）
　
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
、
「
日
記
」
、
「
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
文
書
」
N
ー
一
四
。

（
2
0
）
　
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
、
「
日
記
」
、
「
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
文
書
」
N
－
一
四
。

（
2
1
）
　
こ
の
条
は
刊
本
で
は
略
さ
れ
て
い
る
。
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
、
「
明
和
七
庚
寅
日
記
留
帳
」
、

　
　
「
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
文
書
」
N
ー
一
五
に
よ
っ
た
。

（
2
2
）
　
「
四
組
」
と
あ
る
の
は
新
井
宿
組
を
本
宿
組
に
含
め
た
う
え
で
、
佐
原
村
の
全
て
の
組
を
指

　
　
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
宿
だ
け
で
な
く
、
新
宿
も
含
め
た
村
の
一
大
事
と
な
っ
た
様

　
　
子
が
窺
え
る
。
「
本
宿
寺
院
」
は
清
浄
院
と
勝
徳
寺
と
思
わ
れ
る
。

（
2
3
）
　
た
だ
し
浜
宿
が
前
年
と
同
じ
く
芝
居
山
車
を
出
し
て
い
た
と
す
る
と
、
す
で
に
指
摘
さ
れ

　
　
て
い
る
よ
う
に
［
福
原
二
〇
〇
一
　
三
三
］
、
「
忠
度
桜
」
は
人
形
浄
瑠
璃
の
演
目
か
も
し
れ

　
　
な
い
。

（
2
4
）
　
江
戸
後
期
（
お
そ
ら
く
江
戸
中
期
も
）
の
新
宿
諏
訪
祭
礼
で
は
年
番
制
度
は
採
ら
れ
て
お

　
　
ら
ず
、
下
宿
組
の
関
戸
町
が
永
代
触
頭
と
し
て
毎
年
の
神
幸
と
数
年
に
一
度
の
練
り
物
巡
行

　
　
と
を
一
手
に
統
括
し
て
い
た
。
江
戸
後
期
の
同
町
は
居
作
町
（
西
関
戸
）
と
中
郷
町
（
東
関

　
　
戸
）
に
緩
や
か
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
山
車
は
共
同
で
出
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
文
書
を

　

　
み
る
と
、
祭
礼
の
統
括
は
西
関
戸
と
東
関
戸
で
交
替
で
や
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

　
　
の
後
、
昭
和
一
〇
二
九
三
五
）
に
関
戸
町
は
東
西
に
正
式
に
分
裂
し
、
同
年
の
諏
訪
祭
礼

　
　
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
山
車
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

（
2
5
）
　
こ
れ
は
「
本
宿
一
四
町
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
氏
子
町
は
「
為
取
替
申
議
定
一
札

　

事
」
に
あ
る
よ
う
に
一
二
町
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
地
頭
所
で
は
寺
宿
を
上
下
の
二
町
に
、

　
　
八
日
市
場
を
八
日
市
場
と
前
原
の
二
町
に
数
え
、
計
一
四
町
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
6
）
　
「
本
上
川
岸
区
有
文
書
」
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
佐
原
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
翻
刻

　
　
の
私
家
版
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
利
用
す
る
。

（
2
7
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
誌
収
録
の
筆
者
の
別
稿
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
8
）
　
「
本
上
川
岸
区
有
文
書
」
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
佐
原
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
翻
刻

　
　
の
私
家
版
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
利
用
す
る
。

（
2
9
）
　
「
下
仲
区
有
文
書
」
一
一
。
下
中
町
で
安
政
四
二
八
五
七
）
年
か
ら
昭
和
一
五
二
九
四

　
　
〇
）
年
ま
で
書
き
継
が
れ
た
記
録
。

（
3
0
）
　
「
八
坂
神
社
沿
革
と
祭
事
の
記
録
」
、
「
八
坂
神
社
文
書
」
六
一
。

（
3
1
）
　
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
騒
擾
を
忠
敬
と
と
も
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
治
郎
右
衛
門
は
、

　
　
征
俊
の

あ
と
を
継
い
だ
息
子
で
あ
る
［
小
島
一
九
七
八
　
八
六
］
。

引
用
お
よ
び
参
照
文
献

赤
松
宗
旦
　
一
九
三
八
　
『
利
根
川
図
志
』
岩
波
文
庫

海
上
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　
『
海
上
町
史
　
史
料
編
1
（
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近

　
世

（
一
）
）
』
海
上
町
役
場

香
取
五
郎
　
一
九
八
七
　
「
佐
原
本
宿
牛
頭
天
王
祇
園
祭
礼
考
（
伊
能
豊
秋
日
記
よ
り
）
」
『
リ
ヴ
ラ

　
ン

佐
原
』
一
九
八
七
年
七
月
号

香
取
五
郎
　
一
九
九
七
　
『
笑
止
千
萬
言
語
に
絶
し
申
し
候
』
私
家
版

川
口
康
　
二
〇
〇
一
　
「
佐
原
の
歴
史
」
佐
原
市
教
育
委
員
会
編
『
佐
原
山
車
祭
調
査
報
告
書
』
佐

　

原
市
教
育
委
員
会
編

小

島
一
仁
一
九
七
八
『
伊
能
忠
敬
』
三
省
堂

小
島
一
仁
二
〇
〇
〇
「
「
伊
能
豊
秋
日
記
』
（
四
）
」
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
二
二

酒
井
右
二
　
一
九
八
五
　
「
延
宝
ー
元
禄
期
に
お
け
る
村
政
機
構
の
整
備
と
村
落
間
結
合
　
下
利
根

　
川
流
域
根
郷
五
ヶ
村
組
合
を
事
例
と
し
て
　
」
小
笠
原
長
和
編
『
東
国
の
社
会
と
文
化
』
梓
出

　
版
社

酒
井
右
二
　
一
九
八
八
　
「
近
世
中
後
期
在
町
佐
原
に
お
け
る
伊
能
家
の
経
営
動
向
」
『
千
葉
県
の

　
歴
史
』
三
五

酒
井
右
二
　
一
九
九
七
　
「
村
政
に
関
す
る
元
禄
～
享
保
期
の
記
録
編
纂
作
業
ー
下
総
佐
原
伊
能
景

　
利
の
事
例
か
ら
ー
」
『
千
葉
県
史
研
究
』
五

佐
原
市
教
育
委
員
会
翻
刻
　
二
〇
〇
〇
　
『
本
宿
穂
町
事
務
日
誌
』
私
家
版

佐
原
市
教
育
委
員
会
翻
刻
　
二
〇
〇
〇
　
『
諸
事
記
憶
録
』
私
家
版
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佐
原
市
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
一
　
『
佐
原
山
車
祭
調
査
報
告
書
』
佐
原
市
教
育
委
員
会

佐
原
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
六
　
『
佐
原
市
史
　
資
料
編
　
別
編
一
　
部
冊
帳
　
前
巻
』

　

佐
原
市

佐

原
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　
『
佐
原
市
史
　
資
料
編
　
別
編
二
　
部
冊
帳
　
後
巻

　
一
』
佐
原
市

佐
原
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
八
　
『
佐
原
市
史
　
資
料
編
　
別
編
三
　
部
冊
帳
　
後
巻

　

二
』
佐
原
市

佐
原
市
役
所
編
　
一
九
六
六
　
『
佐
原
市
史
』
佐
原
市
役
所

清
宮
良
造
　
二
〇
〇
三
『
定
本
　
佐
原
の
大
祭
　
山
車
ま
つ
り
』
N
P
O
ま
ち
お
こ
し
佐
原
の
大

　
祭
振
興
会

千
葉
縣
史
編
纂
審
議
會
編
　
一
九
五
七
　
『
千
葉
縣
史
料
　
中
世
篇
　
香
取
文
書
』
千
葉
県

千
葉
縣
史
編
纂
審
議
會
編
　
一
九
五
八
　
『
千
葉
縣
史
料
　
近
世
篇
　
下
総
國
上
』
千
葉
県

千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
編
　
一
九
九
二
　
『
町
並
み
に
関
す
る
調
査
報
告
書
　
第
一
集
　
佐
原
市
本

　

宿
の
歴
史
と
民
俗
』
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら

福

田
ア
ジ
オ
　
↓
九
九
三
　
「
組
」
下
中
弘
編
『
日
本
史
大
事
典
　
第
二
巻
』
平
凡
社

福
原
敏
男
　
二
〇
〇
一
　
「
山
車
祭
り
の
成
立
と
展
開
」
佐
原
市
教
育
委
員
会
編
「
佐
原
山
車
祭
調

　
査
報
告
書
』
佐
原
市
教
育
委
員
会

八
坂
神
社
氏
子
会
　
一
九
八
六
　
『
八
坂
神
社
行
事
運
営
要
領
』
八
坂
神
社
氏
子
会

山
本
直
彦
　
一
九
八
九
　
「
砂
洲
上
に
発
達
し
た
中
世
の
佐
原
」
三
浦
茂
一
編
『
図
説
　
千
葉
県
の

　
歴
史
」
河
出
書
房
新
社

渡
辺
康
代
　
二
〇
〇
二
　
「
宇
都
宮
明
神
の
「
付
祭
り
」
に
み
る
宇
都
宮
町
人
町
の
変
容
」
『
歴
史

　
地
理
学
』
二
〇
八

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究

協
力
者
）

　
　
　
　
　
　
　

（二
〇
〇
五
年
一
月
一
七
日
受
理
、
二
〇
〇
五
年
二
月
八
日
審
査
終
了
）
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The　Es励Us㎞ent　alld　Development　of　a恥s緬in　a　R画Tb㎜D1㎞g也e
E凪yModem　Period：011　tlle　Case　of　Honjllku　ill　Sawara－M㎜，　Shhnollsa

UNo　Kouiti

The　village　of　Sawara　in　Katori－gun　in　Shimollsa　Province　prospered　through　the　Edo　period　as　a

base　for　boat　transportation　along　the　Tone　River．　By　1695，　the　to㎜ship　covered　a　wide　area，　mak－

ing　it　a　rural　to㎜，　and　by　1740　with　a　population　of　3，819　inhabitants　it　had　become　one　of　the

leading　large　settlements　in　the　Kanto　region．　The　village　was　divided　into　two　parts：Honluku　and

Shinjuku．　Honjuku　was　sllbdivided　into　three（actually　two）social　and　regional　groupings　called

“

kumi”，　and“machi”，　or　local　neighborhoods，　were　fo㎜ed輔thin　these　kumi　supported　by　ecひ

nomic　development．

This　paper　presents孤example　of也e　Es伍bUs㎞ent孤d　development　of　fes6vals　in　mral　to㎜s

during　the　Early　Modem　Period　using　the　Gion　Festival　that　was　held　in　Honjuku　as　an　example．

Originally，　Honjuku　did　not　have　any　festivals　that　were　large　enough　to　be　considered　fbstivals．

Two　Shinto　rituals　took　place　in　June　by　Tenno　Shrine，　the　tutelary　shrine　for　Honjuku．　One　was

the　H㎜aori　dtual，　which　took　place　on　the　fbreshore，　and　the　other　was　the　Gion　ritual．　These

rituals　were　led　by　prominent　residents　of　Honjuku　who　were　the　household　heads　of　two　families

which　played　a　major　role　in　the　two　respective　kumi．　However，　in　1703　the　two　rituals　were　com－

bined　to允㎜acon6nuous　festiv泣to　which　staying　in　a　tempor田y　shdne　and　making　a　circuit　of

the　area　with　portable　sh亘ne（for　both　the　outward　procession　and　the　retum　procession）had　been

added．　This　became　the　Gion　Festival．

　　The　Gion　Festival　developed　gradually．　Of　particular　note　is　the　expansion　in　17670f　the　area

covered　by　the　retum　procession　to　include　all　of　Honluku，　which　was　followed　the　next　year　by　the

participation　of　processions　in　all　the　machi　that　included　floats，　resulting　in　a　much　bigger免stival．

However，　a　violent　confrontadon　arose　between　the　machi　conceming　the　order　of　the　procession

a伽ched　to　the　parade　of　por白ble　sh亘ne．　Ultimately，　one　large　fes6val　procession　was㊤㎜ed　in

the　shape　that　processions　of　all　the　machi　led　the　parade　of　portable　shrine．　In　the　course　of　this

confrontation　the　various　machi　freed　themselves丘om　the　control　of　the　kumi．　As　a　result，　by　1822

asystem　had　been　established　whereby　the　operation　of　the　two　rituals　con昼nued　to　be　canied　out

by　prominent　villagers　while　the　operation　of　the　two　processions　was　can元ed　out　by　the　machi．　D←

velopment　into　the　festival　by　the　addition　of　the　parade　of　portable　shrine　to　the　two　rituals　led　by
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village　leaders　with　the　kumi　as　a　unit　saw　the　machi　that　had　been　created　in　the　village　assume

the　role　of　opera6ng　the允snval　procession．
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